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建 築 工 業 教 育 に 封 ず る 要 望
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1. 現在の建築教育に1 #1する教材の取り扱ぴ方への要望

2 膏圏の現状による建築工業教育への要翠

3. 建築技術者義戒さしての精神教育

4. 教育者の態皮
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20年間 、H じ舎IIU:I 乙勤務してとの舎吐以外の経験を持たぬものではあるが 、貫務にたづ

さわって痛切なる要望を忘仰たく波i歴する事は、建築技術者の育成l亡務めらる L 人々 、た

らびに建築技術者たらんとする人々に釘して 、一つの餌

の義務と信十る。

まして時計. _ y のワットが蒸汽機関を褒明し、理髪師 アークラ イト が紡織機を護明 し、貸

でH:ili のフルトンが、蒸汽船を殻日月 した瞬間から 、専門家的智識も犬 した もので友 く、 同時に

京人の意見もたまには有益なとともあると云ふ事が鷲見されたので悲に数言をi ! ! Cべゃう 。

現代人類生活は ー 長足の進歩の道程 ｾｌ あって、日に日に新しい計ー輩 、 施工方法 、 新材料 、

新施工機械等が生れる事 (c士、蛍然であり 、その知識を接受せねばtit の進歩に後れる事はタj

論のととである。現治: の建築T 業教育に於ても 、とれ等の新知識を追ひかけ 、吸牧せしむ

る事につとめて N らる L 事は事買である。然るに此等新知識を接: 乏した新卒業生が、責務、

併記地工業者 側 責務 ｬ 亡 、 たづさはってタ ｬ ちにして 、 その ｩｬｩｩ 川 能 力 のｩｩＮｾｾ唱さを ｾｊｾ 蕗する 。 か

L る場合t亡、との事買が処して1") に! ぶI.i.: ¥するかは 、ゐもむろに反省せねばならぬであらう 。

成は云ふ。 IIt 相のjj調1坊によると 、叉云ふ現代文化の* 誌による青年準生の柔弱化 と。か

うした事象も 、物事は只一つの原 l"lf 亡よって生やるものでない| 浪り 、一端の民却を物語る

ものでたいとは云へぬ。 しかし敬材の取悦ひんそのもの 、教育ゴ';"法そのものに 、イ11)等の検

討もほどとさぬ先 ｩ 乙 、 ｉ ｬ ￬ ｴ 合組織や青年製生の態度 ｬ 亡 、 コ Ｑ ｜ をあ Ｇｦ する事は Ｇｾ ｾｾ ［ ｾ Ｎ作 者の現在反省と立

{での斡嫁であると邦iぜられでも Ll 二むを得ぬととであらう 。

と>. fC 私は建築施工の指導者たる経験的立場か ら、教材の撲擦と 、数授訓練のメI法 に 到

する要望をのベて 、建築工業教育者に二三の 問題 を提供したい と，也 ふのである。

l 現在の建築工業教育に関する教材の取り扱ひ方への要望

1  v  
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現作工業事校l亡於け る建築ず!の教授科.Id を見 ると、挫築そのもの L 琵案創造 l亡要する知

識の注入すとはち設計者の養成l亡のみに 、リ.<I¥FJl lせられて居る感がある。

しか し ［ｾＧ ， Ａ￬ｾ ｾ 走者の質 地 の工事 ｋ ＿＿［ つ て は 工業そのもの L 抱括する全保件 を腕波して 、

過去の施工知識を修正柿足し、 工事従業員全開としての能力 を殻郁せ しめる事の出来る施

工監'野手f を45 く養成せねば、技術者ー数育の効果を怒る事は 、むづか しいのである。

もとより教育 ｲ｣ ｛ ｾ ｦ，ｊして は 、 素 人 の云云するのも烏訴がましいが 、近 頃の新卒業生 ｬ 亡接し

て 、 常 ｬ て感やる快鮎を 、 忌仰なく 言は しむれば 、 ｉｬ ｪ ，夏買業教 育合主催の工業教育振興ｽｾ ｾ談

合 ｉ ｃ 於て、＿キ Ｉ ｩ Ａ百の Ｉ ｊ みから 、 表現とそ ｩ 主へ 、 同じ棋なゐ話 の ｾｌ｜ た のである が 、 知識を ｛， Ｇ ￮ Ｑ

Aごせしめて 、賓際に活月j す るプJ 法主技術の IQ髄と を教へて自らぬ。 も一つ云ひかへるなら

ば 、知識が貫枇舎の仕事に針してピ ン トはづれであると云ふ事である。

か ミる似と貼を建築施工業者間で感やる事 l'i 、その数料の取倣ひんが、貫J祉舎の事宜 Ic 1!fJ

して }g らぬと云ふ設'lfl でるる事は、否めぬ事宜であらう と忠ふ。

Jも惜的た賀例 を、二三傘げて見るたらば、t昆縦二Uc しでも物r.1R的 K も、イヒ穆的にもま1¥，1命

上の釘 Ｍ 究 ｋ よって ｉｾ 良 之せらる ｌ 調合も 、 現場に使用せらる ｱ 昆練機に釘しては 、 不適 Ｇｾｾ［ｩ

なる場合もある。調合 と工程 との閥係も ある 如く、 質地にあたっては 、) i 法設備その他種

々の4条件 l亡よっては決定せられたワオーカーピリ テ ィーや配合を嬰へてて行かねば友らぬ

とともある。叉とれと向株主E閥係は左官工事に於ても 、 アスフアル ト工事K 於て も同様で

ある。

また左官工事lとしても 、従来行はれてうl < i た各材料の上塗 * 塗下塗の配合など は、プ リン ト

l亡して放して置けば、時K 古って役立て得るが、如何な る覗Itl i ' l . よりて 、か L る配合 を必要

とす るかの原理、I.![ J ちか L る配合Ir. l :長い間の賓験から生れたも のであるが、共の結果から見

ると、物理的に も、イヒ壊的にも 、能率上からも 、経憐上からも 、斯く斯く の理由があると云ふ

ととをよく説明し了解せしめる事は 、次に新材料を奥えられた場合K 、その時のt条件に?;t は

めて 、利害得失を推瑚し 、施工 j )・法を如何にすべきかを 、解決し易すからしむるのである。

要するに 、現今の教材の大部分は 、プリン トやパ ンフレツ トにして 、波して世けばよい

性質 の も ので 、 只々感津 ＱＱ Ｑ ｩＧｬＮ積込む事ｾ［Ｚｴ 、 努して功なく 、 それよりも 、何故 ｬ モ 現作成 ｬ ｲＮｬＺ ｪ ｴＦ ｌ

K 於て 、か L る施工) J ・法のJJ j ( _ られしかを追求し 、要約する事を習熟せしむる時は 、新材料、

新機械、新組織に岱而して 、如何な る施工方法 を 取 るべきかの解決指導に 、役立 って・あら

うと思はれる。

タ1論製校教育も 、1 t t 初から質地の仕事lモ封 して、 敬材の撲惇が 、 ピン トはづれであった

もので- は たいのであるが 、世の中の進歩と箆轄とが、か L る; 伏態としたのである。

一般に組織が簡撃で 、技術が幼稚である 聞は、 立波i' l..Ii裂校で授けられた知識が、桁導7)

を持って居たものであらう 。現イEi ' l . 於ても、設計事務所では、現在の建築工業教育が決し

てピン トにはづれて居ると忠へ友いので、るる。



が、建築工業界の重要なる機構の一部分となってゐる 、請負事業の過去 と現布と K 於て 、

その組織の上に大きな控イヒをきたして居る事は 、建築物の規模を見? とピけでも明僚た事

は、あらためて云ふまでもない事である。

とれはまた必然的に 、 施行技術者としての資格 ｴ 条件に鐙イヒを う ｾて居る事も 、 明瞭な事貫

であり 、同時にか L る方面の技術者の教育にも 、カを542すべきであったのである。

2. 吾園の現欲による建築工業教育への要望

建築工業の本質上 、とれに携るも の L 根本要素に二つの) f r前がある。

一つは 、建築そのもの L 護案創造 、即ち設計者の養成であって今一つは 、T 事全過程を

受持つ所の施工技術者である。

前向i lて於ても述べた 如 く、現代の穆校教育では前手? に のみ強調せられ、後者にはとかく

閑却せられて府るかに見らる L のである。

賞際謬 ｩ 校 ｬ ￬ｾ の 技術者 ・ は、設計者としては、か怒り ＡｉＡＮ く間に合ふ様になるが 、 請負舎枇の

工事現場11: /-1¥ると、三凶年もか L って、始めて事貰を製び、経験から教へられて一人前に

たるの である。

然る l亡、今日施工技術者として生活し て居る者が、峨人 を省く全技術者の準教を占めて

居 る事が推定さる¥. ｾｌ 到つては、同家利 Ｚ 舎としても、そ の 責任に於て、との方 ・ 閣 の 技術者養

成に努むべきは? ?;然であ らう 。寧ろ今日まで省みられなかった事を遺憾とすべきである。

吾々 の経級から云ふと 、建築地工技術者に要求す る1i 止も) ] 干喪主E科目は 、建築材料、施工

) J ・法 、路工設備と胞工f目器械、積算:見積、施工能率の増進法、特l乞人の統率法、経営管理

製 ( 特に標準原| 買計算法、 主象1下ffe制法〉などで、現今の建築工業教育では上は 大襲、専門

皐校から、下は徒30教育 l乙到 るまで、イ[l Jれも、とれ等の;ケ閣の製科・を等閑に附して居ると

とは、記長l乙遺憾であ る。

設計専門の事務所に於て は、施工技術 IL f.#; Jする知識は、むしろ第二義的の ものであ るが、

向そ の務案創造が材料施工技術、 経ぢ??上の諸問題に ffjlJ 約 さる L と云ふ拙から見ても、一雄

I'I 教授す る必要はある と忠ふ。

ｩ 兄んや、請 負哲 抗 ｬｾ 於け る 専門技術者 ｩ とあ っては、とれ等の知識 の 有無が合枇 の 経営に

影響す るもので、材料撰様 、l[i詰s. 人夫の配置、指導な ど即ち現場の経管管理の能力で、そ

のものが設も必要だf条件とな るのであ る。

今一つ云ひかへるたらば、人事、配置編制、指導J l=の仙の現場管理法に到つては 、生き

た人聞を動かして、そ の結果 を求む るのである から、「度1，党宇陀於て戦略と Yl i ' *. 術が必要で

あると問中長である。

放に現場の指導者は上知の大 ｪ ｬ 容となって、自らを市 ｉ｝ ｬ ｬｩｪｪ とし、工事 ｾ ｉ 制係する現場内外の

凡てを馳 りて、その能率を事げねばたらぬのである。 即 ち現場内外の自然的、 人事的、 諸

3
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保1
1

1二を締脱する事によって 、ji止もよき 指導) / 法を 創jZi せねばなるぬのであるから 、知識と

質地の方法と をfI豊f与するのでない| 以 上 知識を苓音機。如 く、反製し ただけでは 、現場管

理者としての百絡を得る事は IHういない。従って、施工技術は特にその述mの員ー踏を慌得せ

しむる事が必要である。

謬校教育ととに質 業教育は 、 峨 業の 指導者数育 であり 、 ｉｬ ｴ の ｾ � I'C出 てからの準備である

以上は、また枇舎がか k る施工技術者を要求し て居る以上は 、か k る視結に教育の基礎 を

置く事は未* の仕事K 役立つ人を作るものであると云ふな l床に於ても 、大切友事であらう

と忠ふ。

しかも 工業教育は11/，1人の生活んー法を授ける と同時l乞、同家I ' C : 必要主主、ある枇合肢の人々

を作 るものである以上は 、その枇合j昔t亡、具に役立つべき 11絡係件 を兵備せし むる事l去、

設も肝要たととである。

現: t t我が閣に於ける建築技術者の綿数を、はっきり奉げるべき 、たしか友統計が見詰ら

ぬ故、我が同の建築工事の綿額と 、筆者の属する合札の請負工事純絹K 到する建築技術者数

の上じ卒から推定する時は 、全国中K 、2 詩人内外の建築技術者'があり、尚之れが柿日)j 的な

仕事をして居る人が 1 詩人内外居るも の と忠はれ石。

とれ等の人々が、平均25年間業務K 従事するものと偲定し、向凶速のイI j l展K 候って 、建

築工事の増加を期待するとしても、 1000人内至 1200人位の技術者とその補助員を qJ]; { I-'- I I Hc

怠れば、凡そ平衡が保?とれるべき筈である 。

然るに毎年建築技術者とし て、感窓 を!司 るものが1400- 1500人 K 飴 ると云ふ事である。

その上に 、現布の建築技術者数育は感校経営と して今日に於ては 、経も 費肘 を: 要せぬから 、

との専門の製校の ￭ｾｌ 立駅態を起して居るととは、寧ろ寒心すべきである 。

との 中幾分は建築材料商等に轄向するものとしても 、現イピのまI . I ' C 放任して世くたらば、

( 現今め制 度は 、あるひは暗獣の閥、建築工事に従事するもの L 全般的の智能 を高めるとぷ

ふ効果 あるも 、) ｬ ｛￬産 業教育によって 、 高 年失業者を 作 る結果とな り 、 然も今日 の 如 く 、ｾ

築業l隆盛期にあ りでは、まだしも一朝不況時代 に際合するならば、惨惚? と るものあるを想

像せられる。生きて行 く))・法を教へられた筈のものが 、生きて行けないん法を敬へられた

結巣となる懸念なきにしもあらヂ・である O

吾闘の建築工業も今日にありでは 、全生産業の 7 %1̂1外l乙相? ; ; ; すると稿せられ、汗凶と

しても重要なる生業であるから、文部省常防 ｬ とるっても、全凶の建築工事分布 ｾｈ｣ 、技術

二千f分布の兄夫態を i 正確に l淵査せられて、技術者製11¥);"1前も泊 '1::; ，亡、統制せられるととを希 墜

するものである。

次に現，(i: の従事員 .&11ちIli 定工教育は 、多く 1t j : J : 事場の貰地 lと;仙て施工)/ 法 を指導せ られ 、

教育せられて居るものである。

土工 、 手俸の如き仕事の簡明なものは ， ｾ ＺＡｦ ｬ 亡 桁導 教育の必要もよ かく、 それぞ れ の 適性 に 従



って、現イJ:のやうな)，・法で訓練する時は 、性能のあるものは婦期間に熟練者 となるが、仕

事の種矧によって相常複雑な知識と訓練を必要とするものがある。 即 ち大工 、左官 、塗師、

タイル工 、煉瓦工にあっては 、小感校教育に於ける必礎知識を生かして技術を了解せしめ 、

且つ練習せしめる機関は是非あってほしい。

殊に現代科書喜文化の産み/ - 1- ¥す新しい施工ノJ 法 、新しい道具、機械の利害得失を 、時々習

得せしむる事は 、仕事に針する興味と熱とを H乎びさ交す事とも友 1) 、指導者 、I1故人、双方

の lilj r.. の資. となる であらうと思はh るn

3. 建築技術者養成としての精神教育

主n築技術者としての精神教fi 人格教ni こ到して丹々の特に要求したいものは 、建築左云

ふ、性' t'n: ( とれl生成は建築のみにドiHった事ではないかも知れないが〕複雑なる仕事で 、

多くの人々の協力に よって 、初めてよい結果をきたすものであるから 、相! 々 の仕事の能苦手

を家げる ｴｾ には 、 それぞれの専門の人々との問の具の協力 、即 ち肢もよく例々の能力を費

抑せしむるべき協調、協力の精品111 を函養せられたく望むものである。工事に封して常に熱

心なる研究心と共の脅↑貨とを有っととが必要である 。 袈 ｾｦｬￏ 家的友社撲な ｪ 宗務 、技術的な頑

Ilil 性lti 、共に施工者側の桁導者としては不必要たものである。のみならや、和! 人としても

との熱心な研究的態度ーによっては 、精神的支it 境も件らるべき特であると思ふ。

4. 教 育 者 の 態 度

精示111教育については昨夏の座談合に於ても 、買業家'fHl) 、取校側双ノJ ・から、種々の御意見

の川たも のであるが、要するに質業家伊UI ' L あって斯く斯くの徳性を桶養してほしい、と云

はれる事のすべては、身是枝似IJ にあってはその漏養に務めて居る筈であると云はれるのであ

った。初論それはさうあるべき筈である。近頃頻々として起る漬峨事件さへも、それはあ

くまでも教室以外の出来事であって、とれが人間としての他性であると是認せられてうkた

観念を教壊で否定せられた場合など、まづ注いであらうと思はれる。教室でか棋な事が起

つては i朗読事件をまつまでも友く罪に問はれるのである 。

しかも精神教育、人格教育の近時とみに、強調せらる L 所以の何虞に存するかは、よほ

ど悦電K 考へて見ねば解決の出来ぬ難問であらう。

例せば近時の青年は意志が弧問で 1'J. ぃ、忍、耐力がないと云って見た月I i で、 1I IJ を基礎とし 、

殺によむ較して、意志が弧問で・ないか、1 n J 程に沼、耐ブj の閥如して居るのか、叉何に影響せら

れてか L る性絡が生れうkったかの根本義にふれて見ねば 、人間教育、人絡教育の水質を決

定する事は H¥ぅkぬであらうと思はれる。

意志の制!内l忍loHブJ と云ふも 、皐境する l亡、あたえられた仕事に釘し、然も使刑者それ( ' 1

身l亡lむ較して賀行能力を云々するのではたいであらうか。

そもそも摩校教育の費支E を促進したものは、現代 Ilt 界の利尽き文化と前iT. 業の費述からで
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あった事は云ふまでも友い事であらろ 。 とれはやがて都市生活者のある主要都に製校卒業

の資格 を得る事 をもって 、生活の必須t条件とせねばたらぬ結果をきたしたと思ふ。とれに

伴って生じたものは受験難である 、受験難も只' f f ! VC製校教と志望者のパランスのとれぬと

7 4ふだけのものであった怒らば、教育の本義K さしたる影響も友いわけで 、むしろ競雫に

よって頭のよいものを撰び出す事は、よい事とせねば怒るまい。

然るに、現に蛍大阪府の如き中等感校の牧容力と志望者数のバランスは 、 とれて居らぬ

でもないのに年一年受験難の躍の大となるは 、墜校卒業のn 裕之云ふものが、生活の必須

ｦ 剣 ｉＱ ニにある所から、製閥被謹の保険 詮券主しての卒業誇 ｾｉｮｩｬｩ 件の段近道 と主主る察校に、盲目

的に殺倒するの j仁む主主きに到ったと 云つでも 、敢て過言では ないと思はれる。かかる一般

的友風潮から、と ｾｖｃ 一種の受験教育 型とも云 ふべきものを 醸成して来る。

との受験教育型 を内容的に見ると、一種の教権主義であって 、教材を奥えて被数育者自身

の生命活動を県富にするよりも先 t亡、教授者の教授技術によって 、受験に最も 都合のよい

型に被教育者の知的活動を作り k げねば主主らぬ事となる。 とれが現イ[ 都合地 l乞於ける埋葬校

教育によく見る所のものである。す主主はち被教育者の知的活動としての賀行能力が一斑の

教権服従以外に一段もふみ /1¥せなく脅trt づけられて行く絞である。とれが一歩賞品上手? にJ7;

而して如{iiJ 1 : 主るものとな るかは 、定!1' 象l亡難くないであらうと忠ふ。

して見れば精神教育、人格敬育の云民せられるのは 、決してf l感偏重たどによるのでは

なく、むしろ科書喜によって生命活動 を盟寓 K せらる べき JWをずl準教棋によって 、束縛せら

れて しまった所に 、質札合に常而しての賀行能力 を減殺したと去ふ1; ・が、??; って居るt . 去に

.' .l-.¥Ir.l: tl る。

しかも且創友教育者、特 ｖｃ ［ｊｾ礎と怒るべき小製校教育に於て 、 親切完工員一剣な教育者ーカ号 、

とれを自覚しつ L も、たほ教材の撰揮に 、教授技術の研究に、受験を目的とせねばならぬ

所に 、枇舎全般の反省を要するものが、あるとせねばならぬであらうと忠はれる。

結
圭五

回 . .  

要するに施工技術にもあれ、設計技術にもあれ1[1，1々 の知識と 云ふ ものは 、人組生存能力

から生じた有機韓としての仕事から紙生した部分品であるから、仕事の妖態、賞制. 舎の必

要を研究する事なしに、俳l々の知識のみを運用せしめ様とする事は 、大小雑多た機械の部

分品を得ぜあつめてういて むりやりある機械の胴樟にはめ込まうとする桜なもので、その機

械の蓮轄悶難に陥るのは? 古然の事であらう左思ふ。

2任者は現夜まで取り るKった '，;: ; /;i j者の教育方法について是非苦怒を論寸ちるのではない。明

治時代に於て '訴局者が、建築工業を護展せしむるために探られた教育プJ 台l ゃ);・法に釣して

は、寧ろ敬意を表するものである 。が今日も倫 'i;fi 時のプ'; -安|ーと 1;・法 とのみを踏襲して 、今日

の時代に適合せし むるととの努力が足らないととろがある貼に 、不満 を感すて: るのである 。



多少横道に 入る感あるが、吾園一世の大儒にし て賓際的君主経世家であった荻生但棟の犬

卒策に遣うる一節を輔記しよう 。

市11旭 ( 徳川家康〕の大道術は古今抜群なり 。 もとより 利I留の治療なれば 、薬のき L め甚

しく .. .. .... されど御代 々の執 攻 Ｑ ｦｴｾ 撃た る故、此 の大道 術に幣網を つくるととを知ら子 、

つよき風K 帆を十分に傘げて鏑を号 |かざるが如し 0 ・ - 御代々の御仕置、色々にかは

れども 、皆犬遁術の上民髄vc H艮をつけぎる故、よき ζ とも五分、十分。悪きととも五分、

十分。盆もたE く、損も放し。盆もたく損もたき内 K 、財界は次第に年よるによりて事克は

皆損にたる也。

とあるは 、始めのん.11 と方法とはよいものであったが、時代の護展 と主主化とを停閥する

ととなし K 、始 めの方針と方法 とのみを費達助長せしめたために 、次第K 矛盾を生じ 、時

代と遁切t J . ものでたくなったととを喝破したのである 。

菩々の建築工業教育界K 於ても 、か L る傾向あるととが感ぜられないであらろか。廷に

次のやうた疑問が生やるのである。

1、 再開の建築工業教育が 、果して確かな統計を) . J ，: 礎として現イ1:建築 r業界の荷要ーをぷi

査し 、之れに必要な技術者やI[ i 定工を養成してをるのか。

2、 再建築工業界が如何に殻展し、愛、化 してをるか 、祖株iAf I' L 云へはイIIJ んなに年よって

ゐるかを研究し、現杭如何友る技術を有す るものを 、.llt の中が要求してゐるかを 、常

時者が研究してをるか。

3、 現有の墜校教育が 『間 に合ふ人を造る』 ととを 、異匁IJ VC、果して考へてをるか。

イ ｉｉｊ れも活路者に劃しては ｾｉ ］ 鵡概まる質 疑で あるが 、 次の一事でも 不思 議でならない 。 ＮｦＡ ｦｬ

ち工業技術といふものは祭ＧＩＺＪｾぷ論でＭはない。その技術によって明日から直ちに物を巡らな

ければならぬのである 。然るに建築教育者の多くは 、一度も自らその人が教へつ L あるや

うな建築物を手にかけたととのない人のみである 。十年一日の如くに 、教育者は何時まで

も教育者であるとと友どは 、5任者の首肯 し粂ね る鈷でるる 。何故に、もっと賞地の絞験ある

ものを敬境に立しむるととがH¥来ないのか。 とれに は絞消上の問題や 、官<<j lJ 上の問題など

もあらうが 、必要なととは常路手f の決意の如何によりて I'I /"1'，ろ¥( たいととでは友いと信ぜら

れ る 。 ( 昭 手[¥12/' 1-:"4 川〕
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教 育 放 談

士

口 田宏;多

私の壊さ主. 時代K 於ける投入; の念願はー筒の建築家氏、そして川来るだけ優れた建築家に

ならうといふととで・あった。

大穆ＭＡｯｦＭのとき先頃物故された純育の建築家妻沼桁彦氏が東京 ｲ ｣Ｎ ＩＧｃｾｦ られ 、同 郷の抗野

先生の紹介の下に、ータ建築壊舎で講演されたのを聴いたととがあった。アメ リカ K 於け

る建築家の奇号々しい祉合的活動の話や、アメリカの一流の建築家一一度らく白木へ師られ

たかった妻沼さんは 。一等流の建築家。といふ言葉を月1ひてゐられたがーーは犬統領と 同

等の枇合的信望を持つてゐるといふやうなH市れやかた話を承て何か明るい希望を布(I え付 け

られる思ひがした。同時に岡境を越えた妻沼氏の活臨に釘して頒の下がるのを魔へ深い感

動を禁じ得なかった。 d 人間到 る蕗に青山ありグといふゃう友若 い夢が私の脳神 l亡去来し

た。一両首時私が窃かに最も軽侮してゐたのは職業的教育家で・あった。壊術研究者1'I 別と

して 、所調謬校の先生たるものには私は最も主主りた くないと 思つ?と。高等工業皐校の先生

になんて友るものかと堅く心K 拝てゐ? と私で・あった。

然るにで・す 。賞 ｋ 、 あ ｫ それなのに Ａ で・す 。 理 ｲ ｬｬ はともか く、現買に メ ト私は袴Ｚて私がｾｾ

も嫌悪した高等工業ｾｾ校の先生といふ模様も品質もパットしたいＱＭＱＧＱ合じみた者物を 附 けて

をります。そして 。建築と ffi l: 合 fI 1' I 私を目するに建築教" ff 家を以てし梁IJ へ。高等工業取絞

の建築教育 " ItC就て意見 を11-1-. けとの沿達して、す。誠に、グ人げん 'h じふねん、下天のうち

を くら ぶれば塁手まぼろ しの如く なり P とでも 巾しませろか。

然し乍 ら遊数年間の先生々活は私 を馳 てか教育 fI I'L到して若干開IIR待費させたととは事

責であります。夫故、私はノト教育の一つの根本的事項を概く簡軍 1'1:京枯 して立を来ぎ度い

と干千じます。

教育問題への啓蒙問n艮に就て私! 土特l乙稲井高T の創立校長であり先イl' 亡くなられた附媒

ifi 先生l乞負ふ屍が甚だ多いのであります。先生は時 l亡見る民挙熱烈U;;. 気Ii鬼 lてiJ iんだ工業教

育家でありました。

思ふに教育を論十るに?;f; ては υ 敦子? とは1"}ぞや U といふ命題 t乙迄遡ら友ければ' 肖・抜き で

あります。矧刀底入 I'L ｆｾｬ せば

教育は 心の問題ですぞ !

教育は魂の問題ですぞ !

教育は愛の1:¥1題ですぞ !
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と私は言ひ度ぃ。" God is Love" といふ本仔教の題円は、之を i直に 移して。教育は愛f J .

り。と申してい L と信じ ます。

薫陶といふ詞は教育に題するにてたへん良い詞で・あると思ふのですが、今日の早J校教育 l乙

果してどれだけ薫陶がイ了イEするでせ う?

教師と感生との聞の人間性の交感照陪を快〈盛、そとに本常の教育があり得ゃうか?

魂主魂とが慣れ合て火ι花 を殻する品昼、そとにとそ教育が存有するのではあるまいか。 然 ら

やば草怒 る教育的作業 K 過 ぎないと FIl して宜しからう 。斯椴友作業は7!?絡な りラヂォー なり

|決訴 訟りによってもっと正確にも っと能率的 に置き換へられ得るでせう。

されば教育に於て最も重要友のは d 人 P であります。

。教育は制度の問題I ' L ［ｊ ｉ ｾ やして人の問題怒り ｦＯｾ が私の敬育翻の根本思想であります 。

紛々たる1せの教育改革論も U 教育は何よりも人の問題 u であるといふととを忘れたなら

ばナ ンセンスです。私が今の穆校教育に大量生産され若くは企業摂営化された謬校教育に

封して抱く危慣は d 人間グが敬育から段々後退して行くととで・す。

之は前I ' L Fll した開先生がよく ') I用された訴ですが遊f ' ctrl 介してをきたい。明治初期の凶

札幌縫製校を開いたクラー ク先生は蹄閣に宮山、馬上ゆたかK 跨て " Boys be ambi t i ous '" 

の一語を訣別の僻と して感生に残して行たといふととで・す。

d 汝等志を倫べ ! f/ 援やかな馬蹄の響きに織り同された此の一語。若人はどんなに感激

に打傑へたと とであら う。想像するだに 、何か熱いものがとみあげてる! < : るのを感やるでは

ないか。一瞬間の本訴の教育はよく数百時間の講義に勝 るでは友いか。

師弟の魂之魂との博撃練ザ1J なくして、高杉、水戸、伊ji 祭、 111鯨等の明治の R 人群を松陰

先生はど うして産み得たであろう。

教育に就て私の言ひ度い似本以 1-.rc : . 佐きます。それで滋に建築教育の詳細，; 命K 入るとと

を省略します。問nRなる読者;行'i'f はとの先私が1I1J を言はん と欲してゐるかを既K 洞察され

るかも知れない。

終に、私はもう一度

。教育は魂の問題である ! f/ 

d 教育は人の問題である! グ

と絶叫 し、日つ此の機舎に建築教育者としての私の非才イミ1.
l

t¥を建築界ぷびi凡く満天下にゐ

詫び して をき度ぃ。( 昭和十二年四月〕
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米 岡 の 大 皐 に 於 け る 防 火 教 育

緒 言

.L.，. .  

目E 美 非軍

「園民防火」の躍を問いて以来巳K 歳久しく毎年所管大臣を初め犬家E 人が大童主なれ

問に束にラヂオに講演に防火宣俸のｾ努力されて居る結果、段々賓蹟の認められつ ｌ ある

事は誠に悦ぶ可き現象である。乍併之を一歩高き見地より世界的に視察する時は尚閤家と

して国民として賀行す可き幾多の大事が残されて居るやに思はれる。

従来屡々述べた通り我園は火災の橡防消防を通じて精神的には正に 世界に冠絶し、恐ら

く長上の好果を納めて居ると思はれる。けれ共一度眼を碑じて之を :FI壊的方市より探究す

る時は遺憾危がら一等閣として甚だ紐慌たらざるを得ゑい現妖にある。

自分の翻る鹿では今日倫園民の大多数lti 所講「火の用心」を除いては「火事は凡て消防

の仕事」左心得殆んど無関心で、あるかのやうに想はれる。 けれ共夫は大なる誤解である。

何となれば防火上橡防vc/記す可き考慮施設は共範問概めて汎〈枇舎の各プf 而vca り共事業

の量に於ても中々消防のみの力に因て解決する事は到底困難である。且つ恐らく巳 iて飽和l

朕態に達して居るであらう昆の消防に封し此上の重責を課する事は貰質上犬なる効果を納

め得ない事は明かであり 、慣令牧礎ありとするも夫が従来とは全く異った観念に基いたも

のでない限り非常な無駄がある事は担み得ない。即ち閤民防火の名ある所以で共主樟は飽

く迄も園民の一人々々であり決して消防嘗局のみの職責でもあり得たい。故に官民上下奉

って防火を再認識し共根本方針に就て検討を試み目つ断行する事は吾人の念務ではないか

と信十る。

敵米に於て E ngineering 或は Fi re Protecti on Engi neeri ng と栴へ特vc E ngin巴ermg た

る諾を附け加へて居る所叫は、恐らく現今の防火は共議防?とる在消防たる主に論主主く多分

の科接的考察を要 し、嘗事者は土木、化事、電気、機械等各般にE る智識を兵へて居る事

が必要となって来?とのではるるまいか。

互主に述べんとする米国の大事に於ける防火取育の概況は彼岡が如何に防火問題に草創で

あるか叉防火が祉舎の如何なる部門 と符接の開係を有するかに就ての概念を得るに足ると

考へられる 。今や吾閣に於ても 防火問題が壊界方閣のa 意を吉、き各種の積極的金書漸く共

絡に著かん とする折柄本稿が何笥J か参考の - s}J とも友れば手ご之に池ぐるものは危い。

教 育 の 栂 況
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1. ペンシルペーニ ア大事

N arton  School  of Fi nance &  Comncer ce の「保険料」に於て建築設計、危険物、防火

機器及共検査監理、防火思想、救護及保険料と危険物との開係にや1- て講義をしてゐる 。

修業期間半 ク年。

2. シラキユー ス大接

C っIl ege of Busi nes Admi ni st rat i on の「財物保険」及 「一般保険」の講座に於て一般防火

問題の講義をして居る。期間半 ク年。

3.  ノー スクヱスタ ーン大墜

School  of E ngi neeri ng vc 於て防火講座を設け上級生に開放して居る、期間半ク年。

4. l -'I、 y タ及カリフオ J レニヤ大串外三大接

森林火災の防禦及共機穏に付て講義をして居る。

5. ハー パ一 人 コ ンネ J レ、イリ ノイ 、 E シガン及ji i カリ フオ J レニア大患に於ては各科就

中建築設計、都ili 設計、換気、給水、材料工普及耐火構造科に於て防火問題に犬なる闘

心を持ち近く開講の模校である 。

6. l ゾリ外J r=. 記十五犬製

Georgi a School  of T 巴chonつlogy. Ohi o State Uni versi ty.  Okl ahoma A  &  M 

Col l ege.  Or egon State C っIl ege. Pennsi l vani a State Col l ege. A  &  M Col l eJ: e  

of Taxas.  Wes t  Vargi na Uni versi ty.  Uni versi t y of I l l inois. I owa State 

C oll ege.  Uni versi t y of Kansas.  Uni v巴rsi ty of Mar y  l and.  U  n  i  versi ty of 

恥1i chi gan. Mi chi gan State C 01l ege.  U  ni versi ty of Mi nnesot a.  Ext ensi on 

Di vi son， E ngineeri ng Col l ege， Pepar t ment  of Vocat i nal  on Industri al  Educat i on.  

の捨蛍とし、過去三十年に E り毎年三 日間谷川|の重要都市に於て講習合を開催し各地方・

消防士の教育指導に古って居る、此講習舎には消防士以外の者も参加する事が! 日米るけ

れ共之等iVC針しては大墜として修業詩烹ーは附，l j ( ! . せぬ規定である。

7. カリフオルニヤ、 E シカ。ン、 スタンフ ォード、 シラキユ ー ス大事及び テキサス 、 アク‘

リカ J レチユラ J レ、 エン ド、メカニカ J レ、カレデ。

民t合奉仕事業の一部 として 防火講座を設け修業年限をー ク年と定め 、正科終了後更に 三

ク月間地方消防障に於て貫習を行はしめ 、共修了者に卒業詮書、を、授興する事と友って

居る。

:1i の内シラキユース った墜にては別vc Publ i c Admi ni st rat i on の能市として何年七日間

を制き公衆防火の属活動して居る。

以上米園の大壊に於て防火教育に附係を有γ 芯 もの L 綿数は賞に数十の多きに達し今

後金々増加せんとする駅況であ る。乍併之等は共修業年| 浪も短〈従って教育の内海K 就

ても徹底 を期す る事は困難 と思はれるが、l eVC掲ぐ るシ b ゴ市のアーマ一 、 インスチチ
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九一ト 、 才Ｏ 、 テ クノ円 ジ ー は明白Ｚ今門 ω 防火 ｫｾｻ むあってＮｊ ｾ ，Ｚ (iJ Iラ，'LH II 匂は えにみ』? と

すろ iこjι ろペ I うに J? ヘろの

R.  " ーマ一 、 インスチチコ ート、オプ、 テ クノロデ ー

本人［皐は ｬｒＹＲＢＧ ｲＧＭシカゴの為Ｎ豪アーマー ｬＢ｜［ の寄贈により創設せられ、 ｊｾ 円的とする凪は

貧富をイミ問枇舎の各階級の青年K 各種の科接的教育を施さんとするものであって、最初

に機械科及電気科を設け 1889年 Art Insti tute of C hi cago との合併K より建築科を、

ｬｒＹＹ ｾ 手にはゴ ー 木科を、 ＱＹＰＱ 年にはイヒ思料を、 ＱＹＰ ＺＱ年ｉＧｌ ｴｴ￬ 防火科を、 ｪ 最後に ＱＹ ｉＱ Ｇｦ ーには ｊＢ

業技術科をＨ後 ＱＹＲＳ 年此利仕慶 Ｑ Ｑ ーされた〕設け和 ｉｾ しも修業年ｼ拠を ｐｌｉ 少年とし今Ｎ ｟ 業生は取

:L- 蹴 (Bachel or of Sci ence) を郁へる事が11' ，氷る。

! 幼火手l l ti 前述の如く 1903年の創設であるが今日迄 l乙巳に 三行三 Hi の卒業生を 11' ，し、

防火界及保険界等制:舎の各方聞に! ヨ醒しき活躍をして府る、キ:1長 は 現。: Prof. ] oseph 

Bernard Fi nnegan である が同教授は 年齢五十問 、五歳の一見験者風紅海厚な非常に親

切な人で符年訪問 の際問f専七の開放的 友懇切 f 寧な説明娠りは向分として誠l亡印象深い

ものがある 。

本科に於ては建築、火災保険及消防の各1;"r訂より槻た防火のが1感了ー務的研究を目的主

し共研究 lti 理論と貰際に基づき概めて積械的一日つ貫質的である。

本 ｦ ｬ Ｍ ｉＧｌは何年ー二十五名即ち全壊ｾを通じて百名の貸費生制度があって共費 ｦ ｬｊは火災保

険合品1:の負挽となり 、何年中央諸州の希望者より j最模許可せられる事となって肘る。

科 目

全課程を十六期に分ち左記により講義及貰脅をれって T，，; 7.>。

第 1、第 2 期 建 築、給配水及消火機探。

第 3、第 4 期 給水、粍便泊、火器ノ試験及検査。

t( c  5、第 6 期 スプ リンクラー及新規考案の消火機器0

!:l) 7、第 8 期 建築及共設備と火災保険の開係。

第 9 期 木工場、火工場. 繊維工場、劇場、製作工場、セ J レロイド工場、化事工場、製

築工場、ペンキ類工場、穀物蓮般用昇降機、車庫、製靴工場、染工場、洗擢工場、冷蔵

庫等l乙閥す Z 防火的考察と施設。

-;:(C10、11期 危険性物質の最新利取的分析及火災保険料の) 1: 定法。

就中相1- ，的危険物l乙除lする保険料率制定の原理法構成法 VC1・l ては JI : C も重きを世いてゐ

る。

引12、おiC13期 火災保険の庁長. 史、火| 漁保険業の終"I'fLf的視察、火災f剥漁と法胤及徴税、火

v  1 2  
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抗14&第 15期 地|両I( 火保1m及報 iIt 舎の研究、保険料率A'i Jjj IL附する研究。

百'n6朗 建築物の構造 、1

I付帯設備& 包穀物削制する 現地偵祭。但 しれ製生は Jは11度詳細i

なる報: 寺舎を提/-uす る事にたって ゐ る。

以上前後十六期で凹 ナ年の諜陀を終了する事 lとなって居るが本製の貫験設備は火 災保険

協合F付属研究所iスj に設け てあって 、同研究所の設備 を粂用せるもの或は特に設備せる もの

がある 、而 してA :niJ 火試験・設備、水11思設備、 一般試験設備 、修統工場等規模の3巨大にして

内告の徹底して府 る棋は貫 l乙驚歎ミ失望の宅 1) で例 へば共耐火試験設備 を傍翻す るに。

約二百時のJ 1 - 長さ をの- する建物の内部に扉、 シャツ』一 、サッシユ 1O)，{ x  12)'{ 迄のfl??かを

牧本し得る焔 を設け均年の削伺の扉は J j ; 目的 ILi Wじて向 III IC取換へる事がN1うkるやろ に主主 っ

て府る。

屋根瓦の部に於て 11 八吋・f {J の試験必 を設け瓦の間隔距離等目的に準じて各種の試験を行

ふ事が可能で ある。此試験 lと於て一時間五十II 'H迄所要の風速を保ちつ L 之を行ひ共訊験を

して質質的たらしめて府る如き Ir;l: i  Ｑ Ｚ 目に ＱｾＧＨ する 。

建築鋼材及共被覆( コンクリート 〉の試験の 10特設された摘は長 さ十J i l只迄の材料 の試験

に遁し試験中は水 ｾｉｃ よ ＱＩ 二百五十 噸迄 の重 ｪ ｊ Ｈ 鋼材 の支 持力 〉を ｽ ｊｉｬ へ 作る如く設備し であ

る。

令I l li 、 シャツタ 一、 窓枠( 但し 6 呪 x 8呪迄〕網入備一了- 、平板硝子、タイ J レ、 プラス主

Ｍｊｾ 他ｼ 凸 ｪ 一 種領 の各荏材料及 ｩｾ ｦｦ 火 床 材料試験の嬬数 ＱＱＱ ， ｝ の Ｑ￭｛ ｬｬｬｊｊ 蝿が設けで ある 。

結 言

要之 う ｉｴ凶 ｉＢ ｃ Ａｩ ぞ ける各大感共 他 の数 育科目 を通覧するに 之等［を建築、 ｦ 別後ＦｩＱ ｾｉｖｪ の三部 ｋ

大別する事が1-11うk る。即 ち一間の火災防止と以・も街接のj # rl係 をイ1ーするものは建築閥係 、保

険 ｉｾ ｍｦ 系Ｆ消防ｪＣｲ ｬ 係 の 三 者である事が 判 る。

火災 の釘 照が建築と共内本で ある 限り建築白臨及 ｊｾｬｬｪｈ｜ Ｇ ｮ 者設備の完否が防火 ι 主大なる

iJE響 を及ぼすに何の不，也議があらう 。

辿築f f i . 諸設備を完全にして火災損害を減少せしむる事は火災保険業向悼の生きる所以で

あり 、 之が符及登達を計る事は保険舎 ｉ ｬ ｴ上の ｴ ［［［ 然 保る可き注でなければならぬ 。 巳 ｉｃ 業 礎 ｾ ＮＧｬ ｜

l占!と なり 、利盆士曾人ーすれば共一部を対反して諸設備の建設及改良 l亡資する事を伴 、共結' *

損害は盆々減少 され利生 ｉ ｲ［ｬＺ榊ＩＨし料率は 低下 され契 約 は 首然的加 さ れ る 。 ｾｉｌｾ￯ 利するもの

は保険舎枇で-ib り被f尉験者であり凶家であると同時にs - ld< I 1 C 於ける防火施設作&1 : の重大

なる障問たる責. 金の出所 i乞付て合説明快なる解決を典へる源泉でもるる。

ii 止後vc ｩｪｾ 防と防火の附係は今夏論やる迄もたい 。

之 l乙怯|て之を翻る vcIW;.!U: 建築保険及消防の立場/r;l: l l J L: 同一で' i 1L[!' 千樹布n生存のj#rl係に あ

り，:n Mれを快いても 一同防火のf住金怠る護達Ir;l: 期し得られたい。即 ち前; A の) i J j - 謂「火事/1

ｩｪｾｩ 防」の概念は共根本に於て大なる誤謬のある事が ｬｩｦｪ 山と怠った棋に忠ふ 。 昭和十 二年三月
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工 業 墜 被 の 建 築 教 育

( 主 と し て 皐 校 と 枇 曾 の 関 係 に 就 い て 〉

中野 ＩＱ 原子大 ｎｾ

目 次

!. 序 ( 宰校之社舎の調和〉

2. 工業謬校の所在さ卒業生の人数

3 卒業生就職先の状態

4. 入事者の同的之進路

5. 現場資習の取扱ぴ

6. 製圏 、賢官及撃科同の程皮

7 結語

l. 序 ( 皐 校 と 枇 曾 の 調 和 )

現 A

る。是2笥等t存: の墜校から年々 t途塗り川されるととろの主封建! ! ; 築半業生の1数汝は綿数約 l“60ωO人陪であつ

て 、 との新学業生が毎年 Ｓ 月 末凶 ｬ 亡は 仙 の大曜 とか商工の建築料 Ｎ ｾ 三業生 と ＺＺｊ ｾｉＧｃ、各方面建

築防l係のi Ii土舎に向って就職して行くのである。

母校て・受けたととろの 3 ク年j う至 5 ク年( 特別に 6 ク年制の墜校もある 〕の建築教育を基

礎にして、就職して行くとと るの工業製校卒業生が枇舎に! 日てからどんな JoJll'Cj sんてゐる

か、即ち建築の質業K 従事して J，li る工業率校建築f l.H'，身者は、起: 築技術家としてど んた y状

態にあるかと云ふととは謬校にとっても叉枇舎の聞からみても縄めて重要なととでは無い

かと忠はt l . る。

之を成く考へれば大堅から高工、工業製校と約2000人 民近い一新卒業生を注 り出しつ L あ

る主 ｾ 築教育機閥と 、之守 ［卒業生を 的化しつ ｌ ある主 ζ ろの 建築 の質 ｊￎｩ ｴ ＭＦ との 問 ｬ 亡 は如何な

る辿絡がとれてゐるかと 云ふ ζ とであっ て、手書;校と l仕舎のiおi手11が非常に 大切なとと になる

とJι ふのである。

ｻ中 ｾｦ ｦＮ｟ ｲ 業謬 校

現イ1: 日本の主主築敬育は( 専門与さ校

l大 感

( 1正ー業事校令にイ次 ろ〉

( 専門懇校令にイたる 〉

( 大祭令に依る〉

以上三種 の墜校 及大墜Il : 設けられた砧築f H亡於て取倣はれてゐる のであ るが 、夫々の製

校 bえったF裂に依って 、特 徴のある敬n )J.il を樹て 、調自の卒業生を養成してゐるのであ. る。

従って製校及大型の建築教育な るものは互に立場を異にして混同せざるは初論のとと 、

谷々の設立主旨に即して適切有功たる教育;ケ法を以て進ま友ければたらたEいのは蛍然のと

とて..cb る。
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111 りにも 別種感校の教育法を模倣するが如きととは避けなければならないのであって 、

同時に枇舎に ＱＱＱ｝ つでも各車校の教育Ｉ Ｉ 安ｼが ￬￭Ｇ ￬ 化されて Ｑ Ａｬ ｾｊｬｬｬ の生じない政 ｬ 亡 、夫々の教育的

立場が明かであり』一向 111で無ければ友らないと 足、ふ。

之をｪ｛ ｩ 止舎の 側 ｬ 亡 就いて Ｎｌ ｾ へば 、 Ｉ，ｽ警の建築教育を交けた手 ＿ と、高等専 門 製校建築科卒業

生ＩｪＨ工業率校 ｬ 亡於ける件程 ￭ｩｾｈ 交の建築さ手業生の夫々が従事して進むべき建築の賀業 界 Ｑ Ｂ｛ 於

ては、卒業生が串校で:受けて米たととろの基礎往築教育の内本に即した就職J i X 故ひが行は

れるととが52ましいととであって、学業生がi [ i 上合I ' L 1-11てから受ける Jr)(: ! 1立ひと 、感校が卒業

生を送 り11¥す立場との1l¥11 ' L 有機的危調和、 無駄 のJ!!t い連絡が必要である と忠、ふのである 。

之は躍に建築にのみ Ｑ ＾ 民った ｭＱ 題で Ｑ Ｇￌ Ｑ Ａ Ａ ｾ いと 忠 ふが 、品 ｴ 舎 ｊ 伏勢と感校教育 と の調革 ＱＱ が有機

￭ ＢｾＱ 亡迂 ｴ んでゐると 云ふ とと ｬ 也 、 事校の Ｑｾｾ めにも ｊ ￎￛＺ舎進 ［ＱＷ の潟めにも非常に大 切 な とと であ

るにも不+1，)貰献はさう出Il 想的に行かない様である。 例 へば祉舎に於ける評例外の傾向IL従

って念激K 感校王手業生の要求が土曾して来ると 、一時に製校増設の必要がH日へられると云ふ

校友駅態が生やる。斯くの如き場合l亡は卒業生の就職先も与さ校の教育に即して適切とるえ，"

耐に向けるととが! 日米易く怠るのである。 ところが数年も経たぬ 中に今度は反主Jの現象で

JIi J : 合の不呆気に見舞はれて、折角優秀吉主卒業生を養成しでも僅かに 1/3 位ひの杭l肢もさせ

るととが出来友いと去った様なH犬態にも汗;聞するのである 。斯様な場合には大手書とか布、門

壊校或は工業島県校の種1J i 笥ーの|高別が就職上絵り重要視され友くたってうKるもので増して樫

校の教育 Ｚ［ ｽ｝ＢＱＱ や内 ｾ ｩｴＺ等が 問 題になら友いのは蛍 然 である。

即 ちとん危時代に於ては 如何に製校の教育が整然と して合理的 な教育法をわーってみた と

とろで 、 Ｇ ｾ ｴ￬ 分のｼ間は品 ｼ 色合の要求 如何 ｖｃＱ￴ ｩ されて卒業生を送り ｉ ｈ さなければ左らない松左

中山県ーとなるのである。

前の場合は感校教育が枇舎を リー ドしてゐる棋に考へられ、後者の場合は j文111亡札舎が

ｾｾ校教育をリ ー ドする傾 向 を示すものであって 、 何れにしても事校教育と組合のｊｪＩￇ態とが

有機的に調和 ｬ してゐる 献 態て‘は ＱＡＡｾ いのでＭあるから 、 製校主枇舎の防 Ａ 係に就いて ｩ ＮｊＺｾすべき

重要注場合であると忠、ふ。

f: ;Aの如 く建築教育は卒業生の去さられる建築質業界との附係l乙就いて充分考へなければ

ならぬと同時K 、尚他K 号待校外の傑件として取故ふべきととは二、三ある と思ふ。

工業主製校の建築教育を 中心として 、考慮すべき著書校の外からの保件 を謬校l亡到する ii tl:合

服勢 と云ふ とと にすれば、少くとも次の様な項 1= 1 が奉げられるのである。

@ 教育制度か ら* る 工業 製J怯の位置

@ 卒業生の朕態

@ 入率者の傾向

@教育上品土舎か ら受ける按JJ) J

以上 の 如き 工業製 校 の 建 築敬予言 が 外 か ら交ける と とろの 泌 製 ｾ ｴ ＧｊＮＮ り 要 。 求 な り を 充分に 考崇
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〈昭和 11年 3 J1 卒業の者〉
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校

一 一一「

L 亭藍 (， o' }..) '" . 矛主l' n r)

. - " -、 . .  ーー『ーーーーーー，、ーーーーーー-、

=- - i ー キ f

f.!J.. 後 手 主 役 4主 及

ili上舎 に向つで も充分κ

J 事エ- t -王lft解消化 されるととが

大切 である。

以上の様た考へから

以下敷項に分けて資料

2. 工業翠校の所

在記卒業生の

人数

と共K!' .l: l 見を述べてみ

たい と思ふ。

参考資料として全閣

K 於ける建築卒業生が

毎年如何 なる人数 と害'J

必: るc! Ｚ［Ｚ ｾ Ｍ ｴ 位置 ｈ

h 図工業学校司令布均五 '1--

ＱＮｾｊ［ＭＹＺＭｴ 株 ｌ

甲平量

合を 以 て 杜舎に ，'i J る

か、叉共等の製校が如
4  ，ｾ＠

・Cp何 友る位置に所在する

h

f

 

ものであるかを暴げ て

グ

みれば別表の通りであ

( 尤も 之は本年の

統計資料であるから jl守

と考へられる〕。

ぅkは多少盟、イヒするもの

る。

/  
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専 門 学 フ敗

ＮｬｴＺｾ＠ f h t 足1 t i  

車 門 寺 牧 町 在 地

f  

。
グ

上闘に依って全闘の建築科卒業生教を兆較するに

工業接校卒業生

32 

専門拳校

5  

大 ヰ

.lt隷 't 書F主唱え S

大マ't- r' IJ(i_也

〆

， 

大若島

3  

の古IJ 合を示し質に工業製校は全惜の 4/ 5 K 相賞する数を占めるととに主主るのである。同示

の如き上じ例 を以て直に卒業生磁淵l庭先の割合を断定するととは 出るkP J : いが、質際に於て斯く

の如 く多数の工業製校卒業生が建築の貰業界に去さり出されてゐるので遣うるか ら、 共雨上舎的

取悦ひ 如何の結果も相嘗重要のととである。

ヨたに謬校の所ィ自: を示す朕態であるが図示の如く大撃は拾んど東京に集中し西部として点

都にーナ所ある許りであって高 't{#J: 門感校は各地の主要なる都i l'i K 配置されてはゐるもの

人 工業製校に上じ較すれは温かに者11市的であるととが明かである 。工業製校は全岡至る所

に配布されて居ってとの紡は買に地力- 的で- ある と思ふ。大穆ゃ専門製校が都i li の建築を研

究するに便利であるのに到して、工業手書校は地) f 地んーの事li !j' に民Il した建築学業生を養成す

るととが好都合の肢に放ってゐるととが明瞭で・ある。

J長近に於ける工業撃校.̂ f . 業生の腕l峨傾向 は次第に大都 市K W

る犠にたってゐるが、之は大なる建築企業が主と して大都 rl i K

本底を置いて行はれる閥係とからではある として も、工業身長校

配置の状態から考 h ると幾分盤に感ぜられるととろでもある 。

斯 くの如き現象のfJl二l担は、別主して工業製校が地 ) i 的に活用さ

れ内る様になってゐる以とは 、各々の製l交がJWイ1:するととろ の

1'1 v  



ふ、。

地んー色を取入れた教育) f 針が考l色される必要があるととは蛍然でなければ怒ら友い主恩

倫叉卒業生の就職に就いても各地方夫々との調和を考へて共土地ｾｃＩｪぞける建築業の護展

|乙資するの覚悟が先づ必要となる詳である。傾向として大都市の建築企業家の地方的進/1¥

がまユく左るととは認めるが、共中にあっても街地β' I ' C 於ける建築技術家のイIj lび作る色余地は

充分にあるのでは ￸Ａｾ いだらうか。

三欠項に於て卒業 生就職の献況をみれば都市と地ノケの除l係lがー} 吾明瞭1' Ci " J : ると思ふ。

3. 卒 業 生 就 職 の 獄 態

工業務校建築の卒業生が就峨してゐる朕態を調査するととは最も重要友 ζ とであって、

之は各λ，. ，前に及んで研究す る必要があるのである。

先項にたEべた如く工業 務i肢の所イ1:が地) f 的である以上各地の朕態 l乙就いて統計的な背中:1

が必要で、あるが、之は也も! 椅難友病めに主として首rlili の一例を示し共他の場合を想像して

みたいと忠ふ。

第ーに都市工業製校の過去に於ける卒業生が如何友るみ・聞に就職してゐるかの献態をき誌

知する矯め l亡、一例として次表を傘げてみる。

大阪市内J f 工業製校建築科学業生就職蹴態

( イ〉

く口〉

( ハ〉

( =- )  

( ホ〉

ＨｾＩ＠

Ｔτ 克ｾ ( ト〉

言青主主舎祉に勤務する者・・ …… ・… … ・・ … .. .約 27. 5%

設計事務所 !/ .. ....・ H ・.. ..・ H ・...・.. ... 11 16.5 %  

修繕方面

官臆方面

d

F

M

P

 

4

2

 

M

W

M

V

 

H

H

H

H

 

自主筆にて設計及詩主主ゃなす者…・・一 .......11 12 %  

材料商某他建築制係・・ ・…・……-・… ……… ・・・'1 4. 5% 

其他建築以外及無職等… ……- ……. . …・・ '1 13. 5% 

1: 1えに依れば、 i請負州市の仕事l乙従事する手そが肢も多く、次は設計事務所ノケ商となって

ゐるが、設計事務所の中には了ー事を請負ふととろもあるので、質 ｉｾ ｉＧｃ於てはもっ之 ρｩｬｉ 負ＱＣ Ｑ

係の者が多くなってゐて、 ( ト〉の部分を除けば卒業生の '1と敢は請負 )J 捕の仕事に従事して

ゐるものとみて長支へ ｊＡｬｾ い械である 。

との統計を以て j白CI ' C 他を推祭するととは甚だ不確貫ではあるが都市の職工具製校とか地 1:/

の工業率校に於ては設計- 事務所や営繕方面の割合が少くたって自管と請負の方が大部分k

i " J : るのでは無いかと思ふのである 。

ラ 欠 ｋ 方面を盤へて大Ａ日互に於ける建築開係の主主主る業界及宵鹿等ｉＧｃ ， 就き調査してみｾｉＧｃ以

下大要の比較闘が得られる。

( 本表は特に大略とし名郁も秘すとと K した)
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ユ長言者気合祉の一例 某建築設計事務所の一切l 来官鹿主主築課の一例 某官鹿毛筆繕工事部の一例

約70% 約4c8% 約ω %

上表vc f : 去ってぶされるととは工業製校半業生が如何怠る方聞に於ても多数を占めてゐる

ととであって特に 工事施工K 附する )f 聞は大多数が工業製枝川身者であるととである 。

之はて事施工の! 監' 符及び常事者が、1 t t も j盗常たる仕事である事を示すととにもたるので

あっ て、との場li が工業期校の数料 IJ とか賀子1とかに大たる防! 係を有する事VCi 主意すべきで

あると辺、ふ。

手ムの調査せる範悶で、は Jl 主近の{ 事i li 'J としてA11j負合Jii .上) f 面に就峨する者の約9u%迄は現場勤

務を命ぜられてゐるととからも誰明出来る重要t;r. る特徴であって 、粧舎の要求が工業務校

卒業生の如何なる能力に重きを世いてゐるがを示すととにもなると忠ふのである。

併し以上は郡山ーに』ぞける工業態校卒業生及勤務先の駅態であって 、之 を地) ] ・の場合に就

いて考へたらど うであらうか。

即ち牛業生教の宵1) 合からみれば大都市のill 築賀業界に示された割合よりも活かに多数の

者が向他のみー而に於て活動してゐるととが想像出来る筈である 。

地方・の工業製校を半業せる者にし て大都i li の，] : たる建築業界に就峨せたい場合はどう怠

るかと云ふととであるが、とれ等の者は各地ノb・1え小者Ildi l- C 於ける請負業及大都市内に於け

る小請負業に就職して、主に木造

建築とか共他の小さな建築工事に

従事するのが普通であって斯校友

ーや業生教は非常に多いものと考へ

てよい。

との製li を減る背中，1 として大信Ildi

の新築建築物を構造別に比較した

延時教の割合を示してみるならば

ti 表の如く木造建築の並は賀に多

いのである 。

向建築閥係の職工人数の統計か

らみて 、木造 VCI#Jする大了J ( i 史人の

多いと とから も想像して 、 日本の

A 表・大阪市新築i主物の構造別延坪比例

( 昭和3年→昭和5年の調べ〉

柑 lt 豪 州 柊 位 刊 ・

ａｾ 骨似 Ｔ Ｉ，耳 ｴｾ 巨摩相 ｈ

'1 .r・" 0

ＭｍＮ例代 ｾＮｯ ｬ '/0  

ｂ 表・点点 ､ｪｬ 司 ｉ 二兆伊ｾ ( 昭和3年→昭和5年調査フ

ポ1. 攻守. 6&' S' /.  

組 喝 f 時議 J' 0;.  

; ] ，遺骨H 0 04. 

註 本 表/1 日; 本土木建築諸J { ;業聯合舎編「我閣の士

木建築事業」 よリ得1: る資料であ る。
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( 昭和 4 年 6 . M調査〉建知読了Ｎ人数の比ｾｾ交

金位i l i J J l

図組叫fl

現状に於ては賞K 木造閥係の建

品

築技術が成く行はれてゐるもの

蹴 ｾ ｾ ｑ

ｏ 工 人 ｏ ｾ

阻止
組M I1ililWl

であると とが理解 出来る次第で

ある。 従って工業製校学業生が

石工屋根工塗工餓筋工左 官大 工

東

京

市

及

附

近

木造に閥する建築技術 を充分に

2  良良氏
管得すべき必要も生十るのであ

_i_ .! 

J ，。崎人

i  

との事は地H K於ける工

業務校学業生の就職先に於ける

って 、

本表 ＱＱ 佐野利器氏ｾ井真雄民共著 「建 築 ｊ Ｇ ドよリ奔借

ゼる資料である。

註

猷態とし て特Ki 主意すべき問題

( 右表参照〉であると忠ふ。

三 点 ｾｋ ＮｊＺＺＮ表の示す如く大 ｊＺｊ｛￬ 注入の多いととから、大者 ｛ Ｑ リ ｩ の 小木造住 築は殆ど ー た工のみにて

施工及監傍しつつある現朕を想像出来るのであるが斯く如き小言! ? 負業界が次第に減少して

T 業感校宇業生の自営者がえ工J[i 主人 を使用し て小木造主主築の工事riJi 負をなす様K r . r りつつ

ある事も事貫であるから、終合l i K於ける昔[l rI 'J " の木造住築li 包工ポー」え一般の小請負業者は、扶:

第に工業製校卒業生に依って代るであらう事も行けると ｽｊＮ｜ ｾ、 。

入畢者の目標記 進路4.  

工業製校の 所イ Ｑ Ｚ する イ附 ｱ 二に依 って 建築 ｾ ｾ ｉ ・入 率者の ｛ ＭＱ的 が一様で・ 無い のは ＿［ｴ 然 であるが人Ｍ

慨に於て入製者の M的は次の様に分けられ る。

中等工業事校の教育た受けて建築業界に就職し給料生活か伶んさする者。

法築教育た受げて自家の Ｓ 青主主業 ｾｦ也 の 自主きた引総ぐ者 Ｈ 小誇 ｍｊ 権者の子弟にある 〉

更に上級の接校に入率する者。( 資格た得んさするもの〉

! l ! - に中等程度の教育ら受げる国 的であって卒業後も自家に引止 る者。 ( 地 方の毒性校にある 〉

B  

C  

A  

D  

上 j卓の中で A 、B 、l亡去す者が多 いのは首然の ととで あって、 C 、は少く D 、の如きは

者 ｛Ｑ 合に於ては絶柑 ｉ｣ｊ ＡＡｾ いが 地 ｈ ｴ｣ 依つては謬校に ｦｩ する認識不足から相 岱 にあるのでは

Ｎ Ｑｮｾ いかと， ｩ 』、 ｬ ｴ￬ｨ る 。

下表は現イ Ｑ Ｚ 工業製校のえＱＥ築ｦｉ Ｎ Ｑ｛Ｎ イ ｴＩｾＮｾする者 ｬ ζ 就いで， ｊ｜ｪ べた家佐の 峨 業 別調 沓であって 、

人:1以，[1内の例であるから全般を推す首料

には友らないが、入串者の 1-1棋を9.:11るー・

例として奉げてみる。

上表の結泉氏依れば建築業を自営する

者と建築閥係の商業を営む者の子弟が併

せて99人の44% となり約半数を占めると

とにたるのでるって 、将来自家の業を地

家 庭 の 職 業 名 | 生 徒 数 | 比 例 %

て士木、建築諸民業〈自笹川 68人 2ヲ6

2  一般給料生活者 42人 18.3  

3  小賀商人 4 0人 17.4 

4  建築闘係材料商等 31 人 13.4 

5  建 築舎枇勤務 21 人 9. 1  

6  
，回ｾ＠

支 17人 7.4 

7  無職共イ也 11 人 4.8 
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ぐ可能性の;多い者が' (と分も入ヰ4してゐると去ふととである 。

斯くの如き傾向があるとすれば下業J事校の建築教育 Ir . l : 叩危る技術教育I ' L 11-. るのみ友らや

進んで抗告 ｌ 能力の養成とか企業に必要なる頭脳の働きんも 引ＯＱ Ｇ ， す段な利 ｾ ｊ が 必要になるの

では現 在いかと忠ふ 。 即 ち常識教育の範問をＡ災〈取入れるが 如 き必要も生じてろｾると ι υ 、の

であって 、 との型 ｾￎｬ ｲＮｬＺ墜科 目の棋搾上 ｩｊＺＺＢ ＰＺすべきととろである 。

5. 現場賓習の取扱ひ陀靴 て

えＱｬ築の教育を受ける生徒及 Ｑ 警生が見取とか現業質 ｾＱ の Ｑ Ｑ 的 で 、 五不 休 業を矛 Ｑｊｊ ｩｊ しての現

場貰習を行ふ習trt は以前から相抗感んなものであるが、之は生徒の質脅や見製の目的以外

I'L ｬｪｾ 校と市ＱＺ合 と が宜官生を通じて連絡するととろの動機となるもので効県のある教育的取

悦ひの一つであるはタJ; 論の事昭校が品|-fすから受ける教i 1 トーの按IJhとして最要完工事である。

努kl 'L郡山ーの建築現場l亡OC; l i い地)J ーの取校から* る. f ( . にとっては 、誠に ｾ ｉ 三きた取 ＱＺ ｜Ｑ を受ける

械なもので是非共必要のととでは無いか主忠ふ。

併 し乍らー商に於て考へられる快型 ｾｩ としては

A  食習生存受げる現場ーなリ事務所 の 仕事 一 ｬ 二Ａ こ多少 の 文降 が 組 ろ こ ｾｯ

R  見撃すベラ現場の数 l-r 一般に少いこさ。

C  貸習中に鈎 ｾｦｦｩ すベ告方法 がわ か らね 匁めに幾 分 時 ｲｗｴ ， 不終演に消ＱＧｴＮするこさ。

D  未完成 の 者 ド 世の中に封し て 卒可湿 の 常識た ｱｾｆ てノ ｬ 、オ ｬ 二傾く ､ 置 が ある。

守 の幾分現場貫予＿に ｦ ｾ ｬ Ｇ ふ支附も生ゃるから 、 男材交の教 Ｑι￮ 析は折角千 ｩ 似 Ａ なるべき夏の貫習を

充分に検討して教育の延長を現場 ｋ 求める校 ｦ ｴＺ ｩ ｬ Ｚ 芯ーするＺ必要があるのでは古 Ａ ｾいだらうか 。

i;.H交を卒業した許りの者lま質際のill 築に 、政ぐ役l [ っと云ふ校なととは li ｜ ろ ｾない のであ

るから 、少しでも建築の貫際を!殺る機合を作らなければならないのであって ζ の IJ 的 を以

て質脅I ' L If' j  J 、ととが誌も大切である 。同時に1警松としては、質予? 生を依頼すべき先々に到

して充分の連絡をとって世く必要があると J芯ふのである 。

ｊＴｊ 合 ｾｌ 依つては生徒の成総や製Ａ品能力勺Ｚの ￱ ＮＺｦＺＧ Ｑ をも ｉｾ ， ｴ して現場ーの殴 ｬ 子手 ￝ ｉＧｌ質科生のま ｉｾ 解

を深めて貰ふと共に 、 との機合に貫計 三 ＱＺＮ が ｊｉ 年来 ｾｮＱＱＱｊ な るん・ 聞に Ｑ｛ＧＩ くかの ｩ 菌性検査 匂 ［がｾ 1: ひ

得らるるならば、賞 ｬ 乙千 ｪ 玄 ｉ ｊ な教育斜 ｊｾ ーがあると 迎、 ふ 。 伊 ｝ Ｑ ｪ ＺＮ の賃料生 ｊ ｲ ｊｬＮ倣ひ ｬ 亡 於て感じ てゐ

るととがあるが 、 質管 と就職とは全然日 ｉｊ の ととである事が取 校 、 及 び賞特 先 の ｉｗｉ によく ｊ ｉｾ Ｎ 併

されでゐる事が好ましいのであって貫押を治すととに友ると忠ふ。

又一ノケ法と しては貫材先き の成争点が宇業成績の一部分と して取 k げ得られる様なととに

なるか或は貫習先から賞科詮明ヲ? でも貰って牢業の際に於ける大切なn 怖となる棋にする

ならば現場責習は夏季の休業I ' L ｉｬｬｾ るととは ｊｦｴｾ く 、 相 ＷＷｩ 期 Ｑｭ の正課時間を以ってしでも ｪ たし

てk 支へ無い程効果があるだらう と忠ふ。

との弘! ーに就いては種々と桁導を願い度いととろである 。

6. 製園、寅習及皐科目の程度巴範闇

2 1  v  



工業取校は 、前 j道話万l 口の如 く品 1:合との閥係が殊lこAsti接である i二l乙、準備i教育としては小

製校の 六タ年乃至八ク年だけであるから 、療科目の程度や種煩 l乞就いても遁蛍た: る限度を

考へた ければなら友いのである 。殊に建築技術の第一線にす. つべき卒業件ーの需めには 、高

; 主な1" 1¥，治よりも l貞ぐに 11¥11' <: 合ふ正 確にして適切 なる技術 的知識がイilJ よりも大切 で・ある 忠ふ。

取校を学業する ｮ Ｎ Ｇｦ ｪ ｽ に受けて肘ったととろの ｩｬｬ 築のｾ［ｬ［ 礎 敬 一 市 が 、 数年後にな っ ても ｊ ｾ 依

佼 へる校たととは 必 要では無く 、 数年後 ｋ 於 ては白分の Ｗ Ｉ でＮｦｊｾ校で利得したものを企部世

代 へる事が出来る校な努力が卒業生1' < : 1-1'， 米なければ駄 IJ ではないだらうか。 大取でー授けた

}II¥論でさへ年々新しくなってうl < i る時代に於て弔して.: r 業事校宇7芝生が取校時代 l亡符ったと

とをJ{:1ib:. 持って日ったととろで投; に i7: tこ君主くなるのは?古然である 。

ボナットプツクや年鑑式の イ 民党が何年怖正される 如 く 、 巧 Ｔ 校もｾ三業生も新しくなる態度

がT 業与さ校には是非必要なとと と忠ふのである 。

同じ J肢に製柿lや貰予? のことであるが品1 : 合 1'1:: 1-1 '， てから手? った) ，ーが温かに効果のある椛な; 課

題や題 ｉ ｊ は践して世いて 、 Ｎｾｾ ｩ 似て・無ければ勉弧ＱＭＱ Ｇ， うｬ＼ｩない政な基本事引だけを正確にたたき

込んで世くと云ったやりん- が好ましい詩であって枇合との連絡上も有効)，司法である 。

時 折i品!かされるとと であ るが単位ーの製刷は少しも役に it たぬ とぷふが、基本製悩| なぞは

どんなに確りゃったととろでj紅ぐに臨月] 設計製l品)1の間に合はせる ζ とは出来る筈がないp

建築の製! 前| は7段取とは興るのであ って定珂や公式がtl'， ? ! <. : たから直ぐに 問題が解けると Ｎｌｾ っ

た岐な筒 ?IT な場合がili 築製| 品lの雌刑 1'1:: ｉ 引 Ａｬｾ いのである 。

との貼は感校の製 ， ，｜｜Ｇｩ ｬ と 、 質際製ｼ胡のす Ｎ 場の異る型 ｾ ｩ であるから瓦 ｬ 亡 判所し合って卒業生の

桁導 取悦 ひをすべきでは無いかと考へる= 欠郊である 。

仇、工業勝校の取手l l J の] 良悦法に就いては 、本 誌 所)!誌の慌 同;{'，の設が一般論としておもな

考ヘプf である と忠ふので 、併読して民けば好 都合である 。殊 IC r : 業期校で弧調すべき粁験

型や殻明型の方 市 は工業務校の地方性を取入れるととろの教育内本に深い開係があるの

で、 とのメん〉

Ｑてて Ｑ 才業 ｾｾｊＭ 葬校往築手利科 Ｚ Ｑ干 Ｑト Ｎのの教育育Ｍ内可栴手は既陀相＿ 常］ の非 ｊ坑パ 立 を表 ｬは念しつつある桜ではあるが一 ｦ行作 ｩド ｔ収陀銑筋

俄，吋討. の 1説ポ洗Lι4蒜主を -巨要蹴して一般 ?オ木4伏屯; 泊主姐挫: 築を bω臥i収Jん?や. る{傾頃刷li向「h何3司1が者利郁[11山li以外の. 写恥1校にもあると ‘ず「付u ば

そiれしもオ考考5手=へなけtれL ばならぬ問題でで. あつて 、科目の主要性は品|令から要求 されてゐる ー小業生

の 技術 的 i 'r.場l亡即 して考へられな ければならねものであらう 。

多数卒業生の行先を検討してみて 、法搾せなければならない と思ふのである 。斯 くの如

くして 、早校各々の位世と n的に合致した教授内本を得る ととがtl'，* ると信ゃるのである 。

7・ 結 論

現K 工業態校の建築教育の一分を分推してゐ乍ら 、未 だ 不徹底の域l乙迷ってゐる私が以

上 国 々 しく ￆ ペたてたと と はｾ 誌 は私自身の不才を曝して ｬ ｈＺ Ｇ ち ・ざ るの恐に匂 ー しいのでは ｾｦｴｾ い

かとも恐れ る が、工業務校の内と外との附係が言主要なとと及び、との耐つの連絡が大切 で

あると とを感ヂるままに 、 敢へて紙教を汚した様友三久'却 で あ る 。 ど う か 御 l出正 と 御 教 導

とを乞ふ。 ( 4 月10 日〉
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育教術技の被皐業工

犬道出横

ミ』色、
4 、、

ま

この小論11 中野君さ共同で頼める Y モリであつれのが、締切間際について密告出し1: ので一つにす

る官余裕が無くなつれから各自で車場める事にし1: 。中野君11工業祭校の建築教育4 > 主ざし て外部から 見

る事にし、私 11 内部から見る事にしれのであるが、元々同じ意志で執筆し始めれのであるから 、全般

にわ1: って相遁ずるものがある故中野君の論文 Z 合ぜて御 l叱l E4>乞ふ。

軍rj(上舎より工業撃校に要求ぜられる筏術3  技術習得の三つの型

工業製各撃の教育方針花見4_ 技術習得の曲線2_ 

技術習得の三つの = 天分型、経験型、積上型

精 の I-.-Y- 下手・の様l亡生れつきのもの o + . : として此の型 I' L } 過するものは天分型

CIJ  

(  1  )  

意
肝ー

材料、胞で法の殻 fり1

1-: として此の引に ｊｾ するものは詳制 Ｂ.1: として新沼会よ り? ? 得するもの 、需型E金容!( 2 )  

開設計法

材料主その使f 1J法

事業終管法現場庇 作法積算見積

精子f:制T の般に一定の)1頃序を附んで必要な取手'1 を柑 l二げて得られるもの。碕ヒ型( 3 )  

主として此のｾに泌するものは

ｾ Ｍ ｉ 宮 ｪＺ 設計構造計算

技 術 習 得 の 曲 線( 2 )  

|判中の貫線 Ir.tヂ1・験中の技術科得を示し 、結線はや:業後のJ 与を示す。

賀社曾より工業畢校に要求せられる妓術= 天分型技術と経験型技術C3J  

前 l 、2、3 防! の技術科得i11I f，Jkl ' L見る 如 く工業串校にして大壌と判抗し得る技術 Ir.t 1 の天分

型と 2 の摂験型の二つである 。従って責点士合も叉工業務校I ' L l i し此の二つの型の技術を要

験 経 型( 2 )  
天 分 型(  1  )  

2111 

ダシ

a  

"  
ｾｾ＠

1 国
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求し、日叉責務上此の二つの型の技術者 を積上型の技術者よりも多数必要とする事は今日

高て、 大療に上じし数倍の工業製校宇業生が要求される結果となってゐる 。

C  4 )  工業畢校各撃科の教育方針私見

手H辱l山線より見るも質際，iU:舎の要求より見るも天分型技術と椛騒技術の教育が工業務絞

l乙於て重要なる事を知る。此の事を基本として各取手'1の教育) / { i ; !の私見を辿ベ度ぃ。

(  1  )  天分型 意匠は純粋ーな天分型に近いものであるが、共の天分あるものは共の天分

を十分殻柿せしめ、 天分なきものも教育の力で成桂度の所ま ではIJI 卜. る必要がある ο

材料、地行法の護明近年建築材料及施行法は;俗↓ 交の進歩を見たとは吉へ今日の一般 IIH

品の製作H法に上むし一段と下位K あ り、之等に主Iし大いに取ぶべ きものがある。製作技術

は常に殻明によって，，' 司とせ られ る もの故賓際建築界に於てはとの材料、施行法の殻明が今

日肢も必要ーなものである 。元* J 1 : t の殻明的天分11 : 後天的に教育の力で養成出来るものであ

り又多少摂駒型な貼にも あ る放教育者は護明教育を各謬科中に暗示的になして行く必要が

ある 。

( 3 )  椛験型 詳細設計法、材料とそ の使用法 、積 ! 二1r 見積、現場E主将法、事業終管法

此匂;の験料，1 : 鴨験に よって初めて本蛍に習得するもの故工業率校に於ても大療に於てもイf

殿下 ｉｾｉ 亡一 人前 ｋ なる事は至 ｉｊ 威不可能た事で あ る 。 故 ｋ 此ヤ ｩＺ の 担保科 の 技術的な教育 は 戎粍皮

で 十分 であっ て浅 く ｪ 長い事が必要と忠はれる 。 此 今 年 の ｐ ｦＭ ｦｬＧｖｃ 封し ｊｾ も必要 ｚ 工事は学 業 後 の

賀際に共の技術 を予? 得する時には既に皐校を離れてゐる のであ るか ら、卒業後教育者の手

を離れても自分一人で絞験より llt 等の技術を積械的に符得 してU' ける様な気力のある人間

の養成を名車料に於て心掛ける事である 。

( 3  )  積 上 型 構 造 計17:は'i{n 岡に見 る如く工業取校には或一定限度があるので、構造

計算に到しては或程度で止める必要lがある 。共の程度は極く脊通の建物を銭筋及鍬'fl て 設

計し得る程度にて十分。公式誘導の数・河句説明は全然無mであり、全て抽象的説明よりも

直観的説明の方が理解も' ，1ーく、且つ肢も必要友る正しい力製常識を養成するにも此の) ) ・が

イ愛矛リである 。

計聾設計ーは積上型ではあるが此の穆fl は常識から常に十分理解出来るもの1故線本的なも

のを成可多くする事は有効と忠、はる 。 ( 終)
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本被夜間部生徒 による大工徒弟調査

鈴 木 忠 五 郎

は し が き

協合よ り要求 されましたのは「夜間の建築教育に就て」であったが、今回はそれに閥係

をもっ、生徒の調査をそのま L 掲載して頂き 、更にその内に私見を少々加へて、調査の不

充分な黙を補ひ 、 か ｌ る生徒を牧 Ｇｾ して居る、夜間部の建築教育は如何にすべきや亦将来

如何に進展してやるべきやは、 il 年来の機合l亡譲り 、只夜間の教育の電要性を幾分でもより

深く認識して煩ければ来者の予とする所である 。

本校 、即 ち今宵職工準校の夜間部本科建築科二年府Ａのもの、 ｾ ｬ￉ びに専修科建築設計製同

利 6 ゥー月修了のものとある。布製されて居る生徒は 、え1・徒弟 、建築代常一業の見習生及び

請負業及各官 )J 僚の給仕、告・締開係のものが一主である 。時に鉱工J e' f f Tの徒弟も一、二名作

界再されたととはあるが 、教育内容がその従事する職業と合はぬ1号、多くは中途でやめてゐ

る。だから本校のイE壊生は 三;約百から見て、教育の方針ーを定めてゐる。一寸査間部の建築

教育とは異なってゐる貼が肯かれると思ふ。

此等三方而の生徒の製校I' L ｾ討する希望も 、 大関一致してゐる。建築製闘を了解 したい 。

鍋筋及鍛骨構造を知りたい等建築業界の進展と、それにI [ 遅れてゐる技術工の気持が表現

されてゐる様にも思はれる 。 本調資は っ て工徒ｾｉＧｌ就てのみ 、他 は後日に夏めてｾぺて見

たい。

調者日は、昨年昭和11年12月 4 目、

調奇んＭ法 、 プ リ ン ト にした十八項の聞にますし 、 Ｚ ｾ ｉ［Ｚ いて頂いたが、 一年生だけは不 充分と

思ひ 、 一人につきｊ￭Ｎ分 乃至十分 ｊｾ 談的に調査しました 。

調査人員、綿計59入、倫っそ工徒J11 之、ギ1:早生との割合は第 1表に示す如く大韓、字数で

専修科ｻ仕切パーセント近くあるとと ｉｾｻ 主意すべき黙である。

第 1 表

大 阪 府 立 今 宮 職 工 事 校 夜 間 建 築 科 生 徒 調

大 工 数一一 一 幕
修 科 | 夜間1部 一年 夜間部 二年 | 総 言f

人 員 36 43 42 121 

大 工 人 員 28 13  18 59 

月 一 セ プ テ イ ヂ 7 8 % 3 1 % 4 3 % 
4守%

;澗資生徒の年齢、数へ 51' .で万ー した第 2 表がそれで、とれによれば段少16歳より最高29歳
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• 2  重量

大阪府立今宵職工務校干t 取った仁従事者年齢調査表

撃 鞠 蜘詰釦伽か別il「一一1 奇矛: 恥訓訓飴即伽削Z却別別lリザ)一J Iド川rドμ同1瓦斗l一司;: ';r;51'  Ｑ Ｖ ｾ村 ｬげ町 Ｗ ， 1凶8 19口 叩2却4O

; 問音部E :L科J 一J: i  |  |  |  ;J:  !  ;  :1|  :|  21|  j  ;  :j |  !  j  l1l l1l  l1l  l  |  3  

夜問音部E 木 科 ニ 年 I 1  I  18  

純 計 I I  I  I  6

1  
4

1  

59 

である。未だ 徒 ｾｊ 入門し たばかりのものから 、 一 人前になり、立涯に棟梁として活躍して

間られるまでのカーがあるわけで 、大工徒郊の調査としては共がよい傑件であらう と忠、ふ。

本調査の事項、 18項を列記す、

(  1  )  何歳より始めたか 、現イf までイIl J i j 訂作イl筆業して隠るか。

( 2  )  何筒年か与って一人前の大工になりましたか 、刻、はなると忠ふか。

( 3 )  1最初どんな仕事をさせられたか、彼術修作の k 開に就て法べなさ いの

(  4 )  5l ! 作物のJ I H'!i !j: 修業始めてより 1
I1J' 1ミ日か。

( 5  )  規聖日術はど うして科ふたか 、即ち調利か 、又は1先ルーlこ孝士へらtしたか。

( 6 )  長初の給料はいくらか、即ちノl、使は月額いくら依員よ、たか。

( 7 )  年々どの位士宮して呉れたか、非給妖態を 、尚一人前になり、又は年期明け近くに

たり どの位支排はれて居たか。

( 8  )  確かりやったなら 、何年位で一人前になれるか、ど んなものが遅れる か、そ の内

FI=tは。

( 9 )  徒弟主たり、住込みか、叉は通ひか。

(  10)  感校に通ふ前に親んーより 、読みヲ? き、 j1: 盤共他鐙築取を教へられたかο

( 11)  修業中ー蒋楽しかった事、そ の例。

(12)  修業中一帯嫌であった事は何かω

(13)  修業 中のったきな失敗は。

( 14)  兄弟弟 子の仲はよいか。

(15)  小使銭はどんな);"耐に使ふか。

(16  )  ヰ ヰ ? 、芝居、漫才共他 に行くか。

(17)  岨味はイii Jか。( スポーツ 、森、将棋共他〕。

(18)  梢を飲むか、煙草を すふか。

第 l 問 何歳 より始めたか 、現化 までやJ1高年修業して居る か。

之は入門の年齢を問ひ、修 業の年教を 調査した のである。第 Ｓ ｾ 高 Ｔ 表の結ＧＪを ｱＧｽ た 、 そ

の結 3尽によ れば、 13- 14歳即 ち苓常小穆校 をH¥てi宜ちに入 門したも のは甚だ少く、 6 名て・
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耳L

夜 間昔日

ｾ間部

総

第 3  望民

有 感 大 工 の 徒 弟 入 門 年 齢

1  
13

1  
14

1 15 1  16 1  171 18 1  
19

1  

官誓 科 1 5 1  3 い1 I  7  i  I  1  I  

本 科一年 2  7  、向J  

本 科二年
7  7  2

1  

25 12  2  

第 4  表

20
1 卒 均

ｾ＠
1  15. 6 

16  

1  15. 8 

本調査の約 1宵IJ i ' L過

ぎや 、然かもそれは

年 齢 の 多 い 方 で し

Ｗ 己 、 次 ｬ 亡 Ｑ Ｖ ｂ ｾ が段も

多か ったのは高等科

学業者で、その大部

を内めてゐる 、先づ

作 : 早 大 工 従 業 者 の 現 イf 迄 の 修 業 年 数

H{HII 十ー If.十一 月調

正下 数 川11 1
1
2 1

13
1

1
4 1

15

ｊｊｾ＠ ｾ整 形ト

ｾ間部本科 一年

夜間昔日 本 科三年

総 百十

2  

入門者は高等科の卒業生で、時期 I' I 卒業主同時に行はれるととが如買に示 してゐる。技 術

ｔｉ Ｇￌ手先の ｬ ｩｾ ｬ 定せぬ内即ち若い内幼い内がよい主 され てゐるが、 大 ては Ｇ＿ ｉ Ｇｩｾ にそ の技 術 だけ

でなく 、相?;t 開力 が要 求される 故か L る結果が生じ 1P好都合でないかと ，巴ふ、との貼から

推し て、技術養成 をなす、工業穆校も高等科卒業生を牧併する );'-11" よいのでは友いかと思

ふ。昔は質| 際 '，1. く入門したが、その貫1'1 、雑月] をさせられたので、子守をしたり 、走り使

ひ、現場・の掃除等が I=. であったのであるが現作は徒弟も之 を厭ふ し、1 p 賢際そんなのんき

な事をしてゐる桂の飴怖も主主いし 、相?古年を進めてゐる故 、職業に到する認識を '，' . くから

もち、技術習修に専心するからでもあらうと思ふ。

第 2 問 何年か L って一人前のった工となりましたか 、叉は なると思ふか。

解 符 3  年・・.... .. .. .. .....5 人 4 年…・・ 0 ・ー……… 18 人

5  年・・ ・・・・・・・・ー・.. .16人

7  年・・・ 一回・・・・・ ーー.4 人

9  年…・・・・・・・・ー・・ ・・ 2 人

6  年・ ・・・・・ 0 ・・・・ ・・・ 8 人

B  年・・・・・・・・・ ..… 4  人

10年・…・・・・…… 1 人

だんだん時か くなる校な気がする。 背は入門の年齢が少い上111こ、徴兵ffilJ I支も なか った故、

ＲＵ 歳位までが作過であったらしいが 、現 イ Ｑ Ｚ は入 門 年齢 ｬ 亡 現Ａｾ附係 ｬ 亡大 関徴兵検 査 ＲＱ 歳まで 、

高等学業者で大関 4- 5 /1三が一般の風努と J t!. られる。

第 3 問 j l止初どんな仕事 をさせられたか 、技術修業の大慨に就て述べよ 。

表示する程の挫化 ある解答はなかった 、「雑 mさせられたとか 、子守させられた とか去ふ

のは甚だ少 し 大閥次の泊り 11 rr穴を掘 らせられたものか d 板削り をさせられた もの F 等

の解答で全部が充たされてゐる。之等の: & もその常時のまIUJ ‘ の仕事の都合によるものでそ
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ろ仕事の難易から来たものとも思はれない。三大に技術修養の) ; " 面で、大積の )1国序と問ひを

Hi したが要領を得ぬものをユ く、本人向身も解 1) かねて屑ろらしい ξ そのって惜を樵第し 、要

項をつかんで示せば 、

民穴捌り ー板削り 一亥IJ み物( 檎手柄fJ て口の刻字へん. ) 一'H: I二げもの→取付けも の→塁Ilf，tけ

"  
、

穴楓り ニナ年、板削り 一年半 、仕上物」亥IJ み 取 付 物 二 少 年 、 墨|射 二 ナ 年 等 丁 寧 な

解答もあった。要 1t 1 板削りとかロプピ胡i り守; 飴り構造と除l係ないものに相? ?; 年数をかけ、此

問 l乞於て 、見様見具似で、建築構造の大積を賀際的 l亡合作させ、それからその知識で仕上

げ物象IJ 物K 入るものが自然的た行きプJ であらう主 JEふ。

第 4 問 治作物j のlf: x . 付は修業始めてや'$"1:' 円か。

牛年目よリ 2 人 1 年目より 5 人

2 年目よリ 2 人 2. 5年目よリ 3 人

3 年目よリ 13 入 3. 5年目よリ 4 人

4 年目よリ 8 人 5 人目よリ 2 人

8 年目よリ l 人

以上の差は遺作物の取や! と云ふ範問が明瞭でなく、. j 11
1
入共他の見限の取付より床問、長

押、警::1従まであるのでかミる相 j主がr J ¥ぅ1<: たも の と忠ふ。i}J; - ) [ 弟弟子の有無及び親)J ・の仕

事開係により異たる主思ふ。弟弟子が tJ. ければ何時までも t1穴、板削りが続 くととになる、

まさか一人前のl[ l 貴人にそればかりさせたくないから、然し kWJ: の属、3- 4"p . 日と云ふ開iが

40人 の解答者中25人を内めてゐる故先づ通常ななものと，U はれる。

第 5 問 規符1術はどうじて符件したか、即ち、澗符か又は税ノケに教へられたか。

親ん・父兄、兄弟子に教へられたもの 21人

精神によるもの( 講義錯) 8人

思統で教へられたもの お人

米習のもの 14人

教へられたと云ふもその桂度に色々ある 。普通ぶ目の見Hf"まであると云ふて居る 。他は

l[詩人及び兄弟子問の見覚えと、1 x . 教へ K よるが七である 。 と向 ['1 してゐる 。

v  2a 

第 6 開 設 初の給料はいくらか即ち小使1t 1 丹いくらf1' ; : 貰ふか。

内官で修業しでかi るものを除いて見た。

解 答

Ｉｾ鋲 Ｖ 悶……………… ｬ 人

3 闘. . . ... .. . …… …6 人

1 閲・・…………… 6 人

60銭. . . .・ H ・. ...・ H ・. . 1 人

40銭.... ・H ・...・ H ・...1 人

5 悶. . ……ー… … l 人

2 悶…- ・…… ・・・5 人

70銭. . .・ H ・- …・・… 2 人

5 0銭・……・… …・・6 人

不定. ..・ H ・..... ・H ・.. 2 人



なし・・' "・ H ・- … ..8 人

年 額 10悶 … … … ・・…・・2 人

半年 額 10図… - … …・・・・ 2 人

1. 5図… ・・… ・- … ・・・ l 人

な し・・ ・・ ・・ … ・・・... ....5 人

国会と 都 合で異たるし 、道Jl 持ちか造V u色

9  刷 … ・・ … … … ー 1  人

5 闘… … ー … … … l 人

不定・・ … … … … l 人

住込みかによっても異なる 、小使'#F全くなくても 、向株主げの祝儀( 50銭乃至 5 悩l位まで〕

も手 ｬ 亡入るのと ｦｴｽＱＲ 先の心付け等で 、 ノ Ａ、 ｾは充分に あると云ふてゐるものもある。Z / J ; イIIj か

ら何まで税んーもち 、 ｾｉ 乙遊ぶ士号Ｚ全くないから 、 小使等いら主主いと云ふてゐるものもある。

併し i li r7' Jでは相官か λ るので、月 2- 3 凶では不足するので 、親許から相官補助を受けて

ゐる 、少いので年IZ:: 1凶j う宅 2 凶多いので月額 2 lli l位 、迅[ . J 1 . 持ちは一般に給料は良いがili

Jt.1) flfj 申告に相省か、る。少くも一日 5 銭 . 月額 150 鋭克分には 、10鋭 j う至、20践と郁 して

ゐる。

以上をはても了解出似る棋にえ工の徒弟は決して給料を IJ 常てなく 、技術を脅ひたいの

であるととが明瞭である 、それに 、その第一の lゴ的とする技術が充分に奥へられないと云

ふのだから 、徒 ::( Jの悩みは - M深刻た: ものがあると思ふ。徒 :11 は賃鋭、給料 IL到し不満は

よかい様に忠ふ 、たピ勝うい性のないのが不満である様である。一人前となっても 中々充分の

給料にありつけない 、1Jt);' - 人がよい様にと云ふて 、走IU;，VC主J し不揃を多く有してゐる。

さて 、それではまli HI r ; J : 梨で充分に錯してゐるかと云ふに 、事賞は jズ到なので 、徒五(Jは結局

は 、 現イ Ｑ Ｚ の請負 制 度が ＺＦ ｉ ｾ いのだ、 ｊￎｩ ｬＺ 舎が出 Ｑ ｭ を快いてゐるのだと観念してゐるらしい 。

第 7 同 年々どの位射して呉れたかが給見出; 態 、向一人前になり 、叉は年間 Iljj け近くなり

どの位支例はれてゐたか。

年々の去十給いくら 、

半期句 t乙 月 10銭の上 り 1入

IIIJ  H  50践の上り 19人

Ｇ ｉ ｱ 明 Ｇｴ ｾ ｈ ζ 片 1  lli lの上り 11A  

- .1r主7利乙 )-}  2  ｉ ｉｾ ｉ の ｫ り 1人

ｾ Ｏｊ 、 出合 ｈｉ 酎 で

年?手K 年 5 凶lの ヒり 3人

年絡に年 1闘の上り 1入

解答の君主いものが多かった 、多くは不定のものらしい。徒弟は技術省作を け( : 1りとしてゐ

る故、見習工幼年工等主異怒り 、飴り給料を第ーにしないからでもあると 忠ふ。 まあ大関

市 内 の現 状 を推察するに 、 ｍＺ 初月 Ｓ 国位 Ｚ ｾ三期匂 ｖｃ ＵＰ 銭依づ｜Ｎ fI-給、年期明け近くたり 5 lil l  

乃至 8 凶桂皮の もの、亦こi土期協に 1 凶打り の10凶w度のものが普通一般のPJ i である。占A、地
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1;・Vてよ り、 最 初 は 給 料 た し 年 毎K 一人 前の職 人の給料を 1 とし 、2 分 位宛年勾K まし、

年期明け近くた り8 分位を支給してゐるものもある様である。

年期明け近くの給料、

市内では 7.8 凶より 20凶{ 立までの間にある 、即 ち

月額 5  凶・・ ・・… ・・・… ・・2 人 7 闘 .. .. ... .. …… ・3 人

B 倒. .. ・H ・.....・ H ・. .2 人

15図ー・…… ー・ー… 3 人

日給 120主主…. ...・ H ・...2 人

10悶... .. .・H ・. .… ..5 人

20悶…. . .・ H ・. .…… 1 人

150銭・・……… … l 人

2∞袋…・・ … …・2 人 220銭・・. .... .... ・I 人

年告めのもの( 主さして回舎で〉年期明げに 15閥、 20問、30四 位 各 l 人宛

ｴ 直奉会は Ｑ 年が普通、道具持ち 、 当 ｬｾ 給のものはたにい 。背 は道具一揃親 Ｉｩ が年期明けにＹｩＡ

へたものだが、現在はその傾向 Ir . l : 少くたって来た様である 。

第 8 問 確かりやったなら何年位で一人前K 友れるか、どん訟ものが遅れるか、その玉県

由は。

一人 前にたれる年数

3 年乃至 4 年・… - … … … … … … u … H ・H ・.....10人

4 年乃至 5 年 H ・H ・...…・ ・・ ・・・…・…・ ・・・ … 24人

5  年乃至 8 年 .. ........... .. …. ...  ・…・・・・・……・・ 6 人

一人前の定義にもよるが、出合家の椋ーに各地方により一定の型のあるものなれば 2 年半

もやれば一通り頭に入札一人立ちで充分K 仕事をやれるが、都合の様K 各種の盤り型の

建築をやる所では 、4 年位は仕事一通り嘗たるだ けでもか L ると思ふ。と の場合の一人前

は、名人とか、上手な手際等と云ふものを指すので友〈先づ普通一般の仕事仕上げの出来

る程度に考へる場合である 。

遅れる主た理由

熱心が? とりないとか 、1i. まける等の徒弟の精f f ，ljl 駅態の外 l亡、親方K より蓮不運がある。

即 ちいつやるのも易い貸家普請とか、倉庫等ーばかりで仕事に腕の振はない場合とか 、兄弟

子は多いが、弟弟子がないために、民穴' t l fuり左か放削 りばかりさせられた等の理山から 、

年期明けても尚その鉛iの腕前に大きな差が ある。一方・かミる駅態の鴻に徒511年期がよか々新

気のあるもの 、小倒巧たものは 、途中でやめてしまふ 、我慢d尽く飴り ilリ; 舎の外の職業を顧

み友いものだけが残る仕末、大いに 日年来考へさせられる問題と忠ふ。
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第 9 問 徒弟となり住込みか通ひか。

住込み. . . . . . . . . . ....・...… H ・H ・-…・・…......・ H ・-… H ・a・- …・.39人

通 ひ… …・・・…… ・・H ・H ・... .・H ・..・.. .......・ H ・... …・・・・6 人

i J 宅修業のもの・ ・ ....・H ・. ...... .. ・H ・-・・…・・… .13人

大部分が住込みでるる 、仕事の性質からその) f が好都合だか らであらう。



第lO;珂 県松Ki 邑ふ前11: 親bーより読み書き非盤共他等教へられたか。

全然数へられぬもの・…. . . . . . . . … ・・・・…- … ...52人

数 へ ら れ た も の … ・・H ・M ・.... ... . . …・・… .... ・M ・- …・・4 人

制i官 接 松 へ 行 か さ れ た も の ー .... ..… ……・・ 3 人

数へられたものでも側めて少く 、そ れ も 親 ) i の ;{J とか、兄弟子とかよりのもので親方ー員

接 の も の は59人 中 僅 か に 1人 だ け で し た。

第 II 問 修 業 中 ー 俗 楽 し か っ た 例 、 解 答 の ま L 列記して比る。

( 1) 新しい工具た貨ふて ! ! ふれ時・- …. . . . ・H ・ ・・・・・・ ・・・・・ 2 人

( 2) 新し し、衣泡tたnふれ 時……一……. . . . . ・・・・・…・・・ … ・・ 3 人

( 3) 上棟式落成式のl時ー・…- ・・・…… ・…ー…・ ・・…… 15人

くの 小 使 を11ふ1: 時そして蹄家しれ時皇締りの時- … ...8 人

く5) 休日 の時・……. . . ・ H ・......・ H ・- ・・……・・ ・- … … .. .7 人

。〉 自分の仕事の路: か見るこ さ ・・…ー………… ・… . . . . .3 人

( 7) 主食の時一・………. . . . ・. . . 一…一…・ ・・ …一…・・…・2 人

( 8) 親方に ほめられれ時 - …- …………. . . . . ・…- …… ..7 人

( 9) 始めて準ん1ご仕事の奥へられれ時・…………. . .・ H ・… 3 人

量生しい記憶は徒五(J の似i人 に よ り 共 な る 、そ の 表現 の 跡 を 見 る 時 、 い か に も 少 市J ドらし さ

が旺溢してゐるが見られる。楽しい例、徒え(j を 使 ふ 親)J ・は一路考慮しをくべきではたEい か

と1.>1 ， 
.'"、A '・。

第12間 修 業 中 ー 格 婦 で あ っ た 例。

( 1) 親方に叱 られれ時、小言の績 く時……. . ………・・・ー・6 人

( 2) 寒中の鈎研%-' ....ー・… .... …一…・・・・・・・……ー…・…・6 入

。〉絡日の板削リ…・・…・・…・・……・・…… ・・…. . ... . …… 7 人

( 4) 木材の運搬及び車引告… ・・… … … ・… … … ・… … ・7 人

( 5) 手憾の仕事さぜられる…・・…・…・・…一- ……. . . ・2 人

( 6) 百姓の仕事子守さぜられる…・・ ー・……. . . . . . ... … ..... 3 人

( 7) 民られ、かれれ時… … … … … … … ・… … … ー………・3 人

( 8)  ift 夏の官IJ 物…・・・…・… ・… … … -…・・・… ・・………・・… 1 人

( の 従業の綴く時…・・. . . … ・・…・・…・・……・… ... 一一一一… l 人

( 10') 休日 (存在正月、 一 日十五 日〉の作事 H ・H ・... .. . .・ H ・. . . .3 人

親 Jj の小言、; ぶ中の研ぎ物、休日の仕事守口随分にとたへるらしい。 徒弟とてもやはり 他

の 少 年 同 様 の 待 過 を 考 へ る と と は や は り 必 要 で あ ら ろ 、修 業 中 だ か ら 、 県2交と娯楽を無 税

するはどうか。

第13問 修 業 中 の 大 き な 失 敗 は 。

墨を違へる・7入、寸法の間違い・3 入 、 材 料 の 使 ひ み の 失 敗 … 2 入 、 若

桂 の 相j遠主ひ 1υノ人」い、柄 の 穴 i口I きi通函したもの、ド階皆Jば立のつけ j遠主ひ 、i迅首首-具の似様.…….口…..: (各千3ノ人L 、橋のピ
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ー ア流し… 1入 、方杖、ます束の寸法違ひ等。親方や兄弟子の段取監J i t 見の許i乙部分的の仕事

をなす故大きた失敗は先づ少い 3 少々の失敗は兄弟子親方が遁蛍κ 切廻しをやり 、材 料の

損失まで及ぶ場合は先づない。それ故失敗はと云はれでも忠ひ蛍らぬらしい。

第14問 兄弟弟子聞は よいか。

宜しいもの… 31入 、普通・ . 8人 、惑いもの・… 1入 、解答のないもの… 19入 、

兄弟弟子多いもの… 7人が只 一人だけ 、4 人が… 3人で、 2- 3人が肢も多く 、一人だけの

ものが… 19人るった。如何に徒死iが少いかが之でも窺lまれる。

第15間 小使銭はどんた ) f r訂に佼ふか。

道具を購ふもの… H ・H ・.. ...・ H ・…・- … ・・H ・...…・.17人

娯楽キネ 7 共他へ 田…・… H ・H ・....・ H ・........... ・H ・目・… .13入

金ふて しまふもの・ H ・H ・......・ H ・・・... ・H ・.. .…. . .… 6 人

貯金してゐるもの. . . . ・ H ・-… H ・a・...・ H ・・… -・… .... ....3 人

通肇費用lでなくなる. . . . ・H ・- …・…………… u ・8 人

日用品だけ… … … … . . .・H ・目…. .............…....・ H ・...8 人

少しも使ふ告余地ない…....・ H ・..... ・H ・.....・ H ・....・ H ・..2 人

舗 16問 キネ 7 、芝居、漫才に行くか。

キネマへ. . . . . . . . . . . . . . . ......... .・H ・. . . …… ・・・ ・・・・・… 3S A

漫才へ・. . . . . .. . …… H ・H ・. . . ………… .. ..... ..............2 人

行く暇たし… H ・H ・..… ... .・H ・- ……………・・- … 6 人

キヰマは最も多い 、 回数であるが月 Ｒ 凶 ｾ￞ｶ｣ 一人だけ月 Ｔ 回と去ふものがあったが月 Ｑ

回が尤も多かった、年2- 3回程度のもの もあった。

v  3 2  

舗17問 趣味は111J か。

一般によかい、野球が.xi も三長かった、他は色々あったがとりとめがなかった。

第18問 酒 及びタバコをのむか。

酒もタパ、コものまね… H ・M ・-… H ・H ・- …・……・ H ・H ・17人

酒をのむもの…・・ H ・H ・-….. .... ..・ H ・... . . . . . . . . .一…… 11人

タバコだけのむもの…. . . ・ H ・.....・ H ・-…・....・ H ・. - 4人

ＱｾＴｈ ［ＧＡ 宅の まぬも のＮＮＮ・ ｈ ・ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ・ ｈ ・Ｎ Ｎ Ｎ・ ｈ ・ Ｍ … ｈ ・ ｈ ・Ｍ…… Ｙ 人



建 築 工 事 の 季 節 的 愛 動

虞 瀬 不yJ 犬

ill 築 ，' . 事はその ，ｾ事 中、名 季節により 、種 々の ｩ ［ 足場 ｬ をＺ長けるものである。 ｣［ ｻＧｦＮ 秋二 ｪ 切には

んい IC作業能率が上るけh ども 、夏期lとあっては著しく低下する。 梅雨期間中 は、降1・J:j の

ｬｾ ｦｌ作業日童文が減じるし 、 冬期 ｬ 亡は 、 気温の低下と 、 ｉ ｾ 守 ｚ ｅ 等 ｉ｣Ｑ 氏る障害のＺｨ ｾＱζ 、 工事の起 ￟

拷が ￯ｬｾ だしく害される 。 ｊＱｾはて事の逆行 ｬ と影響するばかりでなく 、引 いては建築ｾ・ 働者 の

火業や所作 lζ i; 与響し 、，iLt合的な 一つの問題 をも形成する のである。 建築工事が受ける季節

的な影 響 として、種々ｼ問題 が傘げられる けれども、 ｬｾｴ 品では主として 、 冬期 ｬ 亡 於ける建築

工事の表徴と 、 ＮｊｾＧ 乙作ふ失業匂Ｚの問題を取倣ふ事が 、 Ｚ Ｍｲ［ Ｚ 者の意同し たｦＱ ￮ で ある。

J J twの各同 を通じ て、冬期は 1 年中で設も建築工事の不恨のl時期である。ヨ千夏秋の三期

は 、例 へ能本の ヒド はあっても 、 作 業の 不能 に陥る事はまづ ｊ Ａ 正いが 、 冬期にあっては ｪｾｴｃ

ｬ 低利 味合する。冬 期 の建築 ， ｾ事は 、 能 Ｔ ・ Ｑ の 低ド、作 業の 不能とい ふ 障害 の 上 ｬ 亡、施工され

た位築物，;' ，身が作業によっては飴 り質的に良好な結某 を件 る事がIIHkゑいといふ快知i を持

ってゐる。 陥 ってやI hの凶に於ても、冬期 l亡は控訴を工事の数は減少してゐる棋でるる 。

との事は建築工事l乙附する各Tx: 1の諸統計を散見しでも 1容易に 鷲見Hl* る事であるし 、叉

反 l的亡 、冬期 l亡於ける建築努働ff' の失業以態から推しでも 、成程度迄推後し作るのであ

る。外閣の例では 、冬期は夏期lて比 して 、著し く失業者の数ががI してゐる のである。 例 へ

ば、少し古い統計で あるけれど 、1929年より 1931年l亡至る Ilt lの 、共同に於ける建築事f-働者

の火業献態 を、6 川と 12月l亡於ける数. (: をJ f J t って比べて凡 るに

六 )1 十 三 JI 榊 'I JII 

1929 70，237 139，2 19  68，982 

1930 1偽，002 188，609 82，607  

1931 154，906 245，67J  90，767 

であって 、 その"1三次'C於ける 儀必は、 J 七の時の，ii l: 台、 主主仰上の種々 のま11¥山IC依 って主ぶ

されるので 、 ｊｴ の貼への言及は 避 けるけれども 、 ｊｾ 等 の 各年 を通じて 、 猶且 つ妻 子しく眼 ｋ

付 く事は 、冬期の欠業者ーが瓦JYJIC比して茜だしく多いといふ現象である。

同じく 1932年 2 月22 日l亡於ける共同の建築制係の火業者数と 、その全n豊に封する制合 を

:["2) 

見 るl亡

:;-1 1)  O pet' ati vc Bui lt! er ， Apri l  1932. 之 l主主さして大工の失業者ーである。

止め ｾ￭ｊ 術書
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土 ) j  102，178  37. 7% 

石 工、期 怒 工 11，6 1;:; 2 王O

ス ν  ト 工 1，348  13.0  

石企 利、 砂 工 4，68 1  27.5  

人造石 、 ｾｊ ＺｦＮ j疑土 工 5，670 28.9 

煉 末、タ イ ル ヱ 19，739 22. 5 

.... :;/ 寺、F ユ ス こ.r. 2，256 11. 0  

で あって 、il t保 土ーrJ I:仙の民外労働 者 料、季節的影響 をtjhl < 交けてゐる事が'I'IJ るつ

)'  _ ; リカの乙くの哲II -djl 亡於ては 、以前か ら建築か ら建築努・働者は 、冬期 l乙ニタ )-j Iこl 宅 ー二

ナハ分の日数は仕事 をしない。 !日米ないのである。 請負業.x-は 、彼守;の - 7 j l"' の牧 入は 、

借んと、 じク)-j 向子ー八 ヶ)l の仕 事K 依 って件 て 、冬期 l乙』ぞけ る|ヰ!散J 9Hζ 制Hへ 7. ) 0 -ill 築材料の

生席者lま、I，;J じく冬期に於て、その生14そ品の型や数止 を詳し く減少 させ るのである 。

ノトニュ ー ヨー クili を例 にとってどーへては るl乙、ニュ ー ヨー クdl 冬期の)-j ))IJ 1，止尚1，却( ｾ， ｬ Ｑｲｮｴ＠

は 卜記の如 くで あ る。

十一 )J 十三 )J ー二 )J 三 )J

最
"主

46，06 2  37.
0
78  34.

0

45 34.
0

25 43.
0

68  

最 低 38.
0

42 • 30.
0

98 27.
0

65 26.
0

75 34.
0

18  

此の去に依ると 、12、1、2 )l は大関氷貼 IIH近をた ドしてゐる事がキIJる。 1，，1じ統計lと於

て 、 耐 者 ＺＺ ｾ え勺 ー に よ り全く昆外拡 ・働不 能 の 日が 、 ＱＱ 月か ら Ｓ 月末日迄に Ｗ ＮＵ 目 、 気温が 一 日

"3恭氏24
0

以ト にあり 、時 fC 18

0

以下tζ 迄下るといふ 日が 14.3 目、拭jJ1が一 日clJ 18

0

から25

0

度の 問 を Ｎ ｴ ｬ ｾ 復するとい ふ 日が ＱＶ ， Ｒ 目 、 ＲＵ Ｐ
から ＳＲ Ｐ

迄の 間 の 日が ＳＳ ， Ｔ 日とい ふ ［ 伏 態て あ っ て 、

嘉するに天候が ｊ ＴＵ く 、 又は Ｊ ｜ｩ ｊ 畏が 一 日 ｾ ｉ ｊ 氷 出 ｬｩ か ら 上 ｴ ｣ 1皮も # らないといふ 日が合計 71. 4

日 あ り、 之 Ｑ ・［は日 ｉｉｴ ￰Ｎｾ［ｺ日 を 除 い た日 の 統計 ー であるか ら 、 之に日 ＱＱｍ 祭日を Ｉ ＱＱＱ へ ると 、 俊 ｴ ζＧ Ｑ ミ

枚 以 k の 日を I'i めて仕t*ふのであ る。冬期K 建 築ーI'_事が激減す るのも ?;;;然な事で あ らう 。

陥って冬期p::: -i l l築ダ・働 持で失業す る行の多いのも 、えこ11，Ｎ ｾＺ ［ ［ 然 の 中 ，Ｇ ｩｊＮ ｬ ＡＺ か も 夕、 ｊｬ ｪ しな い。 日ー・1，'，，';1

は 件 ｬ ｛ ｩ 古 きｾｾ Ｉ Ｉｉ ｝ｉ 乙 見 た 一 年 中 の 就 業 本で ・あ って 、 季節的な掛 ￆｊ ｊ が ー ＱＱＱ 吹 然 であ る 。

然 して 、 ｩｬｬ 築 若 干 働 者は市 ｬ 乙 他 の 生 ｬ ぞ労 働 者に よじ べ て 、 冬 ｾ ｧｈ 乙 は不 Ｈｾ ｪ ｦ ｬ Ｂ ｊ 1); ;:  I  "1か ら、よ り乙

く火業するも の で あ って 、 此 の 事は低 ｬ 乙 今 ｉｬｴ 期 の 初日良 ｾｬｬ､ｪ 火 業 保険 ｈｩｬｊ 皮の 制 ム と を 凡 たト ー ィ

ツの諸哲Ildi の調査 lζ 於 て、明確に 桁摘 されてゐる J引であ る。

2  

斯 く の ｾ ｉｉ < 、之ゐ5・Ci(，j:外諸昔Ildil ζ 於ては 、冬期 l亡建 築 I'_事 は 誕だ しく 低 ド し、そのw:w: 、

建築努 働 子 干 の一 時 的な欠 業 が ｲｪ ｾｬ ｾ ｦＧ ， し 、 ｮ が ｬ￱ 1: 合問題としてんき く取倣 はれ 、玖J{.f も、有Ildl

ｾ ｪ ・ Ｓ Ｉ S 凶 州附 1 01' 町-ati o円 川 thじ C ，川 ぉtr l1cti on 1  ml l1st rics_ p. ' 3.  191 :1ー Ifl U 十ク j. fJf- 均、 恭

J i;に て示す o

:1  4)  Ii if }ぬ古 p. 41  
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の ｬ ｾｪ 次 手 千 も ｊ 七 ｬ 乙針し て ＱＱＱ ｊ 勺かの針

策を樹て 、宜h l L 移してゐるので

あるが 、 ｪ ｾＱ ζ 言及しては訴が脇道

ｉ ｃ それる し、Ｎｊｾ は ｪＨ Ｂ ｖ 若 干 のメ トの Ｑ ＺＺ

M Ol¥"7' HL Y  P E RCl. NT AGE  0 '  E MP L OY ME NT  l N B UI L DI!¥"G ' f s ; 油田 ( UNIO N ME MBE R S HI P  

E A c n  MONT l l  - 1∞1) .  

ζ ARPENTERS  BRICKLA'1 ERS PLAST E RER S  

"A A 'I E RAGE  OF  18口τl ES， OL AVERAGE OF  I GCIT I ES 01.  AV E RA GE  Qf  15 CI TI ES， 

ＱＰￕ［Ａ ｾ 人 ｍ 人』人 ｓ 0  N  !l， ｾ品 目 ｊｅｆ F E A九J J  A  S  0  N  0， ｉ 品立ｾ｟ｾ M J  J  A  ｾ＠ 0  t-I 0  

日でもないから ゆl愛して 、"良を叫 50 50 50  

じて 、同 じ1m! 週lと於ける殺陣!での

現象を見度いと思ふ。

日本 l乙於ては 、首iHぬの外'，- 判の統 l∞ 

，Ｎ十が示す粧 ｉ ｃ ｉ 土 、 冬期のｾ築 Ｑ Ｚ 事

の季節的挫1リJ がないし 、陥って冬

期の失業現象が顕著でなく 、此の

|問題は一部識者を除いては 、殆 ん

どIjtl :合的 l亡| 問題にされてゐたい様

である。 だが之 I，;:j: 、現象が撒著で

ないといふだけで あって 、 ｾ ｜￬￭Ｍ かる

事質が日本に 1C
{- イEしたいといふ事

では jたしてない。

質 lri 日本 に於けるとのy状態l亡就

て誹jべ度いと考へたのであるが 、

50  

L AT HE RS  

A'I ERAGE  OF J5 CIT' E. S  

PAI NTERS 

A'I E R A GE  OF  l SCl l l  E S  

1∞ 

50 

O  

5HEtT  METAL WORKERS 

AVE; : をAGE OF ll CI TI ES

i∞ 

。l r I  I  r  r  I  I  I  1  I  u  0  

PL U M6E RS  ELECTRI CAL  WORKERS ASBESTOS WORKERS 

AVE. RAGE. Of  ¥.1  CITl E S  A' V E RAGE  OF  19C1TJ E. S  AVE RAGE  OF  11 CI TI E5 

10白 I I  I  I  I  I  I  I  I  I  I  I  10 

SO 

O  

ｊｦｍａｍｊｊａｾ ＨＡ ｈｄ＠ - J F !.I A M J J A 5 0 H O  

第 l 園

治憾 な事 ｉ ｃ は 、 我凶 ｬ 亡は ζ の 極主ｾ築統計は乱ー だ 不 完 備 な ｊｉｒ 態 であ って、ｊｬＮ むなく二 三 の Ｑ ｊＡＱ Ｑ

而より之を推援するに 留めたのである 。

ｾ ｮ 闘は 、 昭和 ＱＴ ＢｆＭ白至昭和 Ｗ Ｑ ド ＱＱ ｜ Ｇ Ｑ の 、 ｾｲ Ｉ ［ｾＱ 乙 於けるｾ築認可 ＱＱ Ｑ 前件数政 ｉｃ 竣功 件 数を

λ ーしたものであり 、第 31品lは同じく 、席 H' ，1'1:放政 l亡I，'-J 唆61J 1'I:数をふしたもので あるが 、之

'1c/i 一一一ー

t. ml  

10<調。

国 持0 4 ::; 6  7  8  

第 2 闘 ・主主蹴廊' 苫よ内建築認ド申詩及竣功件倣 ｾｊ［＠ 3 悶 ・'k¥' iii JGR! 軍管内建築屈 tB及竣功件数

ーぷ 5) 第 Ｒ 闘 、 ｾＳＱ［ＧＮ ￬Ｑ共 、 Ｂ［Ｑ＾Ｚ上木建築請託業者 ｉ 結合令制 「 我闘 の 土木建築事業 ｊ にｻ Ｏ ｩＨ る。
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月 衣 |申 請 |申 請 捌( 屈 tH I届 峨 功i
を見るに 、各統計 lと殆んど共通して見 1-1¥し作る

事は、冬期 l乙於ける建築工事の減少である。

1 月は綿 てをllii じて常lと段低位にある 。

一 月
70 73 

二 月 94 74 

三 月 109 94 

| 剖月 10 1  10 1  

五 月 I I J  123 

六 月
103 115 

七 月
97  102 

入 只 105  98 

九 Ji 105 105 

十 )1 108 98 

十一月
103 99 

十二月 92  118 

合 計 1，200  1，200 

65 

97 

121 

112 

121  

103 

96 

96 

104 

110 

94 

81 

1，21∞ 

7 1  

65 

78 

99 

131  

12S 

106 

106 

102 

91 

94 

132 

1，2αコ

今之を季節指数l亡j直すと第 4 悶の如 くなり 、

1' 1崎市件数tりをて 、段低 1月の701乙封しM: 尚 5 )-J  

の 113、共の差は 43%1ζ 及んでL ゐる。届t I ¥ 1ζ 於

ては、同じく1 rk低 1 月の 65 1[. 到し段高 3 )-J の

121で 、共の差51 %の阪国l を示してゐる。峻J) )

件数lと於ける錨動を見る l亡、認可 巾諦建築物に

あっては 、ゐt低 1 月の73、j武高5月の 123、その

差50、属 !il 建物に あっては、1&1広2 月の65K 到

し5 月l土131、貫 IC半数以 ドの数. ( : を示してゐ

第 Ｔ 関 ・ 主主 腕ｾ管内建築件数 の 季節指数 る。只屈町建物の竣功件数lと於て 、12月のみは

132で 、5月の131より多いが、之は年内完成を 13いだ結果を示すもので 、必やしも 12月に季

節的障害が少いといふのでーは例論現在い。之等の表より見るも 、建築工事の季節による総動、

引いては建築努働の不安定、所得の動揺; の如何に激しきかを 、主n貫 t亡示してゐると忠ふ。

i1. 7)  

建築川のセメ ン トの ｈｾ 荷治 ｩ をＺ見ても 、 Ｑ H  2  J=J はllk111てρ あって 、Aふ以〉i:

か市らないさうでで、ある 。

lli官業; f. s介所が耳元倣ふ 、土木建築附係の求人求職者数を見ても 、矢袋り 1 月 2 月が1t 止低で

あって、 jctH台iの 5 月との聞きは相法;K 甚だしいる ( 第 5 闘参照〕

月. 8
1
1 求 人 求 職 |就求職人の刻合

l 月 10，908 10，591 6，157 58. 1% 

2 月 10，066 8，826 3，978 45. 1  

3 只 15，024 9，07J  5，315 58. 6 

4 月 16，978 8，;]4-1  5，182 62. 1 

5 刀 17，223 8，011 5，576 69. 6  

6 月 15，940 7，707 5，223 67. 8 

7 月 14，505 8，487 5，354 63.1 

8 月 14，680 9，425 6，085 64.6  

9 月 13，IJ I 7，974 4，754 5ヲ6

10 A  16，14-4 8，341 5，4SS 65.4 

II 月 18，892 10，853 7，640 70.4 

12 月 13，903 9，894 6，955 70. 3 

総 計 |
町 52J I  62. 9 

斯く の如 く、 日本lζ 於ても建

築Tー事は季節 IC より、相詰・の盤

勤 を持ってゐるのであるが 、共

では我同の建築持働 者は、月別

lとして1"HLi U : の杭持日教がある

か主 言ふl亡、此の貼l乙附しては

娃念乍ら 、全くと 言ってい L 位

調査されてゐない様である。前

掲「努-働統計要 l斑J K於て 、土

木建築附係努働持の 1 ク月 '1;: 均

作業日教として 、昭和 2年27.3

目、昭和3年27.4目 、昭和4年27.6 第 5 闘 ・昭和 10年月. 811土木建築関係業職業紹介

註 6) 前織替

コー 7) 内閣統計局 |労 働 統 計J要 賢一| 昭和 I I作版 P . 210
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円、! 日j 男句 '27，1 !  1、l嗣J (， ｾ ｉ ・ ＺＡ Ｇ Ｏ，Ｚ￭ 11 、I，;J ￭Ｈ ｉ ｾ Ｒ ｲ ，， Ｒ ＱＱ といふ敏，Ｈか ＯＱ Ｇ ， てわろのみ ｃ Ｂ ， とそ ｊ ｉ 引 ｉＱ 乙

凡た11' 業1: 1数とな ると 、他の管業部門は綿て明ぶ されてゐるにも附らや 、土木建築防l係業

の開のみは 、ンド 1' 1の他伐さ j してゐるので ある。

昭和10"'r"  1亡、人- 阪地) ; ・l版業中fi介事務s ，Jが 、大阪 、 )j( 荷11、取11戸、堺、 岸 和 FHの万点fli li K )j ぞ

ける 、タ・力供給前負業者一一即 ち鳶 、土1: 、 1'1'1士、f ; t f;役ヤiーの供 給請負業者 p: 就 て FJI; J賛した

ｈ 寺に 、 その訓奇川 ＱＱ の 中 、 季節的な就業収態の雄、到にｾｦ，ｊする質川 ｬ こ到して 、 季節的控 ｝ｪ Ｇ ｽｊ あ

ＱＩ と＿等へてゐろものは哨んど ｊＡＡｾ カ］ったの Ｇ ｃ ゐゐ 。 ＱＡＱｬ 刻、 ｉ Ｚｪ が Ｑ Ｑ 守らないｼ限りまづ ｩＧ ＧＡＺ￯ト Ｑ 1/ :事があ

る洋で 、Jt: が冬だから特に多いとか少いとかいふ現象は 、との時の調査からは比11¥す 事l土

川 ろ ｫ なか った椛で・ある。之は 、此 の調査が 、 長 期 ｬ 乙 ｅ る ｦｴｾＧ ｉ Ｇ ， 調査 でないＱＭ ｾ Ｑ 亡 、 此 の 問題 も

よじ校的簡市民 JI I(1;技はれた県IIもあらうが 、市!I負業者ーが必すコしも土木は土木、主主築は主主主主と 、

一定の仕事に労働 手? を振り 1('1けるのでなしに、勝手にその時の都合てー仕事のあるみーに宵Ij' n;

てるし、叉ー ん- 業者ー1mでも 、仕事 の 多 寡 It : 依って弥働 者の融通もq - r はれてゐる様であるか

ら 、此 の時の結果から庇ち ｬ 亡 、土木建築 の犀外劣 Ｍ働 ｬ 亡 、ＧｦＮ ｦｾ￮ 的昨 ，七Ｚが見られなかった と箇 ｦ

I を下す事は大きな諜りであると思ふ。

只一つ芦ひ作る事は 、季節的艶動 を lてきく起させない迄|亡、之'今努力供給請負業者ーを利

月 ｪ する者が多 いとい点、事だけであって 、 此の駄に就ては次の ｾ ［Ｇ［ Ｚｲ｣ 於て 、改 めて少し隅 ｉｌ る

事にする。

大了ーとか 、 ｽ｛ＢｲＢＭ とか 、 タイ ｊ レ工とかいふ Ｑ Ｑｩ，ｾ 1亡、 各lli 産業別になった就業統計は 、日ト の }i )i'

J父開では未だ作製されてゐない械である。 市j r.符が昨秋より 、 建築統計の作製 l亡す手した

械であるが 、 此の碕の淵管が ＱＱ ｜ Ｊ るのは 、桝 首 ￎ￮ｪ 金 ｬ 乙 ｾｦｬＧ ，ｾ Ｚ［［ の日数を 、要ー するであらうと忠は

h る。

5  

前市に於て、問 ＢＧ ｉ Ｇｩｾ に ではあるが 、円本 ｬ 亡 於ても亦冬山 ｬ に主主築ＱＺ事が哀 Ｑ Ｚ 慢する事 を 比 た 。

そ し てJ l : が何年糾り返 されてゐ〆|三ら 、 始んど川|ー併がj に川l題 に さ れ な い のは和j ，¥たであらう

か。事者は その たきな内山 として 、 Ａ ご 記 の二型 ｾ ｩ を勝げ度いのであるが 、諜 謬の似はたんーの

御 教 j Jミを仰きi 瓦ーいのである。

東京 、人ー|鋭、成ひは Jt の他のー人ー郁1/1"1ζ 於て 、例 へ 1 fl 2  Ｉ Ｍ ｊ の厳冬 期と ｾｦｾ も、終日 ￇｦ ｘ 況が

氷型ti f: lc  ＱＭ，らないとい ふ日や 、ｼ降雨 Ｑ Ｑ 年零匂Ｚのおに ｾ築作業が不能に なる左い ふ日が 、 ｍａ

ｉｩｾも連続的 ｬ とは起らないのである。 日本 の大 ｲＱ｜ の大 都市 の冬 期 の気温は 、Ａ 陥米の ＢＱ 守的ーや大

者 ＱＱ ，ＯＱＢＱ乙比すれば、慨 して ｬ 段ぃ メ Ｇ，Ｂ ｋｽｾ してゐ る。然して我附 ｬ て 於ては、昔時よりぷ さに Ｑ ， ｴ し

てJ!!H氏抗な生活ーが: i I < ＼制けられ、叉その ｾ ｲ Ｚｴで＿ｽ働すべく符ｴｬＧｴ付けられた紡巣 、 不本我々は

ぶさに到する感究が縦wして11:t J f . つてゐるのであらうか、日本の住宅lて於ける暖房設備の

快除、衣服 ｬ 乙於ける ｬ 幼 Ｉｬｾ ん法 の 幼干 ｉｾ さが、 ｊｾ を ｪｪ ｘ［杭度迄説 明してゐると足、 ふ 。 此の忍 ｩｾ ｪＮｊ ブ ｪ
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に Ｇ ｾ ・んだ岡民ＧＱＧ上とい ふりも 、 要 ｉ j . ゐt乙4比凶々 .b':，v ) 生叫JK借り{止 さか、戸 J怠なゐ生r古官条件t乙

もJ，tt へJ也、び得る訓練と 、共を改宇野すべく努力する代りに 、.fl: rc 甘んじ断念する不幸怒る台

mを、l I<い問に純え付けた のであって、上記の場合にも 、調り建築作業にのみ見られる特

殊怒 る忍、耐力て'1r.l: 1.延い様で・ ある。 との忍、耐力は 、生活の絞情的恐j広から 9.'J{ ひ られて護露し

たものであらう 。 ｊｴの劣 ＺｴｉＺｾ tl. る生活から更に一段の若年伎 をし ない 1$， 1亡、段後の努力をして

ゐるといふ事が、冬期でも作業能率が兆較的低下しな い事の一つの理山である としたら、

之は必守、しも心から喜ぶべき事ではない様である。

問民の生活7知性の低さは即ち岡家の文明水準の低さであって 、文化の低い11[ 1:舎では 、飴

りIPI: 合問題も重要には取悦 Ir.l: h 友い様である。

以上の理由を第一の 1原p..; 1として傘げたのであるが、之は諸ー外岡r c : . l : じ較して現作技同が持

ってゐる特殊友建築事情を形成する要因の一つであると思ふ。

三 久Ｚｲ｣Ｚ今 一 つのま ｉｾ 山として傘げ 度い事は 、 親方 制 度の存在である 。 規 ｽｦ 制度 ｉ ｲＮｬＺ 現 Ｎｻｦ rc:雫.ろ

j与、殆んど総ての部門 IC於て根引く残ってゐる制度である 。

我問で Ir . l : 一般に大建築物は 、J夜管と綜合請負 とを聞はや 、その施工に首つては殆んど例

外君主くその細部を分割して、捌方工事主か、混凝土工事とか 、石工事と かいふ風に、それ

ぞれの専門別の下請者の手に波される。 その各々の下κ 、更に質際に工事を委される頭が

照り 、その下K 労働 者が配属されるのである 。建築工事に於ける此の制度が、我岡K 於て

は一時的友失業の災禍を緩和 Iする場合が甚だ多いのではないかと考へるのである 。

現に下請者で 、自分の使mす る労働者の宿泊設備 を有してゐる者も 相汗; 多く 、又大工事

にあっては 、その現場[1付近 l亡傾場を建てる事すらあ って、共の場合降雨等l亡よって一時的

な失業lζ 際合しでも 、J白: 接路頒 l乞迷ふ事なく 、叉令鋭的 l亡は多少の前f行も許される事情に

あるので 、此の制度の下 IC 11"ん じて働 く者多く 、1);1乙例 へ一時的 l亡失業 しで も、拍んど .H:

がII¥t舎の表雨 l亡表れないで、悼んて' f H手ふのである。

此の制度は 、大工とかゴ: カー とかいふ、7ii う! < : より停承してゐる部門程多く 、目つ強力に?白ミ

ヂf し、 千i 仁タイ ; v .1". 等の如 く、生産叉1r.l: 1m工に干'Fi 近代の方法を採 れ るもの程少くなり、 サ

ッシ ユ、 シャツ会 一、 エレヴヱ ータ一等の純然た る工業生産の部分では 、械めて薄く残っ

てゐるのみであるの随って此の制度の持っ てゐる利益も弊害も、前者に於て特に弧く作月j

してゐるσコである 。

此の制度は- } l i ; 闘に於て 、多くの利益と多くの弊おとを r'iJ 時K 包 含 しつ 、護達して与!<:tc特

殊なる制度であって 、古ijぷlこも少し述べたん阪地方職業料介事務局が、光年大阪、点者11、

雨11戸、堺、 j 待 IIHIJI. .r! i の、与子力供給請負業者の調査に於ける 、想 、ニl:工、 三f- f専等の建築防l

係業者の調査の結果l亡兄ても 、此の制度の利弊がよく表れて ゐると忠ふ。

v  3 8  

今 簡1i Oc 此の制度の利盛と弊害 を喜界げて見る l亡、

利益左目 される却i は



- 与手力の請負に ｴ ｊ ｜Ｇ る ｈ 守は 、 一時的 な ＱＱ ， 事に於て Ｈ 姪 ー 袋 Ｑ Ｇ ， Ｚ 事 ｬ ょ絞 Ａ てー Ｍｨｾｊ ｈＧ ｊ な Ｑ ＱＺ事 ｣ あろＩｾ ｦＮ

;た+ . と労働rrーとの防11不が 中断される鵠に 、仕事が終った場合l乙WMW等のl肘倒な問題が無 く

て慎む事

・ 所要の人 事t亡、所要の人数を本易 l乙揃へ得る事

・ 6F働者の集合、青j" 散、共他作業上の 統制が よく効く事

等であって、之等の利金とされる鮎は 、1f1Jれも事業主叉は市!j 負業者に とっての利盆であっ

て、持働者 l亡主つては必やしも此の制度は有難いものではないので・ある。 ζ の労働持lモ有

#iftくないといふ貼が即ち此の制度の快鈷に属する所であって、

告 ｩￆ 里 ｾ ｩ と ｉ ｪ さ ｾ ｬ［ る型 ｙ ｩ を ｾ占げろと

• j必常、賃イ訟の約 1 Ｇ ， ｾ Ｇ ｉ ｉ の ｬｉ ｊ ゆ ｉｬ￼ がわ ー はれてゐる 。Ｈ 此 の ＱＧ，めＡといふ さ ドは会栴の き ドＺで ・あっ

て、質 際lとは之より活 lL:.:t い淵例ねが行はれてゐる質例は誕だ多 いので・ある 〕。

・ 続ゾ1・の下に宿泊してゐる者は、桁泊料を就努の有無に附らす写天引されるので ある が、

ｊ ｾ は施設 、 待遇の市 Ｑ Ｑ 合には伏してき長くない場合がＱＢ Ｑ ・々にしであるのである 。

・ 保 健、稿 利の士??延s等の施設は殆んど 現在いのである。

・ 死 傷の場合に於て 、. T . 場等に於けるが如 く、位康保険はなく、災害扶助法に依る以外

は、親分の見込l亡依る救肝あるのみである。

.  ｩｊ ￮ 分子分の ｦｩｪｪ 係則合て結ばれてゐる ＱｾＱ 亡 、 就労，者同 ｊ し判通以ヒの労働を照 制 するが

如き 、奴隷的取倣の傾 li ，]な きにもあ らや。

大鰐以 ｴ の 如 き 利体 がイ ｦ イ ｬ するので、あって 、 との 制 度の版記の ｩｾｾ く 、自 に特を ｩ 次 むろ に

ｩ ｬｌＺだＧ令易でない事は 、此 の訓奄 ｬ 乙 ＿＿［ った ＿呼 出 Ｇｉ ｾｾｾ ｾ J，心者が始んど fカーしく認めて 肘らる、 )i!j で あ

る。斯 くて との制 ! 主は 、 との術1]1支の可否に |制係な く、 1二記の利砕を併合した怯、ノト日 桝み

ノを護展し11;量感 l亡なりつ L ある。攻問建築作業の季節的失業も 、との ffjlJ 度の峰lこ従 l i uて、

全 く去 l雨に川ない技である。( 一九三七年三月 〉

満 ｲｾ ｾ 関鞍山昭和製鋼所 事務 所

本館建築設計同案怒公募 集

株式合J! I i : 昭和製鋼所1りそでは去記の如き設計| 川案 をi L削 より劫; 1 ) ょすると主となった。m.

A の詳細I'I [" ｪｾｾｾ ＧｉＧ Ｑ＠ � ｬｩＺ Ｑ 市長 山 ｮｍｾ ｩｊｉｬ拠鋼所 Ｑ ・事事務 ｊ￭Ａ ｩＧＭｊ宛ｉＧｃ ¥:¥11今せ られj変いo 伺 し本協ヂ? にも 備

付けあり 。

1. 位 置 潮干州協i較 111北 一保田[ 79許地

2 賞 金

l 等 l 名 3，OCO問

2 等 l 名 1，000側

3 等 2 1 ' i 各5∞側

選外佳作 5 名 各 l∞四

3. 締切期日 昭和 12年6月30 日迄到着セ J V モノ

4  審 査 員 Cflll1序イミ同〉

柿 木 i't ｾ生 ｊｦｩ徴 ＱＱ ＱＱ

l内 政 太 郎 鈴 木 正 雄

附 大 将

久 保 岡 常 務

矢 野 工 務 部 長

太 周 宗 大 nli

'i ' 山 総 務 部 長
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都 市 計
主主

堕主 の 将 来 の 潟 め に

村 辰 夫

4引の火; 化施設は共同のli;l :合生 ii r. H-jl 人jれを友徴し 、併せて同氏常識の如何 をjメ|映する。

此の 意味か ら都市計書は共同の文化的進: J j を 、判断する k の尺度ーとなすととが11¥ぅkる様に

思 ふ。

一一都市計壷の認識問題一 一

そとで我附の都 市青1-霊を町iみるとき 、処して共が文化的内告を反映 してゐるかどうかと

云ふ姑に大い怒る疑問 を抱く のである。 自分は今此の解答; を1Xす 前l亡都'rli 計設に到する一

般の認識問題、謂はど怯1民の者11di f; '1・25: 的夕、11識 の程度にやi て二三の例示を傘げてみたい。

令て或る席上 l亡於て某質業家は 「都ib計霊」と 云ふべき事を「土地計書」なる 千i-葉 l乞世

換へて終始した事責 を私は記憶す る。叉先年] J 光地んー を放行した際、都市計霊地方委員令と

は東京市役所のイuJ部に局するかと謂ふ質問を: J t ! 係の役人から受けたととがある。然し更に

驚く可き事は都市計課そのものに従事する職員から都市計君主と I'I 道路事業 なりと 云ふ千言明

lモ接 した事で ある。

向分は今にして忠ふ。恐 らく此の例詩 I' I 特定の人 ITIζ |以られるものでは1nt くして)JK く一

般属1:合人 の郁f ! ' i 計:; H:vc 釘する認識を代表するものと 謂 って良い様lて考へらh るのである o'

有拘郁[1市 計計岨葺………. . …此程程l.Jo共4正隙をつカか3 むiに乞 j刻郷g却i

吉向部 ｩ官 ｩ を 捉へて全部とし 、 或はその ｪ 長般なる事引のぶ村 ｩ のみ に捉はれて共 の み ［日 を掃み ｾＧｊ ない

と云ふととは11 り作べきと とと Jι ふのである。

然し現イ Ｑ Ｚｬ ｩｩｬ Ｚ 合の 常 活 性がｽＡＨｲふした浪 Ｑ ＰＯＨＰ や 挟 ｾ ｉ［ ｦＡＮ で す ｊｦ ま せる科 ｊ ゆ ＦＱ 民の ｬ￭ｬｬ､ ｬ Ｇ［｜ Ｑ 苦 ＱＺ Ｑ こ到する教義

l土低 いのであらうか。

'1' :城京の百十Z2. は/I' よ り1200午前のととであった。然 もJ L: 後幾度ーとなく相泣 した自然のJJも

Ａ点と人 Ｑｾ 的災制 Ｑ Ｂ｛ よって 版々 ｊ ｾ の ［ 機合 ｉ｣ｬ ＺＺ［Ｑ 吊 した似 ＱＱＨ が今 ｦｩＧ＾￬ｦｦｬｬ ｉＱｉ 計 Ｚ ｭＺＱ 亡 ｬ 持 ｬ して斯 ｊｩｩｬ 乙 迄 ｊＡｬｾ

知 な る詩は ない代ーである。

近代の東京 ｬ 亡 ｊ ｾ の 手近い例 を皐げて 凡 ても ｬ 明治 Ｕ ＱＮ Ｑ ＢＧＮ の話 ｾｬｉ ｈｉｉ 町 大火を契機とする耐火建築

傑例、 克巳 22年K 於け るdil ，巧改正佼伊!の 公平ri 、近く は大正12' 1三の六時火災と斯く頻繁に何1;

バ ｩ ｾ l'設 と民家と はが; びイナけられたのである 。殊 1"[ 11主のiJd災l亡?;:; って 、斯 る惨禍を flj. び縦返

すまいと決意した di 氏の熱芯 とうJfブj は遂に未令有の大事業 を 完成 させたのだ。

v  4 0  

その ￯ ｬｩｋ が 、 ｊ 七 の 附 Ｑ ＱＨが現イ Ｑ Ｚ 抱快する首 ｉｬ ､ｩ ｾ Ｇ ｉ ＧＺ［ ｈＺ 認識に於て斯く の 如 き有絞なのである 。

熱し効く隅め易いと去ふ事が主n1
J1

JI 乙同1( の試質である とは澗へ 、然も ??; 事業者 lこ於 てさ



へ現イEの都市計ー霊を以て事巳に了れりと篤すが如 きは何事であらう。

現イ ｅｴ 踊子された都市計笠の賞 ｅ 丘 、 即道路網 、 地域市 ｉｊ 、 防火 、 ｊ 定ｾｊｉＮ風致地席 、 公 ｼ 刻 、 ｉｬｬｾｾｾｉ ｊ

終玉県、市場、月号場等の決定 l'I 成起訴li ilj 計・安の施設には遮ひたいが決して共全部ではないの

だ。都市計書が若し斯 る脱皮で'i ，出込すべきものであるならば結h.'J ｾｉ ｪ ｾ なる ￯ ｬ￮ｬ 高改 正 と ￯ ｬｪ 街鮭

ｊ Ｇ ｈｾ Ｍ ｉ 苦 ｪ＿ と に 終り、都市 殻展を誘導せしめむとする犬同的計担 ＧＺｶ｣ は終 ｬ 亡一歩も進み伺ぬ ￯ｴ 場

lこ世かh ;るであらふ。

者1Iけi 計ー垂のみ; 旨 l'I そんな終f1:ぶを IJ '，:;[ ; てとするものではない。持|川i と誠ふものを如1nl に

構成すべきかの掃に鐙理し 、矯正し 、助成し 、敷設し 、桁導すべき計霊であらねばならぬ

と云ふととは敢て都市計霊法を候たやとも ｉｾｪ らかである 。 換 子 守すれば都市 ｪｬ 存う ｫ の能力 、 ぜ五

ｪ 止、 分限を定め ＭＱＢ して 者 ｛ Ｑｭ ・ｾ ｩＢ ｾ ｉ ｲＺは存 Ｈ ＱＺ し件ないのである 。

此! 品で fl i-び市初の疑問に l ' r _ 師らふ。斯くて! 日(Itt; の誇IITb計主認識は未だしもである。泣憾

乍ら我以lの郁i I l 計- 主主は末だその文化的水準とは遁かに距つてゐるもの と云 l'I ざるを件ない

のである 。

之に聞しては官民共l亡立l fでを負 lまねばならぬ。そして先つおIlil j計主的常識、云 lまピ批舎

生活的教養が如何に低{ 止に あるかといふととに我々は l守究し反省すべき必要がある。 同 時

l亡最も重要たと とは我々都 "1計21E家に興へられた任務である 。我々は先づ反省と共にその

職務に忠責ならむが応 l亡、進んで共偉大なる仕事lと到する王'l l1o/i"と番目Hi計書常識の Ir') I二とに

/1') って rfi.{: <民衆 l乞呼びかけ 、その附心を喚起せしむるととに初めねばならね。此とそ者ISdl

ｾ ｴ 誌の費展を期す トｾ I亡叉捕 1:合的: 官識の /1' ) 1-_を百 i る k に、是非共必要日緊切な |問題であると

JE、ふ。

一一都市計壷の行政的地位の向上一 一

ノトl ! 此雌1<: 都 "i ;¥l-lI: 法第一保を' ) 1川す る迄もない 、11主の保火; に抱合されたあ の伶たな任

務に イ・ ｊＭ てその ｊｬ ｪ 誌 にあるものは先づ先住者ーのｪ｟ｴ識に ｊ，Ｇ ｊｘｊｊＺｾ 表さなくてはならぬ。それと ｬ Ｇｩｊ W. 'j: 

ｬ ζ 今迄なされた 都 ￯ ｛ ｩｾ 十 主事結 ｊ ｊ｟Ｚの Ｑｉｬ Ｑ Ｑ 度の運ｴＱｪ Ｑ こイ・ ｊ Ｇ て忌 ｴＢ ｪＨ たく批判し熟 ｬ 邑せねばならない 。

都市計需が綜合計主であると去，ふととは今夏此虞Ic j卓べ る迄もない。

それには官民の協力 と叫併が必要であるととも初論であるし 、叉同家の法律 l' L i'I して如

何 怒る官服! と謂へども公正なる 協 力 をwふべき事 l'I 岱然である 。

然し 此 の精 ｾｩ ｬｬＢ 亡が ｪ 等の公りがないとしてもその貫現に到して必の Ｑ ＱＮＱ［抗も支附もな ｦ 現 イ Ｑ Ｚ

の有fl -rlj 計霊は進んでゐるだらうか。

綜合的 にE る行玖lま現，{I : の行政分! J 1- f 1亡到して手fdJj IJ ブJ 111[: しに lil li' 仕なる護展を日し件るであ

らう か。現イEの' ，1 ' 雌は一部門戒は一定領域の行攻を分学: する故l亡、共の施玖はその旬間内

の事項に限定されるから従って ｊｾ の内 ｬ 乙 Ｑ ｮｊ 等綜合的なものを期待するととは事責上難いの

である。 都 ￯ｬｪ 計霊の現行 制 度 ｬ 亡於て綜合 、 統 制 民主 ｊ する支附あるは ｊ ｾ ｩ ｲＧ 一行玖 ￹ｊｾｴ Ａ ， のう今帖

Ic l.めするが矯友 りと云ふ立見も恐らく 此の鈷ーから 1-/¥穫し?とに相越ないのであらふ。近ゥkそ
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。所思地 位。昂上と云ふ黙が都市計一重者問。問題 i亡供せられてゐる所以も主: 故なきに非ヂ

であ る。 斯 るが故に或は内閣調査昂 に入る可しと 云ふ説も 、又は内閣に ! 墨する軍調官取と

す可しと云ふ意見も綜合計主の1;t の 回i骨徹底を計 る上に於ては相常: J : ¥J l r.l:! あり と見 て貨 いの

である c 何 れにせよ綜合計設に劃 しては行玖の各分野 I'L付 い ての統制的構力を附興すべ き

必至自のあると とは都市計聾の港行上から見て段早明 らかである。

一一 都 市 計壷 の退嬰的風潮一一

J折ふ謂った都市計EEの強化 忠i制ある 反 而 lて我々は一般 を通じて都 rli 計 笠 l亡到する退嬰的

風潮あるを見逃す諜 K は行かない。然しそ の思 潮の依って今k る所・以 を前述した賀行力の行

前 1) に師「 る ととは安? ? ; で なL 、J ＱＱ 妥 ＱＩ に そうだ と ｬ たなら Ｍ Ａｾは ｖｩ［ に郎 ､ｩ 計 ［Ｇ ＡＱＺＭｋＭ )ヰ! 句身れ卯

:刊さを 'Jζ'i lζ 過ぎね とと 、なる C あ らふ。 1' 1うトl士Jl 以外の たいなる川閣 を引 へて比! 主L 、。

丹l;d，，¥I-jH: 法制が 胞11ーされて以外<i 20{1ミを粁た今 H 、その 日常事務の 1-，[(:: 11，(: も)lJf. al 問題 となる

のは11政情」で ある 。現代の"XII ､ ， ｾ ｩｉＢ ｪ 日［は ｉｴｾｩ Ｇｴ￯ ｬ ｦ の者 ｉｬ､ ， ［｜ 十 粛な り と去ふ誹読も恐らく之を否定法

ると とは 川 予 ｫ ない で あろう 。必 Ｇ Ｑ ， Ｑ 説 、者 Ｑ ｉ ， ｬｩ ｾ ＭｊＭ 養は従来の向 Ｑ Ｍ Ｑ Ｍ Ｑ Ｍ Ｑ ＭＺ 義護展ｉＧＱＺ ｦ ， ｴ して 、判勾 か多少

J 与制|咲か統市IJ を))/1へゃうとするのであるから時|乙はイ11，1別的工心ι と馳背する場合も あ りfl} る

の だ。従って陳情も夕、己むを 件ない。然る IL亡近頃の者到郁11'1川1'，わ川"リ市lリ|

l正向「ム付，)がある 。官 f僚奈刺1澗萄f汗存素 より 不 可でで. ある 、 と云って 凡てのl味。目!? に脅威される必要It . i 屯もな

い 。 況んや都 ｲｬ ｩ 計認 ＡＺｊｾ も の ｬ 亡到する 深い 認識 在確 Ｑ［Ｇ［ ｜ た る信 念 さへあれば 「陳附 ｊｉ て ｾｈ する 判

断の如 きイ口J I ' 1: 値するも のであろう 。 更に共が或は利慨に絡み或は内己の{!f 'rl:を百十るもので

あったとすれば之を拒干与するに何の恐h る蕗が千i' ろ う。要する にj析ふ云った事象は払;t tli の

掩護と郁ＧｲＡ， 百 十菅Ｚ的拘束 の 間 ＱＧＱＺ ｜ ＱＺ って ｊ 七 ｬｲＺＨ 除を誤るがＱＮＺｾ であ り、可 ｴ ろ 者 ｉｬ￯ｬ ， ｾ 十 番手 可 ーとしてのｽＮＡ，

ｩ ｩ 誌に多くの疑を持ちたいくらゐ である。の みならや逃 んで 確信を作んが民 ｉ｛Ｎｾｲ ， る懐疑的 傾

向は作々にし て閃稲と退 嬰と を斧み 、更に都ｲｉ， ｾ 十 認Ｚの桁 ｬ￭ ，Ｉ を積杓 ｩ から ｩｍｩ 坂 Ｑ ｛Ｎ［ 並行せんとす

るに至つては己 ｽ 亡 者 ｉｬ ｲｉ， ｾ Ｍ Ｑ ー諜そのもの ｌ 向滅を意味するに他ならない のである 。 近来此 の Ｑ ｾ

Ｑ 亡 者 ｲｬ￯ｬ ， ｾ 十 煮のＺｊＧ ｜ｲＺ論化、持 だしきは Ｑ 投勝的計 Ｕￎ ーをもって 抑 進めようとする ｻｴｊｩ li ，) が引くなって

4:1<ζ 。

之は従来から閥系イ・l けられなかった 荷Ildi 計費そのもの、流|仰に有I1Jであ り、l抄くとも判

断のぞN交として有効であるかも知れない。然し Jiil :台、1! nち人! 日l を相手と する 者Ild' ;¥-I' -;:1;を 3:
'
1l

1日前のみで推してh かうとす るととは有 り得ぺき ととではない。 比属医は ;;;η i&も入 1) 、i吹;.('i

も1mは る。旬ろ 何Sd，，¥I -iJ{ とは 11与のJiil: 台記13誌のfJ -l tJki からー‘ ! J ; を足[ ; めた桁導的計-tLl ーとぷふ事lこ

.J  ｬ Ｚ 合 ＩＢＱｗ ｬＺがある械に忠 へるのである 。 私は と 』 で 十 ＱＱＱ 象 ，［命を Ｑ Ｑ めて 現今 の 逃Ｎｮｾ的思ｬ｜ ｶｬ に十ｩＧ ｬ ＮＭ ｦ ー

をか けるぷ味 の ＱＢ に 一 つの 例 読を ｾＡ Ｉ ［ｴＧ と 於ける近き ｪ 品 ｌ の事賞から ＧＱＱ 川 しよふ 。

明治 ＱＷ Ｂ Ｑ 三 ｋ ｦＡ ｉｊ められた ｾｾボリ ｩｨＧ ｉＧｾ 改正事業の制介を此地 ｬ 乙 拘げ る 。 先 づ 常時 の ｉｬｩ ｨＧｉＢ［ 改 ｉ ｬＺｴ 士

イ"J "必迄及んだか、一勺/ う不. 三Fカーl亡烹る約42路線の新 設 、15'i"r JII の新 躍、2o'i"rJ II の改 修、似

ｩｦ￬ ｴ， 奇及 的 ＱＱ ＱＧ 栴僻 の ｙ￰￭Ｍ設 、 ｊｾＱ 山橋 東地問の事業 を 第 一 若手とし、究員 Ｎｻ ｉ 三陀は更に， Ｈｾｪ 法令議 ｊｗ 、
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Jt.1百J.lt it' j 1所の設世、MI 世lの 新 設、魚、鳥銃菜市場並に屠fZ:場の改良新設、演劇及歌舞昔IIIJ! 易

の議が追加されたので・ある 。 j凡ι そi此Ii付i化上合施設と見るべきものは企部lに亡亘つて者州郁|日iわ川Iバli 計計- 謹安: の傾域

としてf研灯究されたのて匂ある。 i泣:立I憾' 1戸2 らそ匁担22イ作iドi のJ議ん与山iとごに於て j此l比t守

それでも f向お約3河00ω日附符抑F隙泉加lにこ/必止ぶ; 沼i j J '路作、::; Oinf川のおf棋はえ・修、 ｴｴ 日立の新設 、 ＴＹ ゥ所の公 ｬ Ｎ｜ｩ ｬ 、 Ｓ ｦＮｾ Ｇ， μ ﾭ

diJ 話、2 市ー物i Ii 土砂、3クjり?の獄 市 川i 場l 史民場 、5 ナJi J iの火 作 場、6 ナ) iJj- の来地、 それに 1mふる

に新情( 汐切) r. 野Ii日の高架連絡と 2 停車場の新設が議Iとされたのである。此の議定は買に

今上 1) ＵＰ Ｇ｣ｦＭ前 、然 も司 ｉｾ }jくけi の 手tζ 依て得された ので・ある 。 持Ildi 計型; 法が施行されて己 IC 15 

{I三を長官過したメト H 、llt の偉人ーなる事*J '，I乙1. [して花々は如何なる顔を以てまみゆるととが川

米ょう 。 常時の ､ｩＱＨＧ の教養 ｉ｣ｾｲ Ｎｪして此だけの決定が拐されたととを見るにイ・ ｬ 、けても 、 ｈ 干の

ＮＧ ＮＮＮＮＱ 込 が 如何に有 ｉｬ､ｩ ｾ Ｇ Ｑ ー ヨ ｈ ｣Ｚ到する正しきま ＱＱＱ 併と協力 Ｚ を持 っ たかと云ふととに到して ｬ 当分 ｬ ｬￌ 1.'t 

治と環境の ｪｾ 宇を附しま友いの で ある 。

制米文化の進: ) ; - 、 その5'11渦 K 格段の相遣をぶした現代に於て 、昔IliliH聾は此に似る幾何

の護展を応したであらう o ｾｾらく 都市計 書ｖｃＺ '1:，9Qする者・は 、此の事買に三省すべきではな

い乎。

我々は更に夏に積械的 l亡jfu まねばならぬのである 。退嬰を排し 、附循 を.): ] ' 1波し て一路者[1

Ｇ ､ｩ 計書の更生ｖｃＺｾ昌也 ［ すべき と そ我々の任務 で はないか 。

一 一技 術 的 綜 合 の 必 要 一一

1' 1分 はJ ! I亡者Il ili 計百: 11: IAhJ Ｙ ｩ ｛ ， すろ 技術 の 分 ｾＡｦ ｬ ζ イ ・ ｬ Ｇ て の ｊ￭ＩｪＭ比を述 べ て見たい 。 ｪ もそ郁 ､ｩ［ ｬｉ Ｇ Ｗ ｊｾ Ｚ

ほど単純iの 綜 合 を必要とするものはない。 J1. : l 起にた づさ はる取qfti i't'. )部 I"II II -ill築一1:木を始 Jと

する一般 ＱＧＮ 取は ｼ山 ｬ ょ Ｑ Ｉ 段取 、 終 ｩｔ 号車及地 ｔｦ 地内 ｊＳＱ Ｇ カ ・の ｊｉｉｬ ｊＷＮＡ的部 ＱＱ｜Ｑ と足 ｬ こ 制 度に ｉｨＯ［ ｊ ずる法 ＱＱｾ

F14、IJII ふる lこ1111 合';j J: )次取を介 むのであ る。 放にそ のJ事術的協 }J は ｾＱＺｊｩ めて深部 Ｚ Ｑ 日 終 ｩ 接でなけ

ればならね 。 然し澗，Ｉ技術 の みでな く ｊＷＮ ｾｱ ｦｌ ￭ｬ こは ｪ も そ各々にイ ナ て の 分野がある。 Ｑｾ めに持 ｉｬ､ｩ

ｆ 十 司王 ｬ ζ 於ても ｦ 佐々ＮｦＱＮ ｾｱｦｴｩ 的分 ｾＡｦ ｬ 乙 依ー っ て分 ｦｬ せられ る ｊｊｊＭ 合が生やる。 ｭ へば住築家は地域 、

防火、 美槻地ｨＧＱｉｾ匂ーの け ｩ 街地位 築物法ｼ持 ｪ 係 を一二 Ｑ Ｚ 木技術家は［旦附 、と下水、 ｩＢ ｦ 川 を分訴する 。

斯 る 分 科l生省[1市 計く11: 技術からして脱水的に不可とはならない。然し各共技術のみに従はん

とする事から ＱＢ ｉＧｾＧ［か ｊｾ 単 ｬ 亡技術的立場 ｋ イ￡る相法即与門 ＨＱＧＮＩ なはの Ｇ ｦＮ ｴ Ｍ ，ＧＡＺが起り勝である 。 と

の 燃はＧ￬ ｬ｜ｾ ，ζ 者11バi計者:のみで、ないけれども特l亡指11リi計5日:1乙於ては側めて i主意を要する II¥H週で

ある 。払はそれに従事する技術家が持[1 ､ ｩｾ ｩＧ Ｚ， ｒ 家 ｦ とる の ｲ ￬Ｎ ｾＮＺ ［ ｩ 誌を以てすればか ｌ る 川題 ｉ Ｇￌ起り

件ない符であると 1p;-t る。 lこも 抑 らやJ!Jf るト ラプ‘ J レありとすればーIC: 技術者ー 内身の J I¥I乙9¥lr

さねばならぬ 。 ｬι そ持 ＱＱ け ｩ ｾ Ｍ ｉ ＭＩ ｲＺＺの如き綜合技術 ｬ 乙 刷 Ｙ ｩ ｛Ｎ する技術家は 例 へ自分の本 ＱＢ｝ が ｦｬｬｉ であ

らうとも之 l亡偏執し 、それを同持すべきものであ って はならね。 者11di 計設が第ーであり 、

専門技術は第二必である 。 であるから技術家は内分の与門的プ1: 場からする者II 'di [¥十志 技 術 家

たるの見識を持たねばならぬと思ふ。徒ら ｬ と各々の分 ｦｬｋ 偏せや共の衣をきたる ｲｾｬｬ ､ｩ ［｜ 十

Ｕ 干Ａ＿技 術家」でなくてはな らぬ 。 か ｨ る事刷が延いて郁 Ｇ ､ｩ ｾ Ｇ Ｑ ・主の後退を 叩く と と、なれば そ
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れ と そ技術 家 として ｯ ー ｉ ｾ ｬ 恥辱 で あ る Ｐ だ ｯ jl1: 0 特有[5，ｪ， ｾ＠ l-jJI技 術 者 は そ い に 反 省 す べ き で

は な い か、

払は 俗 画 ー に以 ｩ 二の Ｔ 項目を尋 ｬ げ て 、 首 ｊ ｬｲｨ 計 裂 の 設展 ｬ 乙 ｾｍ Ｍ ｲ る 、 同 ｆ のＱｦｴ 重要な る ＱＱ ｽ Ａ 閣とし

fζ い。

例 誇 し た過去 の 事総に徴し ても 者 ｊｬ､ｩ ｾ 十設は現状 の ま ａ ・ 日 ， 主 情まされないの だ。 殊 ｬ 乙有 ｛ｉ ，ｪ ｩ

，ｮＭ］ｾ ｈＺ 抹 の 退嬰は民間 の 時 ｬ こ 慨れ民間 の 時は更に持 ｊｓ Ｍ ､ｩ 計 ＷＱｅ 認 識 の 快如Ｈ ＧＱＺＺ -J:J，;づく lこヨ買っ てはN<i

ん 相候 って 者 ｉｉ､ｩ［｜ 十諮 Ｚ ｊ ｉ，Ｚ も の にたな ろ 侮 ｊｾ ｦＮ を Ｙ ｩ ＨＮ へて ゐ る ｬ こ 過 ぎ ない の で あ る ｮ

ー んーに附ゴＺ ［ ｜ＱＭ官 ｊ 也ん Ｇｉｮ Ｇｪ ｾ Ｚ の ｾ ｜ｩ ｾｫｬ 乙 宅ら む とす る と きその ｪ メ ｉｦｬ ｪＡ こ 者 ＱＱ d  i  ;¥I":l! :的} 無知の イ(-{I :

を よ よ る と ｊ｟ ｾ ふ ととは あ まりにも距た Ｑ Ｉ 治きた ｩ ｩＧ ｬｴ で ・はないか 。

ｾ ｊｩ ら く 拘 ｛Ｑ け ｩ 計誌 の ＱＮｾに今 とそ 我々技術家述は よき 品 ｼ ‘介 、 よき さ ｩ づ ｬ 庁 を 口ざして協力し、 ｬｬ ｬ｜

1
1
1'( し、そ し て 勝 来 l亡 ri' l って ブJ ｾ＠ .  Ｎ｝Ｇｾ きー ［ＱＷ を ｕ Ｍ ＿ ｬｉｉ Ｇ， す ￯￯ ｊ き秋た る と とを ＨＱ 分は敢て開帳し て ＱＱ Ｍ ま

ぬ 次 抗 で あ る 。 ( 12. 3. 10)  

( 五十音順〉

鈴 木 立 、 冗 郎 大阪府立今宮職工準校教総

中 野 順 次 郎 大阪市立都島工業祭校教諭

ムHレE  
2た 都 能美商令社長

)]，正 i紛 初 夫 竹 中工務広

LP. Ul t  IJt 一 市政調査令

原1 n  ilt 
→?  

大阪府立丙野 間職工準校正E築科長・水 tf，

"  

令常務

で1171  1I 1  );I( 
I主 福井高等工業事校教授

- 1-:-

中i l民 ラ之 内務省都市計E在来ぷ地カ委 員合技師

"  

111 退 フ之 大阪市カ:者s島工業率枚数議

jl主 ー，FYsL  大 林組毛見 事 長 部 長 ・ ホＺ 協 千ｾ Ａｲｾ事

月 韓
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本 邦 都 市 住 宅 改 善 の 根 本 問 題

1  其. て来るとニろ

2  f1J 地 針 盤

3 佳 宅 の 密 度

l ・ 其 擦 で 来 る と こ ろ

野

4 佳 Eさ の 嫌 式

5 住 宅 の 質

員

我同l乙於ける住宅問題は そのイ"ULの部門に於ても米だ解決されて居らない。 と云ふよ り

むしろ殆ど手もイナけられて府ないと 云ふのが現状で あらう。であ るからいざ 1誌に 一手をやJ- け

ゃうとすれば1"J t しも根本か らやら なければならないので、- tX闘の住宅の程度を一般的 IC欧

米の夫れの7l<i l主に迄引上げるには質l亡本易ならぬものである主忠ふ。今此擁てう! < : るととろ

を検討するに 、( 1) Ｍ￟ｉｪ 立的 ｬ 叶 ＱｾＪ の問題として住宅 ｬ と到す る概念が低い 。 ｲ 府 は膝 を本 る

れば足る」と云ふ此儒教的の思想が上下の} 骨 をi泊じ て徐りに も火償 l亡解され、筒Ll lj され過ぎ

てｽｾＡ ［る と と 。 Ｈ Ｒ Ｉ 従て錫玖者間 ｉ ｃ も住 宅問題 を軽 践して未だ待て住宅攻策を共玖策 ｬ 乙探事

たる玖I{.f の友きとと。 ( 3) 者11"1の住宅はその七・八割が純然たる管利本位の貸家業者の子

ｾ ｉｾ にあって、殊に大都市 ｬ 乙 於 て共 傾向 が強いと と 。 Ｈ Ｔ Ｉ 住宅改刊ーを ｊ 七 日 ｩ 責 務主する建築家、

首llili 計童家、保健衛生臨ん1市lζ 於て談調査研究の樋めて43・:閑 Ic l! j.t せられて居ると と等以上

の諸原則が現状斯くの如 き悲惨なる住宅を生み 、而. して以て凶民の贈位の低下の ー誘ぴlた

らしめ 、叉岡民のtf. f 操泌養l亡一大障問たらしめて居るのである。而も脳出内間以来玖府に

於ては保健図策を民攻策の一つに 掲げて居るにも拘らすコ住宅玖策 、住宅改善はその攻策の

内告には 一 議的 ｬ と は硲られて ＧｉｉｾＧ らない コ 同民の保健 を ｼ問題 にする以上 、 健康を盛る人間の

当 ［Ｚ， ｇＡＮｻＡｊ ｪＭ たる住宅 を 無脱してｼ判比の保健ｩＺ｜Ｇ題は殆どｾｾｵ，止 をなさねもので はなからうか 。 以下Ｎ

如上の比地 よ りして、 1J: !: むと ;!tIJ 地と の刷係 、- ;IDJ地内の1: 1・. -むの主i:'&住 宅 自惜の大さ 、一住 宅

内l亡住むnJ き員数、住宅の様式及び1 1 : ' ちの貨の問題等にイ・J-き仕宅問題 を少しく検討してみ

やう。

2 ・ 劃 地 計 書

者11リi 計霊を貫施せんとするに前て 、先づ] p( 初IC}! 羽地のんさを決定し てか L らねば、作iJ:;i li

の人ー さ も Ｑ とまらぬであらうし、従て又 ｅ 伶隔も決め ｾ Ｇ ｊ ないであらう 。 剣士也 ｉ ｾ ｉ 慌 の ー 人Ｍさ は首 ｉ［ Ｍ ｊＡ ｩ

i十設の貰施に市ての根本規準のーっと 云 ふIOIJ きである。かゐる根本的規準を持たヂしてf . l 1I

イIIj にし て、X 州 を市位主して lfj ):;i l; を:ムL め、J l つ抑川 をtkλ: せ んとするのでる らうか。さ な
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がら居住λ 員を定め守 して1t 宅を設計A す るの7tH乙て賞 f'C j止以 U!!t 法な訴はない。 而 も技同

の昔11ｲｬｩ 計霊 ｟ｉ Ｚの法 制 ｬ 乞於ては此矛盾 ｬ 亡も等しき事を ｌ ｉ ＧＺ 縞で Ｎ ｾ i はしめて肘る のである。然し

立法 Ｇｾ［［ ｨ ， ｪ 或は行場 ＨＧ ｾ Ｚ ［ ［ h. )  1亡云はしむれば、それには 心 らしい王111山はあるであらう。I ! [J ち我凶

の現状に於ては赴以 上9J1¥い法律Ir;t，' -I'，せるか と。だからと云って役にも立ちかねる校友法律

をH¥す 引1111とはならえにい。我凶の者II Tli 計霊法のほ- 法である陥米の哲IlrlJ il 十霊法 lと我手11の夫れ

の如く 、:計計十-蓋の械る可き』某L日1幹今 を削除したるが如き法H術伽制i引刊|リlがイ小和判11吋1リJ1碍註の除附11に乙あるであらうカか丞b。タ例j 巾

制地 の 規 ｶ準笹を規定する 。 殊 ｉ Ｇｃ ｊ 七 ｬｴｫ 小限度を規定するととＯｲＮ主将桝事情や 、 権利 Ｚ ｾｍＱ系 の ｲｭ 名 ｩｦ せ

る既存の市街地lて於ては似る 1*1刻iでーあると之は判って居る 。 さらばせめて i新次 i止を貫施す

べき建前l亡法flj lJすべ きであり 、又出較的是を貫施しやすき焼跡の鐙士'IH' C 於てなり、! ! 誌は水

ｼ 泊 の 郊外地 ｾｌ 於て友り宜現を計るべく規定すべきで あ る 。

内務 省 IL 於ては昭和 8 年 7 月IL 都ib-f¥-I壷標準を広め 、.JN '  ｉｱｩｪ Ｎｅ￭ ｉ ｕｾ ｪ Ａｴｉ ｊ 土 ｬｫ の 標準を ￂ ごめて

ｊ える 。 然 し 是は要するに一つ の ｴ ｊＧ ｾｩＱ 主であってタ ｪ 論イ ｉｉｦ ＭＧ Ａｽ の 抑米ブ ｊ を持た な い 。 而も共住宅地

の ［ Ａｾ ｊ 地の故小限度 を 凡る ｬ 亡 奥行は ＱＰ 米 ｬ 亡ｈ｜Ｂ ｬ 口 Ｔ 米であるからｊＺ ｈ 止は約 ＱＲＮＱ 昨であっていく

らI.!'!: 民階級の対地としても飴りに狭小 lと過ぎるもの であり 、向そ の半均面積を見るも 18.9

昨であって 、赴を以てしでも尚且つ飴りに狭きに火し 、I31ろ九ラ ムの護生を 11JJl 記する悲さ

へあるものに て、 監仔官出のぷす標準規桂 としてはi甚だー皆訂し難きものである。

今夏謂ふ迄で もな いが、 イギリスに於てはー建築敵地内に於ける建物 と: 宅地と のl前肢の

拘 ｬ 合を定める と 同時に 、 住居 地 域内に 於 ては 此 外約 Ｗ エーカー ＨＸ ＮＵ ＶＸ 問 ｩＩ 以内 のＮＺＱＺ地を ｟ＮＮｉｉ ｉｉ ｾｉＺ

N: として共 中に建てらる iiJ き 1 エー カ一泊 りの住宅教を夫々 fli ll liHして居る。同阿保健符の

殻イ Ｑｉ し た ＱＹＲＳ 年 の 都 市計 Ｑ Ｑｈ Ｇｃｾｦ， Ｑ する検範係款に依れば Ｑ エーカ一世［ ［り、 ａ 地域 Ｖ 戸 、 ｂ 地

域 8 戸、C 地 域12戸を以てそ の理想的標準として居るが、尤も此l厄積は道路や出場を合ん

での話であるか ら1 ヱ - : b ｟ＧｾＺｾ ［ り ＱＲ 戸であるからと 言 って ー 建築敵地の両積の平均が Ｑ エ

ーカーの十二分のー即ち約 102昨あるわけではない。然し和jれにしても我問の標準と封l ! 認

する時飴りにも甚しき懸隔であって 、との鈷常防の再検討を望ま しきものである 。 とI，;J 時

ｬ 乙 可及的近き ｊ ｉ 年 Ｊｉｌｽｪ きて此撚 ｩ ｬ ｬ ｾ が法 制 化されて 拘 米ブ ｊ を有つ ｉ ｬ｛ き日 の う ｫ らん事 を 切望して

欲まぬものである 。

次ぎに本地ffil JI浪であるが、孜子Ilf ' C於ても iI1街地建築物j法 l乙於てとの規定を設けて}.，i; るが

此規定も胡地のんさの標γ19あり 、叉放低限度があって ζ そ;街地制限も意味をたすものであ

るが 、 その基数となる可き，Ａ刊地 の 大さに市 ｉ ｊ ドｾｾが ｊ Ａｬｾく 、 ｕｪｧ 建物と宅地との防 ｪ 係に於てのみ兆

本を定めてみたととろで1 n J のX f l床があるであらうか。百. tl の蚊地でも空地制| 浪は六角lであ

れば 、 六ＮｴＧ ｆ や七珂 ｩ の 狭小 ＱＱ リ 地でも六宵 ｉ ｊ でーある 。 宜際政民基数を Ｑ Ａｬｾ硯して上 じ 卒丈け設けてみ

ても寧ろ滑稽に過ぎぬものでは友からうか。

叉成大都市の昔IITIザ j.I[' ; :: ; 肋は j析の如 く制地の大さを制 限し又大は -) ( てー集め小は小で'1sめ

て整備する とと は、徒らに階級Q械を確認せ しむるものにて 、時印刷甚だ而 れか らざる と
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と ｴ放主るが ｩ潟号め ｊ枇 ｍ祉Ｚ含玖司策策ｾ ｊ Ｚｾ 亦 ｦｊが Ｑド Ｔ 保ら ざる と ζ ろである と士品品 ｬｨみ ｬｾ ｪ ｅ ｾＮ

の初朋、過去の潤逸l亡於て尚j片山合住宅 を主張せるプ ν ヒ 1・の提Ift-¥せる 尖↑ 貨危る温Ni -I-: -I主

的思想 主軌 を一つに するもの IL:て 、斯くする ととに依て、彼苛I:が所期せる と寧ろ反主11. 主るが;

県 を ＮｪＺｩＭｬＪせる と と は腔史が ￡ＺＱｾｍｦｬ こ物 ｩｩｦ ｴ って Ｑ ， Ｇ ［ る と ころである 。 叉 技術上 よ りし ても 五円

J 'I 、千円i の宏大; な る、!llJ 地と 20J T 、:;OJ ;Iの狭|血友る制地と混イト. せしめて 、和11m併協同 を如何に

して鐙悩iせしむる か、 叉如何にして各制 地 IC均等に 多分の日 射 を:9i!- へ、叉通!瓜を良好たら

しむるか。恐らく技術 ι 込うが似 る|本|邦i ではあるまいか。現状斯くの如しとするならば、先

づ ｍ よ り も 先きに ＢＺｾｉｾ }nJ の銅よりして挫へてか L らねば 、- 1主il:i l; ｲｬ Ｎｴ の住宅 ＲＱｩ の ｪｾ 宣 告 ユ、 ｾ Ｑ ｖＮ Ｑ ｌＺ イ ζ

ｩｩｬｾｊ 札ＡｬＱ ｊ 地 の数百寺等は木 ｬ 乙械て か、 をＺ 求 むるのｲｊｩとなるのである ｣

3 ・ 住 宅 の 密 度

住宅内の' : ( 何度は 一住宅の此小制度 と1，' Hl 者数の11，( ) ( 限度とを以て定も -i'l J きで ある。 然

らやんば 、よしんば州地の紋小 |限度を定め i'J ても、住宅向慌の人; さの1 t t 小限度のがt市 をど

めざる 以上、 一住宅内の彬住の防 11 の H的は速 し難いのである。

エドモンド ・パーク↑ ilj:-I : Ir.t人 Iltlが一時間 l亡要する本紙の設を基準として 、人間 一人が住

む鴻めには 1000立方ー呪( 約七抗 の室〕を必要とし、 又ハックス ν 一教授は800立ん-p，尺 (が:Jfi..

投 ｾ ｉ 三の室Ｉを 必要とし て居る。此人間一 人民必 要なる抵積は部屋の大 さ を規定する根本基

数 とな るのであるが 、 抗手 ｉ ｉｦ ｌ は我ヂ Ｑｉ の住宅を基準としてず ｬ 製的 ｬ 亡算出したる数 • {:Ir.t ポだ立と

にせられたものはたt い。今是を住宅に就て古い歴史を 11- する共同の例 を見るに 一人前り 会長

棋は - F F:I主以土 を必要 として居る c 倫此場合天井出は 8.8 帆とし ての計- 葺であるから孜邦

の多 くの貸家伎の如く天井尚 8 ) ' ( 内外なるも のに於ては夫以 ヒの気積を必要と するわけで

ある 。然し一両に於て利回L住宅は構造上洋Jg ; j _ より然気の流通が良好で- あるから小さくとも

良いと与へる IIIJ もあるが、然し欧米に於ては睡眠時IL : 於ては厳冬に於てさへも述; を与少な

りとも開放するを ｾｭ として ｉ ，ｾるが矯め、開放せざる を ＿＿慣とする孜邦とは 、 手ＢＧｾイ｜ＺＧ七 の

排 ｩｴ ｩ によ る流通性位を以てしては 到底問題にな らぬのである。必 ｾｉ と夏 期 ｬ ζ 於て蚊帳 をつ

れ 日:j Ji を立て I' !I らすに於ては気尉Ir.t 約凶害IH!f i戒す るものなる事を留意せねばな らない。

拭僚の設低限度 を線本的に必要と するは睡眠時に於てで あるは 謂ふ を候た ない。今 p誌を{ 回

りに共闘の規定に依り 一人岱り の気積を三位・とす るたにらば一家族五人とすればー住宅の此

低限度の気積は十五性分 を必要 とす るのである。ととろが我手1I では 一家政夫対 lζ 子供三人

の如き場合 、多 くは 一室又は二家を辿ねて掛るのがー符過であらうが、か 込る場合、各人 l乙

二 ｽｾￛｾ 分の気積が均分 さる λ 事 は帰ど考へ られ ない 。 従て多 くの上 品合は気械が不充分で ある

とみなければならない。 1 日2411争11りの中約三分 のーは |時|蜘E 充てられるのである が、此長-

H初ltl を狭陥な る一刻 乙閉じ 泊りて 11' ]'-矧K 1甘されたる本訴 を1
1
1-. いては l汲ひ、吸っては If ｉ ｾ いて

約じ 、八 時間も繰返すに於ては衛生上如Ｑｵｉ Ｑ 乞干 ｦ ・ Ｔ 正であるか 、 多 ｾｉ 乙 蚊帳でもつりで 大 人とノ ｬ 、
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ＮＧｩ ｾ と ｊ 昆 ｬ 縛 する時は 、 その小児の平くる禍害は買に想像の 他 であるであらう。我同民の顔 色

の優h ;念いのも赴' iHcIが1-"¥するととろ案外多いのではある まいか。以上の意味を以てすれ

ば叩l乞一人泊りの抗教のみを制定しでも無意味であって 、諸外1&1の住宅法の 如く忠告U:}{ び

ｊ 止 ｬ ｏ ｉ 主 ｊＱｊ すべき部昆の家数を Ｑ ｩ ごめ 、 ｊ ｾ の内の ｾ ｬｩｪｩ Ｚ 数までがｾＩｃしなければ到底賓効は器げ作ら

れないのである。 斯く する時( ，;t必 小; 抗教に恐らく 三、l巳¥X'I:lfr加 をなさねば友 らや、.f!1l ち二

十 一 、 二位 ｪｪ￭ｊ 後 の 品 数を絶釘 ｬ 乙必要とされるの で あらうが 、 一地 ｊ 折 る数ｾ i' : を以てー住宅に

於ける標準時数の以小限度とな さねばた らぬのであらう。

次ぎに延昨 ｬ 乙就て ］ 考ふるの ＱＢ｛Ｑ 日数の部分の外 ｩ こ玄附 、 ｾＩｗ ， .J=II'入 、j劾殿 、邸 F、似川匂;

ｬ 乙階段室を ｽ ｭ ふるならば 、 ｾ築 ［ｉｾ［ ｦ，Ｇ識に依れば Ｈ Ｑ 家川作宅 Ｑ ＱＺ於ては ＴＴ｢ 数とｦ， Ｇ￞ｩ ＮｴｩＡＺ の二 十 一 、 二

ｊｦ ｸＮ ｮ 家住宅 ｬ 亡於て は附Ｉｾ部分を 可及的に節約す るがＱＮｾめ 、 約二押 ｬ ｩ 戒とみて十仁 、 八ｊＧｉ・と

云ふととになるであらう。えをｾＧ，州十 ｼ 諸阪 ｬ の ｪ ぷＡ市舗の ｊｬ 止小限度の規定によ ｌ るに ｬ ｪＮ， 己防 Ｑ 19. 671'¥・

Ｍ ＲＵＮＸＵ ｾｲ 、 調 Ｒ ＱＮＱ Ｘ Ｍ ＲＴＮＲ ＱＱ｜ i9!Idi 'll えチ ヱ ツ コ 24.2J平、 才ラン ダ 34.35珂: であるから. : fU llf と

於ても 21 をiは低限iWとしてi怖くはij '¥'l 誠一陣! のそ; i L の以 下級の標準K ; I . 主するのであ って、j止以

下 のＡぷ而成 ｬ こ於ては ｉ ｬ ｴ Ａｬ ｾ 的水Ｚｩ ｬ ｬ ，から謂へば 、 人 Ｑｭ の Ｑ ＱＺむ可き住 宅と は認められたいのであ

る。

次きＢ亡宗教であるが附け Ｑ Ｇ Ｑ の伊 ｬ をみる民共同の 保 ｩ 佐伯｛ は劣・ 働者 ＱＱＺ 宅 の標準を客室Ｈ又はＩ，ｾｾ

? 約一、j長室三と規定して肘る 。初治赴lζ 蛍川 、場肢は 1
lf.t Ｉｩｾ して居る。叉 維納 の Ｗ ↑ ｉ 佳作宅

は第一次計章に於ては有効! ぷ1町績を 11. 4用益 11: ｬ ､ ， Ｕ 昨 の二種として ｲ， ｾ ｩ る 。 即 ち Ｉｾ ｩ 主二 、 Ｉ｢［Ｚ

主一、小主側、' ( a)珂・ を有する 小型のものであるが、第二次計:;H: に依る アパー トノ ン トI' I 第一

次のよりは大ｍＡ Ｚｉｃ 於て ｪ ぷく 、 和 Ｉｩｴｾ き室二 、 小室 一 、 召使主主 ｍ Ｏ［ｪｊＭ ｉ ｊ ｊ ぷ ｉｩ｜ｬ、 宝 Ｉ￭Ｉｪ 、イ史 所匂ーより

成 り 、 床面積 ｊｩ ル ｬ 、 ｉｬｬｾ 度 Ｒ ､ ＮＲ 昨とか ｌ 主主して居る 。 以上の諸外陣 ＱＱ 乙於ては人 ｭｬ が人間らしき生

活ーを営むには込丈けの室数は絶引に必要‘ であると認めて肘るのである。ととろで我似1の 現

版はどうで あるか 、 えを取点 ｲ ｬ ｩ の現状 ｬ 乙見る ｈ Ｚｾ ｾ ｾ 数 ｬ と於ては ＱＰ ＮＵＧ出 より ＱＺ］［ ｾｾｾ の ｴｬ｜ Ｍｬ のもの二

定'J七分 、15.5 ｾｾｾ より ＲＰ ｾｶ ｾ のもの二宵 Ｇｊ 三 分で あって ｊ 止 等が此尚本 を 占 め て肘る 。又家政 ｬ 亡於

ては三室のもの二主'J叫l分 、PL¥主のもの二定'J 五分であって仙 を' ) 1離しての市本を ，'i め、iili し

て此極の程度の住宅が点Ｉｊｻ ￮ Ａｊ の全住宅の ｲ ド数 を 占めて ｊｉ ｉ｟ ｾる事になる のである。

更に居住者の教をみるに家筋六人なるものが以出i卒で- ' ，t，-'I じ分 、次が五人 、 じ人の)1闘で・

あって此程度の ものが欠強1: rli の '1三分を占めて日る。以上の宜附の示す如く、 宝7敗、性教 、

肘イ主人員等三者 を|出み合せてみる !と米ボili民の大:1三は一人? ; : ; り三位と云ふ] r ，! : ) 必標準の気成

さへもO i ! - へられて居ないのである。かミる場合| 片の多くの不良住宅改良の l研‘ 究家のぷめせ

る如く 、その心身 l乙.&I : f す影響の釘11"J Ｑ 乙 Ｚ 多きかはｾ言を要せざるととであって叉 保位問題

に就lてみても二悦内外の気肢が如何lと本気のt切手に依る害者ーを加すか、か L るl町政l亡於て

如何にして 一日の疲労・を快復し作る火山を捕り狩るか、殊に狭l騒なる部屋に於て幼少児は

夜の眠りに 、叉 ! I二1I延lζ 如4"J Ｑ 亡して熟睡を撮り得るか 、 Ｎｴ ｍ をＺ ｜Ｚ｜Ｑ はヂその他康ｦｌＮＦｾす ｩ ［ 弘明
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は測り知る可らざるものがある 。本邦に於ける乳幼児の死亡率高き鹿市l も是等l乙雌胎する

ととろ案外多いのではあるまいか。又一朝 l亡して体染病費生したる場合、0 ( ; は家政の一日

ｬ ζ 結核患者を ｉ Ｇ ｉｾ し たる場合を想 到 するならばそと ｬ 亡 如何 に枇傑す べき悲 劇が維醐 されつ ｌ

ある かは想像 K 難くないのである。現イE我妻11には百二三十高の結核患者を擁 して居 り、東

京，Ii 丈け でも 十三四高の結緩患者を擁して居るのである。 而も住宅の過半数が斯- くの如き

必 l邑すべき不健康なる版態にあるのであるが此賀l J ! i を以てしては官民共l乙飴り釘岸ーの火災

践するととは 出来ぬのではあるまいか。

次ぎに居住 人 員 ｋ 杭てピあるが 、 ノト ＱＱｾＱ 乙住宅の以極限度を規定し得たとしても我邦の一

般都市大衆の経憤力 を以てしては部記に多少でも飴俗を生十-れば同居人 をたく傾向多分に

ある が鴻め、住宅' 7) 大さ l亡ijt じて居住人員の政大限度を規定せねば依然符住は脱れぬ詳で

あって住宅のl t ; ( tj¥li H}1tーを規1とする立味をなさ危いのである。然し現買に於ては居住人員の

ｪｬｴ ん限度 を規定するととは不可能であらう し、 叉陥米にも ｊｾ 例 を比ねのである。去り乍ら

住宅のＱ￞ｴｽｾ限度を規定すると同時に家 ＱＱＱ 乙於てもￏｉｦ ＧＦＨ ｉ Ｇｾ に統 ｦｬｪｬｊ を行ったならば担度の高い

住宅へも低廉の家17を以て住み作るとと L なるが応め同居の必要を緩和l し、居住人日のl T (

大限度を定めやとも多少の効果は傘げ得るとと L なるのである。

4 ・ 住 宅 の 様 式

指Ilifi の住宅の椋式K 就て重要なる部分を占むるものは小住宅か 、則氏集合住宅かの |問題

でるる。木正ＡＷ月巴弘 ｬ 乙於て行はる ｌ 第十Ｑｌ ｬ ｣ Ｇ ｊｉ 刈際住宅 ｊ 支持 ｉｓｲｬｩ ｾ 十重合議の よＨＧ［三議 閣にも

「者1I 市の立閥的変展と水乍的殻展 l亡霊Jする計書」と題して此問題 l亡附係出 きものを11立って

Ｉ，ｾる。而して斯問題を大別すれば 、 Ｈ一 〉 衛生ＱＭＺ， iiil: 舎 七 玖i台 I二よりよLたるr，¥IM之、( 二〉

地償及家賃よりよ4たる経時上の問題の二つ IC分 It る事が11¥ぅk るが 、遊 l乙は前者 l亡就てのみ

検 ｾ［ｴ を試みる事にする 。 赴 ｬ 亡附する質例は倫敦到イ ｃ ｉ 林 、じ 旦 Ｑ 史統育 ｉｃ 就て充分みるととが

ｉｉｾ ぅ ｫ る。 倫欽 のゆき Ｉ ＯＱ ま小住宅 Ｍ ｝ＺＺ義 、 イ ＨＱ 林共他は雨情住宅ｊＺｾ主即ち集合的大貸家主義であ

る。 此二者のゆき 1J・の後劣は此凶 昔1; の歴史と現状と を凡ても判る 如く 徐り簡取にはA めら

れぬのである。が然し多年の貰験を絞て居るのであるから各の長短は相官t誤なく認され又

山市議も殆識されても居るのである。然も澗i包K 於ては近jli ナチス治下に於て は住宅は同比

の保健を盛る可き器なりとして叉人物陶冶の焔箆とも者倣し徹底的に此倒的の達成に勉め

て居るのであるが 、市) 所住宅は此 LI 的に反するものとしてた慌に於て| 四階以 1: の作宅は記.

nJ せざる h・幸|ーを探 って小イセ宅主読 を以て進み 、ょに )mふるに新語: 千J t l L { k るンード J シンク。l乙

於ては却l地を2001'1・j 日i 30QjZF と友して忌lζ 朱|京lを設け 、 J". 場労働者も飴暇lとは土地lζ 親し

ましむ 可 き Ｉ ｩ 建に 川 てｽ ， ｾる 。 米同 ｬ 亡 於ける アパ ート メ ン ト ｬ 乙 於てはｽｊ｟Ｚ内部の設備 、 保光、

illi)氏J七他居室、 j民主のたさ等に於ても保他 fニl乙於ても llll 想に近きものが多いがそれに して

も向j斥イt 宅の版式 (1ft告が自然 を法ざくるもの主主るが欣lこ迦ぶには此作宅より逃れ川 て絡に
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組しみ 、 こ ＱＺに親しむの要求を Ｇ［ｫｾ く感ぜしむるものなりと 一 般に詑めらる、ものであ る。 斯

くの如く高層作七 ｴ その終験問 ｬζ 於ては是を ｾｉＺ として ￯￮ ｊ J.k的 lこ迎くる傾向にあるととは充

分 有 Ｚｊｲｾ するとと が Ｑ Ｑ 米る 。

さらばとて小住宅は優秀なりとは簡躍には謂へないのである。現民共同に於てもｾＡＡｾ統 ｦｦｬｬ ｊ

の 時ft vc 於ては小住宅に依るス ラムの鷲生に大いに苦しみ而 して英国の住宅玖策ぷ昔11di ;t十

］ ｾｦＺＺ は か ｌ るが故に費生せりと ｊＮＡＮ らる ｌζ とも今夏 言・ふを候たたい ととで ある。現 Ｑに ｬと亡我除同ｼ争笥勾等 4雪穿
.ι :  

もJ共Lj治必t似例州刈lであつて小佐宅を古無E玖主采策良定こ、Jj無!延E肘1統北制のま、放f任でし 7たζ る車1Jμ』

ｼ而市して前 ｪ辿主せる如く佐宅 の Ｇ Ｑれミ数は スラム 化せし めて居るのである 。 ａ小、 ｦ住 Ｑ七［宅 ｉ ｾ 手義主 を ｪ探栄 るとし

ても地: 域域制を確立して H削j逢 、熔杭、高度、京地制限を制定し街耳IU立制地の大さの. / p ( 'b ｬ￭ｬｾ 皮

を疋むると 同時 ｬ 亡住宅 の ｪ ｩ ｬ Ｚ と ＱＲ との段 ｪ 忌限度をえＺめて ｩ 止を統制する ｬ 亡ｾ￯Ｚらざれば ｲ 白 ｪｨ ＫＱ ￎＺ 宅

の 相Ｊする弊害と ｬ 司 ｊ 肢の夫れを粛す事 Ｑ ｩｊＺ脱ｾ｛，ぬ事である。

近 時 政:ykiの) ( {yj I，li l亡於ては間後ρ 符の如 くアパートメ ン トI'; : t 放生してうkて肘るが上辿の

如く住宅攻策なーき我副に於ては勿論一定の指導原理.の 干:I"C{止を誘導し統tli lJ して出るもので

はない。而も』峨 ｡吠次米 ｬに乙於て極々なる質 ｅ騎詰にイ依衣り而 ｉ Ｇ ｃ山 ｆヨ ｬ凶 カかミ らささざ、柿、るＪｾふ ｊ

として ｉ居 ｴ る ｅ南高Ｍ当 ｪ Ｉ府音 ｦ集 ｩた［合佐宅の椋式を遅 ｪれ ｌ 走せ ｬκζ 今夏 Ｗ無Ａ舵 ｅ附羽批 ｴｾ 牛引判 ＺＱサｼリ ｉｊｉ 乙 ｬ愉入し、ｾＡＡｾ統制 ｬ 亡赴を建設して

I'f -び苦き経験を縦逗さんとは如イII j 1 ' J . る詳だらうか。

然らば高層集合住宅は絶主J I"C掠る可らざるん策かとぷ へl工、!J/ 川 としては然りと云ふii J

きである。然し既イ了ーの首Ildjの住宅改丹の場合に於ては現賓のH¥J題として椛柿 k 極々なる制

川 を受くるが鴻め賀行 ｼ 利純が多々 ある 、 努 ｬ とに孜 ｾＩＨ ｉ の持 ｉｉ Ｍ ､ｩ の 如 く斯く迄 ｾＡｬｾｍ ｈｪｉｊ I'L; 位i洋J状態K

W，らしめたるととろに於ては総ての住宅を合理的に保位的に iゑ:jk: しゃうとしても事宜不可

能であらう。か ｌ るととろに於ては 、 ｾｻｉ 乙於て Ｚ ｾ ｉ Ｈ ，亡於て x 施設に 於ても劣必な るま : dC 燐

寸納式の微小住宅を ￭ｾｌ 世するよりは合内的なる怯ー合住宅を ｩｬｬ 設して込 ｬ 亡代へたんーがまだ救

ばれるのであらうし此なl味lζ 於てのみ高層集合性宅はit l‘ 注しfJ るもの と忠はれ る。

5 ・ 住 宅 の 質

- }UIIの昔11di  ｖ Ｇｌ於ける Ｚ 人・ Ｑ 誌のイｴＺ宅の貨は甚だ低調で句ある 。 ￭￬ｴｩ もｾｾ ｾｴｾ の住 宅 の脱皮は附 ｬ ｩＡｬ の

火ｾ｛，より劣るととろ往生、しとしない。同じ貸家 ｋ しでも ｬ Ｇ ｆＧｩ Ｚ ［ ［ り Ｇ ｬ Ｇ ｉ Ｇ｡ｾ 1i"l が防l四より| 制点の) ) ・が慨

して低い様で ある 。 叉 ＪＩￌｾＧ と於ける作宅のじ、八主 Ｇ ｊ は貸家 Ｑ ＢＱＺ古でＭ あ って 、点以 ､ｩ ・の調査 ｬ 亡

依ればそ の jJt! iさは往J l 20J l 以 下のものである。 即ち| 二辿の隙il立を以てするならば人間的生

活に治せざ る所消 不良快官である 。然らば1nj 故に人; 衆はか、ろ干V - . I主の fIプセlこ11: まはねばな

らぬかと去ふ ｬ 乙 ｊｾ 恨みよの ｉｊＱＱａ ｉ とするととろはＧａ Ｇｊ 長りイ Ｑ Ｚ Ｇ 七 ｬ 乙到する欲 求 が ＱＱｾ ぃ Ｑｾ で あらう 。

ノト少しん衆 の1"1:宅l亡1! . tする 欲求が( r:J いならばWr の如 く人 IHJ 的 '1:_ iiil 乙泌せざる 1"1: 官民 主}し て

i心要の ある官ーがないではあるまいか。 r(II して1 t 次が :rt 利の: r . t 象たる以 上それは向く迄 l作j 品

である。 If6品である 以 上il'J 要のない rifi 品のイ{ - { t : は日午 された い 宵ーである。 従 て前 要なき I(H
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品、即ち不良の住宅は 、家 -1::が.H むと好 まざると l亡拘 らす= その貨は改善され/1' /上されねば

ならねのではあるまいか。 が然し 、; 市要 者側に於て、J 与貨はとも j( J として唯雌くさへあれ

ば借手がある となれば、イ11) 時迄た っても 住宅の改告 /I'J 上は笠まれぬのである 。現イ' f ?k }J¥に

於て普通貨家 ｲｴｲｩ 貨の矛 ｉｊｩｬＧｾｊＯ 立大蛇純盆一定 Ｑ Ｑ と云ふ計［ｬ ｾ Ｚである 。 然も貸家を持つととにより ｊ￯ｩ 1:  

合信月1は増し 、企業としても以も確貰であるとすればとんな良い，{yj 買は仙 lて矧がよか くたい

のではあるまいか。してみれば、一同よ りすれば家相亡到 しては貸家の改善を辿る飴地は

充分あると云へるのである 。メ ｬＧ ＱＡｸ り ｬ こ ん衆の家 ｴｾＱ 乙 於けるｬｉ ｉＱ Ｑ ￭ が生部 ｩｬ Ｇｲの一定 ＱＱ 五分乃至二

万 Ｑ Ｑ であるのが作過とみるとき ＭＩ ＩＱ と 於て 、 大衆の Ｇ ｉ ｾ 均牧入は ｊ ￮ＩｪＧ Ｎ ｩＧＮｽＮ 税 の兎 税貼以下とよ ｌ とけ

ればならぬから牧入はじ、八十 Ｑｾ ｜Ｑ以下となるので従て家 ＱＱ は十 一 、 二同より十五六 ｉｮ ｬ の目

度と 凡なければならない。ノトif し次 1-: の利廻りを 一定11 より じ分l亡，] 1下 げ 作た と す る な ら

ば、かく するととに依て剖 {I:十五、六| 民lの家自の家が十一、二 |民|てイlt りられる事になるの

である し、叉札口 l乙よ りでは現イ1:+一、二|見|の家ttの家がノト少し .!tl ]地 もjぷくな るし 、採 光 、

通Ａ政令も良くなると与へらるミ のである。 仇、又 ｰ 止符 の ｪ ｾｾｩ ｬ Ｈｩ以 卜 の住 宅にあっては住宅が

私人の純 然たる営利企業の下1<: 供給されて居る以上は 如何l亡i兵; 汚を; l -I たとても遊l亡謂ふ人

間的生活を営み得る住宅にはなり1 ' } ないのではあるまいか。かミる以上此種の住宅l亡於て

Ir; ! : 聞なり Hl なり 、ぷはその他の公2益法人つ 手l亡候つより 他! と逢がないのであるまいか。と

まれ都市住宅の次 '1三を Il i むる、貸家を- ，f 1 ，人の純然たる営利企業lと全然放任してイ，，) 等・顧み

るととろがないなどは闘としても 111 としても除り I<:J! l h引でなるものであり 、叉 |白3 山と放f任で

とを履き j注主へたるものと も云へるのでで. ある。而 も現イ作lピ:の3椛椛型:'r:'1rげ的昨;ヰ?引机??什刊a↑h仙1'1

物↑位 償 ｩ買 Ｑ のヂ奔 ｆ 騰 と共 ｬに 乙誘次ミ ｴ白 ｙ は上る一ノル ｊ であらう。又現今の ｾｾ ｉ 策としても似 ｼ 民 の ｮ 引な Ｏ ｉ Ｇ ｊ 上 、 同民

生活のみ: 定は共重人; なる i攻策のーに懇られて居るものであって 祉の解決は ;([UI'i のむに 迫 ら

れて ｊ［ｾ るものである 。 此秋 ｬ 亡 ｬｲ して多くの建築家 目 指 ｐ ， ｉ 立誠 ＱＱ ｜Ｑ題 ｬ こ ｦＮ ｦ し て飴りにも ｏ Ａｬｾ ｾ Ｏｴｊ心 で

はあるまいか。努 Ａ ｾ ｉ 亡 背Ｎｩｦ ｩｬｬ 築家諸，Ｏ 1，はイ口)i故lこ該問題lζ 附心を持たれねのであらうか。月27;t

り三凹百凶の住宅 の設 計も結構で ある。叉珂 ｦ ｩ［ ｦ［ り千 ｉ ｾｾ ｉ の 佐官 の設計ーをたし 不利 の 作品を附

さる ｌ ととを タ・凡らる ｌ も結構である 。 が然し 、 此桂 の住 宅は榔って置いても保 Ｑｾ 上の｛Ｚ｜Ｑ

題を 1昔、き起す技なととはよもあるまいし叉此種の[ 耳・究はだまって居ても進んでゆくもので

あるが、然し営矛I j 本位1<: :illて らる ミ10昨 、2却01'1

f  き六r工- にまかして 4沿;，' < わけ lに乙! はまゆカか3 ぬのでで. はあるまいカか‘ 3 如イ小和州l日司1リj にしても 44t 門次の手ず利科‘l!'乃i';.!予繋さ拍白的句似研

究を侠たねば ｺな］らない。イ ｢ がありあまつての仕事なら比 ｦ 釘 ｉ Ｂｊ ［ｊ［ｾだ。然し僅かの金で 、 ａ 止 も

経情的に 、長も f呆{位的 l乙、叉んt も使利l乙設計するととろ lこ与門家の頑と熱意とを必要とす

るのである。初論とんな仕事をしたって所 Ｑ 市金になる仕事で・はないので・あるから ｾａＺ 家の

噺起を促がそうとした って ｊＡｬｾｦｬｮ だ 。 どうしてもＡ Ｑｊ￭Ｇふ 去ふ 仕事は ＴＷ き ｊ Ｈｲ ｬ に燃る青年住築家の

熱意lこがへねば駄 IJ だ。雨j して又現代日本の若き建築家の一つの-ifl A: 使命は此時llにあると

も云へるのである。

とまれ ｉ 訪日系 諸 Ｑ Ｉ 同 の ｦ ｬ ｦ 起を作て火食 Ｑｴ の一つなるイ Ｑ Ｚ 七川ＡｴＡＱ の 川本的 Ｑ ｦｊ ω とを趨 ＲＲ してｾｾ ｾ ま

ぬ bのである。
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' 1m)  書 男 諜-

ドイ y ・アカデミ ー西ドイク地 方集舎の席上にて都市構築、園家計輩 、園土言十重f に就ての講演より

調逸 l乙於て、 国家祉合主義が着々成果を鷺f しつ L ある時に於て新しい者11市構築の時期 を

却し得る昭光を期待するとせば、それはとりわけ土地 を、その傾斜と た り多くの快陥を有

する土地法から解放する事である。とのととは大規模の袋地攻策 ( Frei 白 chenpol! t i k ) の

前世をたにすものであるが向之は火' のとと L 決定的に閥聯 して ゐる 。即 ち、終31HC封 して如

何危; る蹴野を以 てすれば、如何なる程度に都市の郊外への横穴主張展が笠まれるか、然 も

それは向如何なる程度の貫現性を持ってゐるか 、叉如何 1i. る根気と強的1お: 意志を以てすれ

ば、斑接交通攻策と一暢に友っ て者11市を構築せんとする計聾目的が遂行されるか、而して

如何tとすれば相互に封抗する力を合一し得るか等の諸問題と閥聯してうkるのである。

昔wm'構築の大計ー霊を左右する要素が: 各地 f C{ f るとすればーそれは1緑地帯( G r ii nstr ei f eめ

と耕地問域 ( Gr uni nsel n) IC よって者II rl 1態を緩和 lすると云ふととにあるより も一一大空地

に集結せしめて効果を強めるととのん- が得策である。賓際 、成大友ヨ宅地は自 rll を感 じさ

せ 、者11r1'i の周慢を忘れ 、風景 I亡到する・|童僚を起させるととが111米るが、更に: 各地I'I 、その

ー人きさにつれて 、休息の目的と絞めt的利月1の可能性が士仲んすると同時l亡、者11'r! i は他の場所

l乙純費をかけるといふ負憶から免れしむる事にもたE るものである 。人々は Y{;_ vc位展や休，目、

のみで友く 、寧ろ庭岡のある病院や幼稚|刻、永代借地|長lや墓地、 花開笥ーを求めてゐる。そ

して今日 、それらを巡って 、バi イf 財産、小住居群地に封して紛弔がつピけられてゐる。

正しく整備された大空地には 、者Ill+i の美幌 、経情上の費展のために 、 より強力友 管理機

闘があって い L 。小空地は別問題と して、大手さ地 は頻繁た交通vfi の殻生及過程を調節す る

ととが ｉ ｈ 米る。通 例 ｾｾ宅地はもの ｬＮ 1町砲を減殺する ものであるが 、大本地 はその i買値を誘導

し戒は li 'j j二させ、交通を集結せしめて 、 人;長t:の交通手段の純情 k の基礎を改f与すると とが

11¥米る。約長ーすれば我々が郁けi 蛾媛玖絞 l亡主主地を持つJiJi"tJ、のものは J I). ，乙建築禁 IL( Bauver -

bot) のためにではたく 、郡山ーの繁栄とその件道路網に釘する彬響を効巣が] た らしめ るため

である。

ｾ Ｚ ｩＺＮ し政策 は ニ ｦ Ｚ 地悦怖 の構 成 につい て 叉構 成 された ゴ地償絡 の ｩ￭ Ｇ ｪ イ ｴ についてど ー 泌 されねば

主主 1  St adtenvei terungspl anl lng  llnlI F reiAac hensicherl lng allf der  G nll1dlage  der  neuen  

P lanungsgeses :  V on  Pl' ofessol' D l'.  J ng.  W ensel， Uachen;  Monatshefe  fur R alll wnst 

lI nd St i.i dl ebal l ， Heft 1， J anuar 1937.  
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ならね 。 既に土地償絡が成立してゐるとすれば、その影響も Ｇｾ Ｚｾｾ Ｎ娘 三 号 ｊＮＧ 与されねばな ら ぬ 。

浪士也を明 示 する結ｾミ 、 ＱＱＰＧ， Ｑ 人 の 高俄 ｛ＱＮ 主将日 Ｑ Ｑ ｊＺｴ憶が 、 叉ＭＩ Ｉ ・ ｋ は一般 の 負慌が ＿［ｴ 然避けられ

るならば、換地方法 ( das ｕｭ ｬ ･ｧｵｮｧｳｶ ･ｲｦ ｡ｨｲ･ｮＩ ＱＧｌ訴 つ ては 、慣 絡平均のため同来件る ｪ￭ｬｾ

りの好都合なヰ本保件を作るととが必要で-あ る。 であるからその償格 を極力強気に且つ多

大 l乙') 1上 げ 、叉極力その下務 を任少た らしめ る棋にせねばな らぬ。そのためには 、者Il i li が

11然 的 護展の地域 K あた るとか、或は 叉、持へ建築阿域 ( Baul and) として桁定せられえに

くとも術評 i授が上る だらう と思はれる校 友 71三坦主主地域には、建築雲寺 11 令 を施行すべきでは

ない。

然し乍 ら此の見地は未だ 凡ゆる :場合 を充分考慮して危い棋に見 える。貫際線ての衛星シ

スア ム Ｈ ｔｲ｡｢｡ｮｴ･ｮｳｹｳｴ･ｭ Ｉ の 如 〈 締地 ｾｾｉｾ を 以って母都市の膨脹 の 限界とするとか 、 或は

又郊 外 を島々に散布ぜしめ るサ テ リアン (Satel l i ten) 守:の 考ヘカーに闘しては、線本的 t亡、

膨脹と交通、本地或は土地似体構成と建築禁 11 守ーの問の衝突に悩んてゐるのであ る。

問際者都|日i針川川『け巾b

と完友主り つ 、ある交通問題政びl亡30!r.* 懸 案 となってゐ る H 大都r ! i 蛾! 張論。一一或は街Mシ

テス ム或は li U状 シアスム ( St ernsyst em) ーーが、今目前論議さ れに居 るが未だその結者 を

見友かったのである 。今 その記録 をた どれば次の如く である‘

グ街昆シアス ムの思 想 l亡は 敬意を'191: ふが 、然し乍 らm憾 Ebenezer ｈｯｷ｡ｲ､ の芦ｾけ る 現想

は 、殆ど賞現の可能性たも のであ り、 むしろとの際iffj 洋N ( ヒ トデ型〕シテスム ( Seestern司

Syst em)  1亡費遣す る傾向に ある事を認めるもので ある 。イ1，1μ の人々の乗車交通がモー タ

ー化 され て本 易 ｬ 亡 な つだ ｌ め 、 ＱＱＵ ・ ｩ ｾＡ な締地 ｾｖｾ を 以って Ｇ ，Ａ刊 さ れたイ主席中心へ の 帯朕 の 放射

を 持 つ 令市 の 領域 は 計り ＩＺ ｉｉｾ l . .ざる 繁栄を示すK 宅った。 向然の rlJ 1'[ ft ふと とは多大の利

盆を持 ってゐるに拘 らや 、{ :士郎 di の イTする 利 使は遁 l亡拙った化 されで ゐるのである 。 それ

欣 都'di 問 没部 l亡作 ふ ととは一一 交 通附係が屡々 夫俄である ため に一一有利であ らうとさ

れ I市して付者11 ､ｩ の負 挽 ｉｾ ｉｔ ｩ 戒 は 街 Ｑ Ｑ ｾ Ｎ シ ア スム ｬ ζ 依って促進 さ れ るのであ るが 、 そ れは 尚 一

部 分が貰現 され るに過ぎないので ある。者I1 ， ｉｩｬ ｯＧｯｴ ｾｴ ｾ 誌 が 仙 を 凌駕して前進す る ために 、 郡 Ｑ市 li i  

『巾 ｬド ｾ ，心心 ｃ心、古苅部ｻ官 ｬ は ｲ引巾 ｩＱ円作 ｉＱ干門，ｾ朕民 の 放身弁射射 Ｎ Ｑす ｬ Ｇ 官土地位也町 ，ｊ併 ｩ

カがf対i'討漸'1析|附可 く決定的 tにとt友主り つ』ある lに亡4折い拘1，旬'リj らe十F 、今 日向 ほ街) 止 シテ九 ムを賞;讃す るの立刷は、そ

れ が時 郁 ili 1亡於け る 雫列(;なうどhll l1¥1題 を 解 決 す る l' 佐ーのんー法である と 期待するからで あ

7.J 0  11 

捗て、綿 じて云へば街 1，L首II ，!J はボだイl三イt: してゐ ないと 云ふのではな く、既 l乙大部分は村務

として形成 され で居 り、 多少のヌ1: とそあれ 、外ノケへと、突 川する 道 路 ( Ausf al l st rasen) I'L沿

ふて一定 の長IJ をなしてゐ るので ある、それは貰際大都 市の} ，f. 朕 システ ムが形成される のに

似てゐ る 。 即ちそれは単に放射線に沿 ふ て ｴｕ 氷上る の みでなく 、 ｾろ郊外地同志が投射プ Ｇ［Ｇ

ｼ前 ｬ 乞 結合して Ｑ Ｑ｜ Ｊ るの で ある 。 此 の 二つの Ｉ ｾ本的 システ ム の 本質的主主相注は 、 ｾ Ｎ 朕 システ
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ムlζ あって長1¥外は放射 J J i i'J I亡結合成長し 、

衛星システムにあってはその反到である左

云ふ賭にある。( 第 1 岡〉

事賞、衛星シス テムの郊外連鎖の* 問地

域に建築禁止を遁月1するととは疑問とする

ととろであるが 、整つ?と1 f ' d 状システムは常

l亡弧力な抵抗に抗してまでも建築禁止を行

っても 、徒事手ではないといふ重要注長所を

持ってゐる。礁に交通は砧物の並んだ 、l民

りなく長い道路地 ｾｬ ｬ ｬ ，を成断しではならぬし

叉居住者も同し抜け l亡一気l亡通過す7 . ，して

f:l:舞ふ様な高法度交通 lζ 沿ふてイt むもので

ないのである。然し総てほー仰i li と出ーの郊

外地及び第二の郊外地の間f C1jぞける道路左

居住者の閥係は 、それ以外の他のものとは

本質的に異つてゐる。た う ど通『姉 Ｉｾｉ 亡 Ｑ Ｑ Ｑ 而し

て将Ili li を構築するととは 、リt'Tt 制的な ili 築士号

Ｑ ＱＭＮ 令が ｾｮｾ くとも避けねばならぬ事 ＱＱ ｊＮｩで・あ

る。

ンエ地T象定地 ( gedacht en F Jachen)  1亡於

第 Ｑ 閲及 ｾＲ 闘 ・ 上 ー 左法 ＱＱ 郊外 地 の霊堂展がす べ
ての方向に 、1ごが制限 され

てゐるのか示し、* 方 11 そ

の霊堂展が直線 的 で あ る 場 合

1!? 7f，す。

ードー街路納言交遜

ける也築紫 ｊｌ は必やしも 、 常 ｬ 亡 Ｑ ＱＺ官有 Ｈｩ 民法 Ｈ ｗｯｨｮｳｩ･､ ｬｵｮ ｧｳｧ･ｳ･ｴｺ･ｳＩ の車 ｩｾｾ ＱＱＱＱ 乙合主主する

ものでは友いが 、ζ の桜な像定地は 、交通機関の六一l止を受持ち fl .つ各種の1奇特の ドにあ る

うどill!JtJ J)) 辰l亡沿ふてイ({I: する故lζ 、除1 ; - するととも 、建築地として利mするととも' 会坊であ

る。 との橡定地は、郊外地が放射J i i 前l亡制| 肢をうけるため 、! 暗縮されて本地を犠牲とする

如き出さに友る。( 出lIi t首I k) それを保持するととは 、交通K よって↑ 賃値が限定される主要

放射線に沿ふ祭地の問題よりも重要である。

郊外地が明く分製してゐる朕態は、向それら の ｾ ｉ Ｚｴの和 ｊｾ しをも交通 、 ｩｦｦｩ 業 上 の活動の 中心

地集合地たらし めてゐ友ぃ。 それ故、外部K 併立した中心地 、そU ，は他の一段場から前者Il l¥i

の解 放 を促すものであるが 、 それの形式は妨げられてゐる。叉道路は や Ｑ Ｑ びるが 、 交通 Ｑｾ は

出i く耐え難きものとなり、長1¥外地fc1t まうとする慾望は減ヂる。

と d C次の棋な問題が起る 。即ち折f(] 挫得した一般的 t3: :.1: 地の .E推 CBodenhohei t ) は 、

都市の自然性的j長長が些も! 凶戒 しないやう友属、換言すれば飲射線の中間帯 、!!X;は41わ状放

射の後}J ーに向114 く建築敷地を取残してゐる様主主屍に於て 、建築禁 JIーと衝突しはしないかと

1) Walt さ" i¥loest ， Verl，ehrsstrasen  frei ! Sadtebal1， 1936， Heft. 11. S .  130， 
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いふととが起る。而して、此虎にある さ災地は 、lrJ t 除くよりも保持して向強めるととが賢明

である。鍛造の土提とか墓地、兵菅・之か、背からの占有地の後ろに、或は土地の特種なわ"1

難のために、都市の内部に到る迄 1宅地が保存されてゐる。それl放にととて、は建築禁止と説

携する必要がある 。

通例、 互扶システムも! 肥大を発れ友い。扇形地部分が純粋 に保存せられ、;:flay状の地所 に

家屋を改新するととたく 、叉飽くまで家屋に浮動性 を持? としめ歩、寧ろとれらを集闇的K

結合するならば、街g システムと何ら劣る蕗のえにい 、それ品かより不正易K 一一一向然の殻展

! 一一本地がIH* 上るであらう 。

初論、そのためには第 2 岡れに示す如き、相主J臨する j且ー路網を通る交通力とは通力

( Erschli esungkri i ft) との同時的友連結が必要である。然し多くの場合‘ 都市計設に於て

は、a' C2阿のli の如 き興ったシスアムがあるのを見受ける。それは、そのま与にして泣か

れた扇形部分 ( 0食ひ入札向他民快型(i を持 つてゐる。即 ち外ルーに I，" J つて建築しでも何らの

Ｑｦｊｔ ｮ 犬をも作られや 、 午ろ常ｼ乞庇 ノ 号制 ｊｅｅ な不完や＿な ＩｦｾＱ となって現はれるのである、そとには

各んーｼ前の泊予る針路 Ｈｑｵ･ｲｳ ｴｲ ｡￟ｾｮ ) が多数あるために 、放射 hl ，" j への交通流 I' I 妨げられ

るo 11路( 航路) ＱＭＺに ある日 Ｑｴ ＱＧｦにとっては 、都市内部 ｬ 叶「く ＱｾＱ 亡は 迂廻せねば友らや、

どうしていＧｴ泊開設をＨ出 ＲＱ 品 ｩｬ の朱 Ｒ Ｉ 弧行せねばならや 、 それが ｬｾｉｌ はｽ［Ｆ大なＭｲＧｬｲ ｬｩ を要

し、その; わl りに不完全に終り[ 1 っ都 市内j l，11の11i い1削{ [ を犠牲とせねばならぬ。誕しい111(  1"1 

とか、特制機とか 、:交う足や采換型( i Ｈ江 ｾＶ Ｑ 川Ｉを持った狭陥 ｴ ［ｲ ｾｭ 作へ ￯ ｬｩ ｦｦＢ ｲ 鈍迫を敷設し 、 叉

注斡するととは丙f刊につく 。

然るに之と! メ封たに ととが ある。l!Pち品: しれ 21，;'，[1の れのぷ1"討にある 如 く、相1・J/I産する 1"1:' ぢ

道路が放射型 l乙導入される土持合lとは 、その rll の一二は 1: 要放射線の補充 として、似利なノず

ス綿 として1" 1: ' 台地交通のー怖となるが 、( 抗 5 同) - } j 、)，I;J 溢部の道路は一一一著しく - ) i

l亡偏して構築されてーーそのゐかげで f，ij< j  J  11(¥1 } うど過を免れるととが川来る。建築プロック

が 、 長く や Ｑ Ｑ 展してゐる ｊＮ ｾｉ 亡 、 人Ｚ Ｚｉｾ ｾ の交通機闘をｾ Ａ泌 さす向 山 な交通には全然 別イ ＱＱ ， Ｑ の基礎が

Ｙ Ｑ Ｑ へられ 、 そして け ｩ 街 ｾｲ ｬＺ近在云っても 別 Ｑ ＧＨ 特耗た路盤 Ｈ ｂ｡ｨｮｫ ￶ ｲｰ ･ ｲ Ｉ を 用ひなく主もい ｌ

品 " 岬

のである。とのと 在は郊外居住者 を促

しR つ所謂扇形部構築をえて述K 殻展せ

しめる 。 又賞際 、 ｾーも追求されてゐる

が故l亡、先づ同法令官の構築が急がれ、

後に繭飴の構築を祈i充 す る と とにた

る。我々はとの桜K 放射駅に小1
1展する

建築プロックが例へば、川 、111の聞に

第 3 闘 ・言十ilf 的な都市披張扇形線地及[ } ¥郊外中心地 あるのを、 11・々 にして見る。放に斯ねi
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な場NiK は京地令 ( F reiAiichengebot) をj白川せねばな らぬ。

イt m ＡＧｃ Ｉ直 し ＿ と 背川 ｪ ￎ 川金 令 官の地 ｪ 杉 は ｾ ｉ 問的 でるるのを ￬ ｈ ｻ Ｎ 泊と する が 、 それは ｈ 外 ｬ ｾＱＱ Ｑｊ rc あ

るのでは 友 く、常! ' CJ!I 防の JJ;J i繁なうどill !地 l亡近くに! ! j ( ; は Î ]部都，Iiの近くに あるo r.j:t Ilt の城 京

都 ￮ ｬｩ が闘 ｪ 杉の城 を 以 って 、 その ｬ￯ＧＺ Ｉｽ ￎ Ｎ の ｉ ｗｾｽｧ ￟ ｾＨ と した 如 く 、 Ｑ 二 辿 の 如 き 都市 は 天 然 と Ｏ Ｇ Ｑ Ｑ Ｑ う ｪＨ ｱｾ

る限 りのー長い接鰯線 を持 つて ゐる 。者Ili l1 内部には未だ 飴怖がある。 それ故、そとに ある 不

動産 の恨値は向確保 されてゐる。

私はか くの如 き郡 i li鏑慢の型を ;:1
1
1' 以 システム ( Bi indelsyst em) と. f t 付け やう。 それ の持

つ交通経憤上の効果は後 に示すと とにしゃう。

一般に都市態 をとか くの如 く分方IJするのは 、不向 然 である 、叉炉問ヰを 岡維な らしめる 、叉

外部の n1T と々 の開係上不治??; て・ある生存と 考へられ勝 ちである。 何故なれ ば、人々 は絞桝 t

か ら考慮 して、循環聯絡のためにシ災地 を抗 菌f しゃう とするからである。 然しと の考へは賞

際 に泣;って見れば スクー反駁 されると とである。 }次身・l的 な!Jf 型を多かれ少かれ保 持する 都i I i

1ま、他都市 lとよじべて 乙大の1'J 駄をもち 、X それによって導かれる。そのいj臓にも 妨げK な

るやう な分割は 見111せな い。それには叉i"f 川のために故然 と分市IJ してゐる唱が ある 。例 へ

ば珍 し い A usenalster を持 つ Hambur g，Potsda m， Zi i r !ch， L uzern， Stockholm 匂・の如

き判 r! JがJj i( くて橋 を架 さや lζ ゐるやうな郁 i liが之である 。

孜ドイツ ｉ ｬＺ 於 ても 、 Ｚ ム ｾ ":. な松 地 をi': 'fった諸都市が ({- (J :する 。 それらの紋 地I'I 哲11dJーの 内部

か ら、一寸見 をj: . r r べば注する J劾Ni へと移動 する 。 . Hanっ、er では 3 Ｑ Ｚ Ｇｾ もある 典 型的な んき

さのも のが作 られ 、又 Lei pz ig で・は:大 l而積の ものが 、更に Br emen では 的-di 民 公1..:11の外

l亡、il t 近 W esser i "f をとり入れた J.( .jJ1.' (1.Mが!十 られ てゐる 。 Mi i nchen にはI 1Yつの分糊し

た ｪ 長場と Ｈ タ ｪ 論 夫 々 の ｉ ｊ ［ｱ ｱ ｬ 乙ょって 心持 制 限さ れ てはゐるが〕 民 間 ｬｲ｜ｾ の庭 問、 又 持 ｉ ｬ￮ ｬｩ 北 ｝ Ｇ ｛ ＱＱ

ｬ と は 大き な 練 兵 場 、 Ｑ Ｑｾ Ｑ r  J話、必は( 外部への姉 院は娃念乍ら 1.+; 1難で ある が ) T her esien  1;' 

版 、守ーが ある 。同 ;fi ;: 1乙 Dr esden ｉ ｬＺも ａ Ｚ ｩｗ ｴ ｬ がある 。 之もｽ ［ｦ Ｚ ｾ 地 ｾ ＱＱ Ｑ ， のため に 妓 念 ながら 、

i十j部 K 備111肢を受け てゐる 。 Berlin もの、との政なシ災地 を持 つてゐるが、之も 動 物91..:l 1寸I'W，'e符1

1え F riedli ch 森 休を 日誌user meer rl.l の .( .' ; 1亡してゐる。 Ruhr炭 川地んーの村'[[(イn ，p併合の何!

域か ら、ftf い例 を探 すならば Bottr op と R ecklinghauf en がある。 ，'i の A achen もノト日

向者11，むから {位か 三分にして ー- 0J，i命ヒドク脳けつけて Y あるが一一ー11L1つの 内山放扇 形地 Il:

述せられ る。

調i生l亡於 ける領 I:::_ のもつ土地鴎分権 I'I ｾユ くの場合 、 ゴＭ土 地也 を大 ｴ広 災 地と し て ｩ湛庄ばせ て 白く ζ

と であつ た 。 計諜 ｴ もと の住築去然 ｾｉ リＱＭＮ を ｴ以 Ｔ

ある。若若: し主ヰ本4宍T地 がi煩瓜1立工するやうな ζ と1'[.乞 t友= りk 、Ber lin の到動j物|怜凶4刈lの如 くづ父どj通迫が不イ促反に友ると

すれ ば、それは建築7 ) 1当111 をはきヰへたと 云はねば ならぬ。孜々 の品世が快貼を持 ち遅滞

する とすれば 、それは孜 々にと って 、船来住築 法 とか土地 法が ，111，ぅj( て 、 より j災い見) }ーに依

2)  Zcntral- Blatt  de，・円l.1uver¥¥百 Itll ng，1  93fi ， Hef t. 7. 
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そのって計設が，' 1 : てられるとき 、

遂行を本 fj，ならしめるための手' X ，vlJ

であらう 。

。
f_'l¥) ( な防省にも +1，) ら宇多 くの都

ilil ま、税! てのんー liiJ へで Ir.l: tJ: いが向

，カ竺 "

勺耕

/4人 定のl / Ii 司へ蛾張し行った。 それ

は、そのシステムが 、それに適合

する 如 き作貼を持ってゐた詩であ

ｾＴ 困 ・ 左一車馬交遜系統 の 種別 ｬ

右ー郊外線が結合してゐ る場合に 、土地の状況に

従って 、車馬ヲミ遜系統の種別がよ り終済的に

7正る。
る。

それにも拘らや、多くの都 rl i の

折導機闘は 、かくの如 きJJ t'i大な: 冬

地引 512堂、花々の十氏抗に抗しに既

イじの構築計 11: を控更しつ λ も向且

つ安易には貫現し件なかった。 oJ

、

6
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［命とのと之はＧｬｰ｟ ｉ 亡Ｚｦ Ｇｉｾ 想論では駄円

であって 、明い立志と執着と 、之

l亡/111ふるに 一般の意見 lζ ;iI:.tする王'P:

第 5 圏 ・より康い郊外扇型地に於げ る鍛道( 電車〕ごパ スさ

の結合による 車馬交遜系統の積}] IJ

又之なくしては Hanover I'C於けるかの驚異的な Mas chsee 地帯f停に候つものである 。

は11¥氷上らなかったであらう 。

三 大に都 ｲｬ ￮ 全 ｗ ｦＮ Ｑ 亡 到する大本地のもつ効Ｊを二 三 ｾＮｬ ｊＱＱ 制しゃう 。

L 放射 j江路 ( Ausfall strasen) の問の土地は、すべての附係者に有利な傑件で換地する

ととがIHぅ!<:る 。何故なれば、そとに建築1放地を指定すれば、I，I，'J溢の朕態や交通手段の殻展

のために 、その大部分の地1t を楠騰せしめるから。

2，者rlili は必要民地; じて 、嘗て傾 -j:: が行つ? と如〈扇型l乙殻展せしめ作る。 それにfぬって建

築地としての利用度は促進せられ、開設の負i f . _yをt陀i戒する 。

3，郁T[ i 周法官官構築: を耕一たしたり 、むき進めたり 、叉停滞せしめたりすれば、成長する者11

バi の不備 をそのま L にして置く ζ とになる。 内部"l li のn; -Jj必部にある -"1 い宅地は、i賃値とイ卑

統を保存してゐる故に 、そとでは j : 地への執著と郷愁の欲求が脳りI ( _ てられる。

4_大谷地は 、種々の公共的施設をイ{ するために利J1J されるのとは全く呉ってj長業的にも

利用し得る。 ζ の場合、経桝的I ' C" ' / 1- . ' しんで・ゐる郊外から哲Il lI i 内部に至る迄 、三i三度的ジード

J レンクを 、別 l亡開設設とか交通手J止を追加せーすコ IC導入するととが出来る。それ以外の構築

は自rl3な傑件 で構はたい 、恐らくは庭 1.:11左か 、その他のもの L 様式K 従って 、ー聞とされ

るでるらう。

5，交通勤! ほと 交 通手段が統 一さ れ 川工、郊外地の中心部の形 成が促進 され る。 都"111内部
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を12遇 す る少数の 、整備 した主要

幹線に大詰: の交通を過す ととは

( 郁6刷〉郊外地の 中心にとって重

要なと とである。叉それは経抑的

な交通網 を 計畏 す る に 使 '( 1:で・あ

り、叉交通作業を白 山l亡し 、より

活則的 l亡、よ りm: J J [ t ならしめると

@  @  

i n Ba u CAnd 8dr i. b t ow;・51，. 8，.・ul ba u

弘息止血立単主J ! ) 出血ニ

ｾ［＠ 6 悶 ・経倍、i軍事事に於て 11 、街路構築三同様に 、( a) がくb) ご

いふ色 ｾ ｲ ｛ ｌ がある。それは 、 技術 の
及び( c) よリ安債である。都市内部に於げる之遜1 ' 1 :

改良を促し 、遠距離交通とのJ(gIl絡 沼状態、停問所さ乗換l枯

を俗易 l亡し 、近くの停市場を利川 しゃうとする 各人の交通保件 lてf.j する要求 を手11げ 、者[Irli

内部の交通抱月1を減少さす o J1rt償な l当特 9i 通行は 、本土也をtJI'l 切 って行くならば 、一つには

};!!f=線道 路 を避けると とになり 、一つには 、よ り:ム: 1-:で1火遁な; 色、を行くととに なる。

6. 放射献の I' 1通路 は、或は餓j且- と結合した 放射;伏の柿築l士、売 業地，(1F主斑接 連絡する税

lと11¥. l::?j < i る。それは仕事やr ;q交l亡qＩ Ｚくとか 、 又は ｉ ｾ ｾ ｉ 当 Ｑ とや ｮ 物 ｉ ｌｨ くと云ふ日 常 の交通にと

って以 後の辺ー路である。

上 述し た如 きシステムは 、 それ故た作業 土 砂に似た 将 ｉ ＾￮ ｬ ｩ の交過半 ＺＨｪｾ ｩｬＧ Ｈｦ f: の第二の根本的要 求

を姉充するに過してゐる o !!Il ち生計1'H;l: 、交 通lζ 引する支1 I '，i 亡よって半，IJi 1J切り 下げ作る し、

叉都市 を蛾大して も決して昂るものではない といふ。

ζ れを賀現する につい てはそ欠のと とを銘 記せねばならぬ。 即 本地はiたして無 駄なもので

はな く一一都市全貯iの向 然的秩 序の 下iとあっては 一一それは者11-，(1 の生前や交通析が? にとっ

て 、 叉 都 ￯ ｬ ｩ の美しく位全な 、 Ｑ Ｑ 止もよき立 Ｇｉｾ の合 ｊ ｗ ｉ Ｇ Ｇ｝ な殻 ｩ 主にと っ て 、 弧ぃ 効［ＡＮｉｾ を ｷ へ Ｑ Ｇ Ｎｽ る

ものであるといふととである。本地と交通は Ｉｻｩｾ Ｑ ， 亡 平 和 ｉＨＭｉ Ｇ ｾ な 相 互依 イ 手のものであるのみなら

や 、IIi J 昨 l亡今日昔II Tli構築の悩 んでゐる二つの悩みの種を解決するため l亡府接結びついてゐ

る弧力な結合間でもある。即 ち一つは話11rli とjE林との結合、一つには交通の電柑 と|利難と

を除去するととであるが 、之らの桝J火・のん法は新しい郎 rli 構築の時期 を現賓 IL 持ち示すに

ある。

/ド然、それを遂行するに 必要な法律 を一般化 し、完成せしめるために 、我 々は土地の ー1:

椛を r' I-度1並行する とと を必要不可快の前担保件 として山WJ u t : ! . めるものである 、その IJ;([I IJ

はアカデ i ーが哲[Ii li 構築と か 間家計EE: 或は地方計-)11:1L f. j しての提示してゐるのと同級で あ

る。 イＡ川 人 は犠 牲 を ｈ ｉｾ ふ必要はないが 、 然しその附 心 をより一 般 的な高いＡ品 ｬ 心 ｬ ζ 包 描し従Ａる

せしめねばならない 。 かくして明必不 抜 に追 求 するといふ 者 ｉ ｬ ￯ ｢ 杓ｽ築の ｾｨｴ 忘 ｬ 土 、 秒 ｉｊ へば片 時

傾 |てが持 ってゐ Ic 意志に似 て一度なら- r - ，脊匂=の者[Ii (l の城間l乞 l当rlJ とjぷさを持 ちろk し作る

のである。とのととに附しては 、者Ili lT構 築家に釘して次の械なグー テの言葉は託 し至"F¥"で

あらう。 ｈ 然し Ｇｨｾ にその意 味 を 確保す るもの は遂 には 己 の 物界 を作る に 至る ｈ 。

v  5 8  



! ! { ι τ Eニーニ- L- LJ

正 面 外 観

“ 堺 市 立 水 族 館" 敏針・長谷部竹腰建築事務所・総工 &藤本工務庖 1  v  



別館中央園形大放魚池及

卓 上 魚 槽

正 面 中 央 部

v  2 “ 塀 市 立 水 族 館け Z主計・長谷部竹腰建築事務所 ・施工・榛木工務庖



藤 棚 よ り 見 た る 龍 神 塔

観 覧 室 に し て 雨 側 に

見ゆ るは魚槽正面出入口

上 は 天 井 魚 槽 な り

“ 堺 市 立 水 族 館 け 設 計 ・ 長 谷 部 竹 腰建 築 斡 所 . !i2I ・藤本工務庖 3 v  



v 4 “ 塀 市

... 圃.
、，

一
水 族

本 館 鹿 間 と 魚 池 及

童 子 像 噴 水

堺市立水族館復興再築工事稲妻

位 置l 堺市大滋公圏内

建 土手 310. 1坪 ( 延坪;:; 53.9J平〉

建 物 高 ' 正面中央官官40尺雨雲足後部及川Uli .27尺

階 重t JF.[薗' i
J

央 if [ 12階 、31; 他 l 階

嫌 式 近| 仕式

梅 雀 餓＿合混疑土造 、 車 ｾ ｾｲｺ 室及別官官屋根餓 午 ｬ ｾ i在

外 装納 長君ｾぷイルｬ｜ ＮＧ￭

各室惚革 対 H及 '"1' 央康問、床モ ザ イゲ ぷ イ 刈ll 、 膨蹴 石

'  貼、天井及上昔日目高プラス旦ー塗iJX1丸1I品及章子{ 象噴水

チ取言覚。

税 t主 主 床 )J 1) ; / カ- t J . イル敷、腰日産ぷイル比11、」ー部及

天井色モルタル塗、魚他大小;:;1 内天井f ! ! . . 惜し 一

記念室床フローリゾゲ ・ ア ｮＧＺＺ＾ Ｉｊ 敷 、木 造腹勿目 、 Ｏｩｬｾ
及天井プラス興一童書

ヨげE主昼休想室 床 )J 1)  ; /  7] ー・伊イ Jぞ則 、腰11&tJ. イル比li 、上官I1

及 使 所 FE及天井 プラスぷー塗 """ 

4寺別f本選1;: 巨 床 フロー 1) ゾグ ・プロ ' : :>)J 貼、壁プラスタ←塗

ベユ/ 寺仕上

J: IJ 官官 J31i: )1 1) 〆カ - ! J . イJレ敷 、』野産タイ Jレ民1i、上昔日

型産及天井 プラスタ ー塗、中央闘形大放1ゑi Ul 及

主主上魚槽チ置。

エE 程 昭和 11年4 月 起 工 昭 和 12年3 月荻功

館" 設計・長谷部竹腰建築事務 所 ・ 施 工 ・藤本工務庖



“ 堺 市

. . .  由

、，

一

J.:W ."i fJ: 水 族 館 配 m : 阿

水 族 舘 " Z賞計・長谷部竹腰建築事務所 ・ 鑓 ヱ ・ 藤本工務庖 5  v  



患 者 入 口

中 庭 を 望 む

v  6 “ 市 立 桃 山 病 院 増 築 " 訟 計 ・ 大 阪 市経理部管絡諜・絡工・浅沼組



手 中ij

「晶、

-、

よ""

見 舞 人 入 口

薬 局

“ 市 立 桃 山 病 院 増 築 " 設 計 ・ 大阪市経理部管繕課・施工・ 浅沼組 7 v  



此 花 匡 役 所

1 陪 平 面 図

v  8 “ 此 花 匡 役 所 " 設計 大阪市網 開 締 結 ヱ 諸 国 噌



廊 下 大 窓

目当 2 階 平 薗 園

“ 此 花 匡 役 所 " 設計 大 阪 市経理 部 糊 課 施工 芸 露 目坂語 9 v  



「

1

1

[i!f. 接

ｾ、

- 、
昌 ユ

大

. . 0. .  

雷 議
安

='=-

3 階 平 面 困

v  1 0 “ 此 花 匡 役 所 " 設計 大阪市経理 問 繕 課 施工 芝 露 首坂語



外 観 全 景

係 員 及 選 手 入 口

“ 中 モ ズ 庭 球 場 " 設 計 ・ 南 海電銭工務課・コート設計結エ・白目 j窃舎 1  1  v  



一 般 観 覧 席 入 ロ

スタシ ドコート全景

ス タ シ ド の ー 部

v  1 2  “ 中 モ ズ 庭 球 場 " 設 計 ・ 南 海震銭工務課 ・コート設計結エ・白目商曾



校 舎 講 堂 全 景

校 舎 背 面 及 西 面

I1 尼 崎 市 立 小 肇 校 及 責 習 商 業 筆 校 " E主計 尼崎市笹繕諜 ・施工 柄谷組 1 3  v  



講 堂 南 側 正 面

講 堂 内 部 正 面

v  1 4  “ 尼 崎 市 立 小 準 校 及 責 習 商 業 肇 校 " 設計・尼崎市醤繕課 ・施工 ・非柄谷組



位 置

敷 地 面 積

雪宇高量I t 築面積

t江主習 H  

雨斜. 延 面 積

軒 高 及 階 高

構 造

外 袋

.‘... 

.... ｾ ＭＭＮｉ・ ｋ

T15:: :IJLFi ji:; 11; 間二11 4 舟

" "  . . 軍 事 R ETi.w・・・ "" ..ー +qL，A:: :1，A

11;; ICJ 1H521; 江;;I;;PLj
一 一 - .  ｾ＠ ｾ，ｾ＠ ・ｾ "  

｟｟ＮＮＮｾ Ｇ ＮＮＮＮ，ｉ Ｎｊ ‘品』品 -， ... ‘ ー 干 ダ円国 E  

ft ...:' 

;H乙ー

尼崎市立奪常高等小拳按及貧習商業率校改築工事徴 要

尼崎市南城内町

9. 124. 5卒 米 ( 2.760.161 薗坪〉

1. 878民 グ ( 568.2ぅ 11 )  

807. 73  11 ( 244.339 11  )  

6.608.89 11 ( 1. 999. 187 " )  

Ｓ 潜月ラペクト天端迄 ＱＲＮ Ｒ Ｗ Ｐ 米各階高 Ｓ Ｎ Ｖｾ Ｎｯ 米

餓筋コ Y 1; 1) ート造 3 階建一昔日( 塔家 ) ｾ階建講堂平米連 ｬ 、 ス

』要廻リ及各蛇腹i克面等人主主石洗出塗仕上共イ也 J 、有色セメ Y ト屯 1. ?< 1レ掻務 γ

塗 l士上及一昔日人主査石塗小 叩 キ仕上下ナス

f日tjj

‘  
<'  

‘ F  

4 ・
.，c  "_. )- '1 .， 

おも_.: r.;. '; .. ......... 1  

階 卒 両 国

内
袋 内部 講 堂 及校 長 室、腹 初回 付其他 セメゾトモル? < 1レ塗ベイゾト塗l土上各E基地

白 漆 Ｑ 会塗 Ｗ ｾ 性ペ イ ｙ ト 塗 仕 上トス

天 井

床

飢11 入 口 及主主、

内 昔日 f士 切

入 口 悠

設 計

施 工

工 程 日 時

「キルゲ 」市松張講堂天 井、及 墜 共同 上 張7)( 性ペイユ/ ト塗 I.t 上トス

「スヲプJ I コ Y 1 ; リート J Jニユ小根 太チ置寺 、「アナ. 1 1フローリ Y グj 張 、タ

闘尖イ也「タイ3レ」及「アスベスト担イ pν 」敷 l屋上床 ハアス 7 y  1レトプ口: Y 1; 数 込

トナ ス

各入口ハス千 ー ル製「フラグ γ ュド P ーJ{士合 γ 各教室宣言、ユハ 「ス千 - J VJ 製 下

部 風除 付「パ ラゾスウ エート 」式 上下「サクジュ」首長込ミ 何 ν モ清ー色ペ イゾト塗

仕 上 1、ス

米f合製 トジ木昔日 J 、何 レモ「すイルステ イν 」色付ノ上「バニ Y ジュ J 3 回塗仕上

トナス

尼崎市役所修繕謀設計

尼崎市南竹谷 町一了 民三十番地 株 式含枇 亦 柄 谷 組

昭和 10年 ! 2j l 若 手 ( 1  期 2 期活算〕昭和12年 3 月竣工

“ 尼 崎 市 立 小 準 校 及 賓 習 商 業 皐 校 " 設 計 ・尼崎市轡繕課 ・3を工・ ‘ 柄谷組 1 5  v  



5 階 建 外 観

玄 関

v  1 6 “ 天 王 奇 第 五 小 事 校 " 設計 大阪市校園建設所 経 工 ・鹿島組



2  ｾ Ｎ苦手商 圏

階 卒 薗 園

テ ラ ス の ー 郡

春夏秋の好季ら屋外に食事休

日 ｩｾ する尉 的 でテラスた主主ゼＺる

食事喫茶の銭の大食堂でわる。

小高い庄の上にわリ眺望のよい

ブi I旬に三段のテヲ スらさってあ

る。

( Der  Banr mヒistcr，ル'l arz ，

1937 より〉

( オースタリー〉 ウ井一ン郊外カーレンベルゲの食堂 建築家 Er i c h Bol t ens t er n 1  7  v  



北 側 外 観

2 階 卒 面 画

25& 年間に元金消却の後定た以て

160床 ( 内小 児9床〉の設備らしれも

ので 、メルポルヅの病院さ 同じく L

形の プロ ツ苧たなし鍛筋コ: : / ゲ l} ー

干透外部タ イル張である。

( Arch吋i tectれtt"a l Rミevie明¥V ，F eb. ， 

1937 より 〉

話三三 ｅ 三三 三 苧 三三 ｾｈ 問 ｅＲ
ι t  11 11.111 i  11 !  11 

、Tr. R.. E

v  1 8  ( オーストラリヤ ) Royal  Prince Al fred 病院の新病棟 ( シ f.:. ー)
建 築 家 安1atcfZ3



北 側 外 観 友 玄 関

看 護 婦 寄 宿 舎 外 観

百E 軍

巳ム

L 形のプ ログゲるなし、内庭の他端に君子議

妨寄宿舎がある。餓筋コ Y l; リート主査五階建

地下一階、病室It 二 、三 、四、五階に あり 、

一室ー床、二床、四床の積1 ) IJ がある。叉} J 1J に

四階に It 手術 室、五階に I H差室がある。

くA ，'chi t:! ct lll 'al  Revi ew， 

国

( オーストラリヤ) メルボルンの慈善病院

。

。

@  

病 院 5 階 平 面 閏

. 0 O ! . 円 日 時 a 同

」ー一

θ  

病 院 3 階 平 面 圏

建楽家 S tep hen so n 及 M el dr um 1  9  v  



ヨ量

前 面 透 視 圏

主 五 醐

劇 場 入 口 透 視 圏

景

1936年 5 月下リノに て見本市場設計競技が 行 11

れ 建 築 家 Et t刀[' e Sot - Sas の突が首選す。

要 求 精 霊 見 本 陳 列 場 ( 50∞mり

劇 場 ( 2C即 席〉

見広博物館 ( 25 0 m
2

)

レス下一ヲヅ 、 バ一 、事 務 室、究 広、

繊 道 案 内 所、銀 行、郵 便 局 、衣 服 蹟

室( 1∞0 人分〉

技用 45∞α氾 リラ以内

i際イキ : '現存の新聞官官 ( P alaz z o dc  ｇｩｯｲｾ｡ ｬ ｣＠ -:-

1911年ノ前回1Wの際建設され今日 まで 仮 見 本 市

官官 さして使用 きれれもの〉の改 造、利用監防首1窓主。

こ の ｴ包常ｾ［窪案で ｬは ｴ 新問自館官完たｬ＿ｻ使吏用 ぜ ず述物全 昔部目えた ｐ 歩
道よりずつさ後退巴しめて居るプラ yノlぼ主極 めて 明

1快島で捻然さして 而 Lいt伊つ7れ: りさして均衡由がず芭れて

ゐZ

する二つの劇揚 、左 方に展覧令用の大サ ロY 1，p問

形プラ Y の 所;¥11 口干 Y ダのレストーヲ ν のニつの

述物た蹴位し待に後者 11市 の 中心部 へ の展 望のラ

く角 地九，占めてゐる 。

中央部に 11)' 空席7占有する凡本市場な る$j v' j J. ν  

リー さ同似ためぐらしに プーかやH賞71<のある '1】庭

が主主られ共に入場者の動級協i係が都合、よく考へら

れて居る。

( A 同 hi tettu，. a l tal i ana， Gc nnaio. 1937 よリ〉

階 平 面 園

4 ・ ---l J し

ｾ Ｍ， ｾ＠
，;( ，- )  

、

経 析市R

に二ζ 亙

v  2 0  ( イタリー) トリノ園立見本市場設計競技嘗選案
建 築家 E tt or e  S o t ，.. S a s  



全世界に出荷してゐる 種子の商 舎の怠庫で

貯蔵庫 、空費芽研究室、混室等の外に l エーカ

ーにあまる試験段闘が附属して ゐる。

そして この附近にある伺系統の替業所等1"，

主主絡す るに餓道岐線の入込みがある。 この;合

庫に 11 、種子袋の外泥j炎、施 3壁、決図用品 さ

か云ふ LのI ，{ 土持込む。

種子の乾燥、泡風、保冷等 の必要から 、言宣

言十者 11 その内部仕上に :木材た多 く採用 してゐ

る。併- し花球根だけ 11低温に鋭敏で あるので 、

j] IJ に混い一塩創た奥へて ゐる 。

( Aに hitectul' al Rεcord， F cd"  U' 37 より〉

外 壁 縦 断 面 問

外 壁 水 平 断 面 園

(  f 1 ヴ) 種子の貯蔵庫

9ト 湖

外 観 2

建築家 H ans  B r ech b uchl er  2  1  v  



外 観

事 務 室 内 部

。、河川ーIl linois 晴子令批 が

自作の硝、子プ fl Y  lj 1，t 使って

建築しれ工場及倉庫でわ る。

靖子アロ y ク 1d東京 の 港百

三面ーに 用 (;I' t: 鮎 、 この材 料

の用途さして最 L也・ 1.l. ，1主主1: b  

のでわる。

内部事務所の附l 仕 切に L こ

れを使用 して t常用さ立停 での

ー奉雨得た狙ってゐる。

( A ，' に:: hi t ect u山r悶'al F o，川u山Ii川111

JVI羽 a r:: h，1  [.3 7 より 〉

外 観 夜 景

v  2 乏 ( アメリカ ) O  wens-Il l inoIs 硝子曾妊の工場及倉庫
Aus t i n 針生設計施工



大さ 426!!Tc x  ｊｊ Ｎ ｾ 択 、 アメリ カに ー

於げるこの砲の建築中 、最新に し

て而 も最大なるもの、一つでわ る。

公舎堂さしての用途のほかに 、

銀詰や機械類の陳列場もあり 、劇

場の昔日分11各種の演劇唱す ベラ L 、

行ふこさも出来れIt 、叉音集合ゃ

活動潟ｩｦｴＮ ゃ 小集合やレスリ ｙ ｾＢ の

試合な s・に も遡してゐる。

夫々の部分が別々に使11れて L

一時に使用 ぜられても決して混雑

しない様に計: m: ぜられてゐて 、

45，00コ人の 収容人員も必要なら ば

8 分間 l二戸外に主主り出す二さが出

来るさいふ。

中でも闘技場11最も設備の完全

なもので 、14，0∞人牧容の磁覧席

から照明 、換気等最も待色わる 4

のZ 言へる 。

外観11重くるしくて 、自主リ 感心

ゼぬ。

( A ，' chi t ectl l ral  FOrl l ll1， Mar c h， 

1937 より 〉

( アメリカ ) Kansas 市公曾堂

外 翻

小 劇 場 内 部

建築設計 ｾｬｯｮｺｯ _  H.  Gent r y 等 6氏

構這E宣言:t Ａ，， ｾｷ ｟ｩ ｮ＠ _ Pf uhl  - '.  _ .  - 2 3  v  

機織設備 W.  L.  Cassel l  



闘技場淑覧席平面圏

関 技 場 プ ロ ム ナ ー ド

Al onz o H.  Gent r y 等 6氏

F r wi n  Pi uel  

、1. L.  Cas s el  

建築設計

格準設計

機微設備

1

0

Z
凶

区

凶

」

F

Z
凶

L

d
匹

d
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U

Kansas 市公曾堂

。

円‘ -
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。
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( アメリカ 〉
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-
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陳 列 場 平 面 闇

v  2 4  



第 2 園

第

欧洲大戦以前の工場 11全〈機械か雨露 より保護するに過ぎない L のであ り、

その構 造 も単に屋根た文へ るさいふ こさをのみ目 標さして設計ゼられてゐ1: 。

その後工場建築の一つの傾向 さ して 現 11れ れ もの 11第 l 闘に示す虫n告もの

で 、卒薗計E注目次第に機械の操作に遡隠す る桜考へ られる 放に 11なつれが 、外

淑 ｬ 二 ＱＱ 工場 の機 織 さ ｬ 吋Ａｾ附係 な後 飾等た施して 、 ｊＱｉＮ｛告的 ｻＺｬＧ ｬ 併｛ た 持 ＱＺ ゼ 『 コ うさし

てゐる。

以上の械 な過程か絡 E 、最近の工場建築11第 2 圃に示し1: γ カゴ郊外に於げ

ろもの k 刻I く、全 く合理的に経i質的に 、而 L 外在日から見れIf 、多 数の複雑な機

憾設備を収容 しに L のさ 11思 11れないiii l明直践すよ形のものさなつれ。 γ カゴ

の郊外約 15略]ーの問図に} l i て られれ工場ーで あ る。

くA l' chi tectu. 叫 Fon' l1l， Ma，' ch， 1937 より 〉

( 7 メリカ 〉 シカ耳郊外の工場 2 5  v  



外 淑

平 面 圏

建 築 家ド 自家用 に造つれ夏期又 1"J:i!週末の})I J

ilt である。鍛筋コ Y ケリート及鍛f百j コゾク リ

ート プ口 ｾ伊達卒家主 ｅ 。

( Archit ectu悶 1 Review， F eb. ， ] !' 37 より 〉

v  2 6  Whi ps nade のバシガ f i -

空 中 窯 J t

居間より玄関を望む

連築家 Luhet ki n 及 Tec t on



居 間

2  ｾｴ 卒函困

UPPER PART 

Ll V. RM.  

LI V . P-. M 

14'  x  17 ‘  

外 観

S CA L E  I N F E E了

ヨロ・-===コ・ー
0・ 5・ 10・ l S

1 階 平 面 圃

念 な斜 面に述てられ1: ノト住宅で 、了皮階段の船場の所 から入

るも主! こすよって ゐる 。

居間の部分 112 階 までぶちま友告 で 、盤 、取附家具など全音ri ペ

ユヤ板張である。

外 部11 j" レゴゾ月 イゾのベニヤ板の大告さ に制り合 されi i : i 明

直載すよ外車Eた持ってゐる 。

部屋の角に凡て慾や設けれの 11一つ 11採光の理由から 、一つ

11家具据附に刷用し俳べ 告壁面たなるべく多く浸す銭である。

Ｒ ， Ｐ ∞立方択に到して工ｾＧｴＮ 2，900弗、空手立方I沢に l t して 3 1-1乙 Y

干の割合でわ る。

( Archi techll .al  For u川

( 7 メリカ 〉 カリフオル二ヤの客用住宅
程袋家 Mi ch ael Go odiri a i¥ .2 7ν 



断 面 透 視± 園

/ へ ‘

" 2 8  ( 7 メリカ ) Pasadena の住宅

外 観

居

ｾｌ＠ L一一.1:

!: ;FUl STUOY; ; :  

n  ｪＹＧＭＶＧ 目 ＮｾｾｾＧＺｧ Ｚｩ ;; 

也 弘、 . . . 辛口ロペ

N cutt. : t 一流の構造

法1. t }司0¥1: 木造住宅の

伊j である。敷地内の大

木か生かしつ ヘ 而 L

将来の獄張まで改想し

て設計ぜ られれも の。

ｊｾ 附げの家具さ簡明

なlfi}J 線 之が生活1.t非常

に簡易化 してゐる。

14，ぅ∞立方! ! R に釣し

て4，700弗 、l 立方l J J <に

F占き J 1セ: y 干に包・る。

( A，' chi  tectl ll 'aI  F o-

r UI11， Ma，'ch， 1!' 37 よ

り〉

間

1 階 平 面 園

⑧ 

」品話芸昌斗-

o  ， 10 l '  

建築家 R i c har d J. Ne ut r a  
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布Mi 、 >J 、阪、長潟、漏刀双方日美智市計霊の決定 大 阪 i ! i 攻郊に位; : ! : る布施町 、小阪町 、長 潟村 、

満刀村及110美 村 11. 比年念漣7よる務長11 ? 主主げつ、わる九，以て 、之1L，健全に誘導するの方策1l ? 確立ぜし

めんが然 、 昭和 Ｘ 年 ＱＲ 月都市ｾＢｴ ［ ｈＺ 法ら遁用し 、 ｒｦ 米 各般に Ｗ｛ る ｊｩ 怠言党［［ ＢＱＭ肢 の 調査ￌｬＭ Ｚ＾ 准め 、 滋にｊｴ の 完

了11? 見、I、ろ街路、公 園 、地域及 風致地 域 110

古11市計: J : ミして決定 L 、1m初 12if. ;J月 29 H 内聞の認 可1"

受 (1 、地域 にイサて 11 同年 4 ) 119 11 J:. ｬ Ｉ 之 ＱＱ ＭＧ 施行する 旨本年 Ｓ 川［ｊ ｏｉｉｉ Ｎ ｊ 内老年大臣よ ＱＩ 告 Ｑｻｾ ＱＨＮ ＭＮ Ｑｾ 材、リ。 ＵＹ v  



肇 湾 都 市 計 董 令 施 行 規 則

第55{傑 I(方火地区内 二往ル泌物 ノ屋根 チ金属板チ

以テ被覆スル下寺内茶ノ野地チ J!l- サ 3 セゾ千メ

ートル以上ノ不燃材料 チ以 テ築造ース ベジ

ｾＵＶ 線建物 ｙ 防火地 ｬ 亙ノ内外 ニ 跨 ｰ レ場合 ニ 於 テ

ノ、A ノ全部 ュ笥 γ 防火地区内ノ建物 ニ開スル規

定手適用ス 但 γ 芙ノ建物ノ 昔日分チ成 ス防火噌 ニ

γ テ防火 地区外 ュ在 Jレト寺戸共ノ防火 日産外ノ部

分ニイ寸テノ、比ノ隈 ュ在ラズ

第 57{燦 I坊火 地 l高内 = 於クル隙W(:>、不燃材料ヰ以

テ築 造叉川被覆ス ベジ

ｾＮ￟ ＵＸｩ 様 知 事叉川底長 ρ 防火 地|話内 ユ在 Jレ建築物

ニジテ一時ノ使用ニ供スル モノ三千j テハ 前 6{傑

ノ: 規定ニ拘ラズ必要ナル命令チ稜 γ 叉ノ、鬼分 チ

銭スコト チ得

第 59係 知事又 ＾ｾￆ 室長ハ本節ニ規定スルモノノ外

防火地底内ノ防火設備又 ρ 建築物ノ |坊火構造ー =

闘ジ必要ナル命令チ雪量 γ 又 J 、慮 分チ角ス コ干 チ

1! 告

泊 三 ｍ￮ 建築物ノ敷地、出サ Ｉｾｊｾ

ノ 敷 地 内 ノ ;づき地

第60ft革 本ヨ手中建築物ノ高サ及ＺＡｾ ノ 敷地内 ノ宅 地

ュ附 γ テノ、，8IJ ニ;ζ ムルモノノ外本節 ニイ'tc 1レ

第 61{ l 革建築物ノ敷地 ρ 長サ 2 メートル以上道旅

敷地コ楼セ γ ムペジ知事又ρ E軍兵ハ土地 ノ↑ jlj・態

建築物ノ用途其ノ イ也 ノ状況ニ依リ必要アリト認

ムル干寺戸前項ノ規定ユ拘 ラズ，8IJ 段ノ jE チ錦ス

ョトチ Ｑｾ ト

第 62{ l 革建築物ノ敷地 ハ尖ノ接スル道路境界ニ於

' i iレ路面ョリ高カラジメ建築物ノ 床下ノ :地盤 面

ノ、周開ノ地盤面ヨリ之チ高 カヲジ ムペ γ 但 建 築

物ノ用途 、土地ノ 状況共ノ 他 ノ* 由ニ依リ知事

又 ρ 鹿長ノ 許可チ受ケタル場合ハ 比ノ限 ニ在ラ

ズ

第 63f際 建 築 物 ノ敷地混i問ナルモノナル下寺 、浸

7ft ノ皮アルモノナルト当叉 ρ 塵芥ノ鮫チ以テ考E

Tλ テラ レ?J. iレモノナルト寺 川知 事 叉ρ 廊長ハ共

ノ地盤面ノ 地揚高 、建築物ノ床高ノ 地盤ノ 吹叉

等 三附 γ 必要ナ ル命令 チ後 γ ;I...>、 慮分チ湾スコ

v  6 0  

トヲ ｾ ｾｦ

ｾＶＴｻＡ 燦建築物ノ敷地 ニハ ｋ ノ 敷地内 ニ 於ク ル雨

水及汚水 チ排f世又ハS監理スペ当設備チ銭スベジ

第 65{ l 華煉天造建 築 物、石造建築物及木造建築物

ノ、高サ 15 ;1 - } l v ，軒 高 11 メートルチ超 " - 1レコ

トチ ｾｾｴ スＧ

建物ュシテ外自主二種以上ノ構造ヨリ成政モノ

エイナ テハ 自 ￭ ｦ ｾ 質ノ規定ノ適用ュ閥 γ 市 ｉ ｊｲ現 ノＺ最厳ナ

yレ壬ノ ュイ火 2レ

第 66陳 述築物ノ各昔日分ノ両 ザノ、 共ノ古[1分 ヨ リ主主

築 物 ノ 敷 地 ノ前面道路ノ f fjRIJ 境界線迄ノ 水平 距

離ノ 1 t存2 分ノ l チ超エス' 且其ノ前面道路幅員

ノ 1f会2 分ノ 1 =-_  Ｘ メート ｊ レチ ｊＩ ｜ｬｾ＿ｊＮ Ｑ レモノチ

限度トス

ｾ￭ｦｾ 頁ノ高サトノ、 ｲｩ ￭ ｦ 函道 路ノＧＱＧ央ヨリノ高サチ ｊＱＱ

7  

';r; 67{傑 建 築 物 ノ敷地ず幅員同 ジカラザル 2 以上

ノ道路 ニ接スル場 合 ュ於 テー ノ道路ノ堺界線迄

ノ7ft 2fi. ｅＭｒ ｾＺｉｕｉ Ｇ＠ j tしノ道路幅員ノ 1併 2 分ノ l 以 内

三ジ テJ.l 25ノートル以内ノ l忍域内 ニ在 yレ建 築 物

ノ各部分ノ高サュイナテ ρ 前燦ノ規定ノ遡周三附

γ 兵ノ道路チ古if 箇g白書 ト若{ 故ス

ぷ ｊｾ 頁ノ ［ 規定 ユ イル レ育 ￭ｦ 面道 路 Ｒ 以上アル場合ニ於

テJ 刊IUl 同 ジカラザル干寺 J 、幅 員小ナ ル前 面 道

ｅ 寄ノ、幅員最大ナル高 ，￭ｦ ｩ 面進派 ト 同 一ノ ｾ高員 チ 宥ス

ルモノ ト見! 故ス

ｾｬ 項ノ ［ 場合 ニ 於 テ 同 ｬｊ｜ュ規定スル広域ノ 外二

復 pレ建築物ノ :各部分ュィ、f テノ、幅員最大ナル道路

チ前 国 道 路 ト 宕i紋ス

第 6 8{際 道路幅ノ境界線ず建築線ト 一 致 セザル宅島

合 ュ 於 テ円前 2{際ノ規定ノ適用= 開 γ 建 築 線 チ

:!t ノ道路幅ノ境界線ト若{故ス

第 69係 建 築 物 ノ 敷地左ノ各競ノーニ該営スル干

寺戸知事叉，、鹿長戸商) 3  {l華ノ :規 定 ニ拘 ヲ，7..' 別 段

ノ命令チ雪量 γ 又 ρ ｾ 分チ 銭スコ干 チ作

l  公 園 、厳 場 、i可、海ノ j傾 ニ接ス ル干当

2  育ifi画道 路 ノ 劉側 ニ公闘 、騎 場 、河 、海 ノ 鰍

アルト当



:3 Jしノ地盤 面ト古iJitii 道 路 ノ路面下ノ高低ノ 送

ｾγ キト寺

4  高低ノ 差箸ジ寺 二 以上ノ 道 路 ユ接ス Jレト者

5  道路ノ j終端ニ位ス ルト当

ｾＷ Ｐｻｾ＠ 知事叉 ρｾ 長円土地ノ状況 Ｉ ｾ ノ イ也 ノ Ｚ 事由

ユ{$( l) 4寺ユ必要ア l} 1、認ム ル ト寺内 l伍域 チ指定

ジ茶ノ広域内 = 於ク ル建築物ノ高 サ ノ: 最低限度

又 ρ 最高限度チ定ム ル コ トチ俳

ｾＷＱｦ 燦 爆 突 、 棟飾 、 巡礼［ 針 、 Ｎｑｘ竿 、 風 見 竿 等 建

築物ノ屋上 ニ突出ス ル毛ノノ高サ戸建築物ノ 高

サ= 之チ算 入 セズ

装飾培、物見塔 、屋各〈 、が|浄機培、7)'c槽 等 建 築

物 ノ 屋上突出昔日ノ高サハ A ノ白日分ノ高サ ノ 5 分

ノ Ｑｾ ＾ 、 建築物ノ 高サコ之チ 主主人 セス ｾｈｬＮジ［ｊｴ ノ

算 入 セ ザ ル部 分 ノ: 最大 町 砧 ノ10 ノ l ヲ超コ ルコ

トチ 1! 会ス'

必H号機 塔ニイ、t テノ、知事又 川勝 長 ノ許可チ受 ク liiJ

JJ l; ノ5 分 ノ l チ 9 メート ル迄滑 jJllス ルコ トチ待

!1; 72i!傑 本草 中 建築物 ノ応 サニ附ス ル規 定 ρ 熔炎

物 見培 、11・電機 、水槽 、井正槽 、無線電信用電柱

ノ類及了.2起用建 築 物 ニジテ 知 事叉 ρ 腕 長 = 於 テ

:Jt ノHl 途 ニイ氏、J 己ム ヲ件 ズト認メ許可 γ ?< Jレモ

ノニ之 チ適用セ ヌJ

本本中建築物ノ高 サ ニ附ス ル規定ノ、政寺建築物

ニジテ知事又 ρ 艇長ノ ;許可 チ受 ク伊 yレ毛ノ= 之

チil l ! i用セ ヌJ

第 7:J i!燦 建 築物 ノ述築面積ノ、敷地 ノitii t:i ュ封 ジ 10

分ノ 6・5 チ超ユルコ 下千件 ズ但 γ 知 事叉 ハE室長

ニ 於 テ 指 定 ジ 掛か ｦ ｬｊ地 ｊ ｾ ノ ｻ也 ノ ｼ高級 ニ 於 ＿Ｍ ｊ レ建

築物及知事叉 ρ Ht¥長ユ於テ 支隊ナジ ト認ム ル建

築 物 ニ付テ ノ、 比 ノ限 ニ在ラズ

:m; 74燦 ノ 規定ニイ点 配亭 f( 脚 及J合成ナ号 歩 道 ノ敷

地ノ面積市l ニ亭仔脚 ノ 建築 面Y.: ＾ 、 自 ￭ｊ ｊ ｊｾ ノ 建築 物

ノ敷地ノ園設及建築面政 ニ之チ 1 ! 入セ ズ

!: s 凶t:Ii 建 築 物 ノ 構 造 設 備

第 i 款 一 般 構造 設備

:W; 74i.傑 知事叉 ρ 鹿長 ノ指定ス ル道 路二沿ヒテ建

築物 チ建 築 スル 者μ 、亭 ｦＧ ｊ ｾ 脚Ｈ格 Ａ 克アル 歩道 〉 チ 設

ゲペジ但 γ 待) i IJ ノ事 由ア pν ト当 ρ 知 事 叉 ハ嵐 長

ノ:許 可 チ'受ク機庇ナ当 歩道 チ設苧 Jレコト チ得

知事 又 J 、E事長川本節 ユ;規定スルモ ノノ 外亭仔脚

及機 庇ナ当 歩道ノ幅員及椛 主 ｾ ＺＺ ｾｉｬ ; ; ; 必要 ナ ル命

令 チ 重苦 γ 又 ノ 、量産 分手 銭 スコトチ ｾｾｦ

Ｚ ｾＷＵ￭ｬ 栄 木 11燥 'l C造 述築 物、木-，j石 滋 住築物 、ー上成

準 I t 築物、土角 主主建築物、1民地造建築物及竹主主-

klr築 物ノ、之チ建 築 ス ル コトチ 件ス'1El ジ土 fiJ 透 述

築物及竹透主E築 物 ユ ジテ知 事叉 ハ嵐 長 待})II ノτj 私

自ア リト認 J 許 可ジ ?< Jレ場合 J 、比 ノ限 ェ件ーヲズ

:;t 76係 汲 取f必i J i ノ構造設備 ハ1:i. ノ各競ュ {t<J レベ

γ  

l  義 尿 溜、尿樋及糞J J < 宣政 二共 ノ上 口周囲 J 、

l市! 7) ' c材料 チ以テ 之チ 透 pν コト

2  床下二於 テハ耐水材料 チ以テイ也ノ 古E分ト述

飽iス pレコ ト

:J tll: 取口 ρ 密閉 γ 得 Jレ袋 援 ト銭 γ 地 盤 面 ヨ リ

10 セ Y 千メー トル以上高i 7J ラ γ メ旦之チ 直接

近 日書ニ |面セ ジメザ pレコト

!1; 77il傑 ｦ￘ ｾｲ 、 ＿ む 合 等ヨ ｬ ｽ 排出 スル汚 物ノ沼 Ｑ >、之

チ 耐 Ｗ ＩＧ｣材料 チ 以 テ 築 主 主ージ ［ 盛 ［ｉＺｾ［ ナル防 水 設備 チ ［Ａｾ

V 且蓋チ 設。ベ ジ

ｾＷ Ｘ 線 使所 、音合 毒事ヨリ排出スル汚物 ハ 知 事又

ノ 、 ｾ長 ノ 指定 ス ｹ レ下 水道 ］非ザ レ バ之チ放流ス

ペ力ラス'1旦ジ知事又 ハ艇 長ノ ;承認 スル汚 物品品規

補予 設 クルトキノ、此 ノl浪ニ在 ラス'

第 79i!傑 弁 戸 トtll: 取 使jリ「又ハ 汚物溜トノ距出ii >、5

メー トル以上チ有セジ メ井 戸飢11 >、之チ地 上水ノ

診透 チ妨 ゲ構造ト然スペジ但 γ 待別ノ事由 = 依

リ知事叉 ρ 鰐長ノ許可 ナ受ク タル場 合 ρ 此ノ I浪

= 在ラズ

第80il阪 知 事又 ρfti長 J 、本節 ニ;規定 スルモノノ 外

井戸、便所 又 J 、汚物i沼ノ位置 、構 造設備 等 コ闘

;;; 1祈生 上必 要 ナル命令 チ努 γ 又 ρ 底 分チ 錫ス コ

トチ Ｑｾ￞

!1; 8 1僚 主It 物 ノ屋 根 、謀 者 、庇等ニ γ テi白書 ユ沿

ヒ担 ｊ レ ｩＱ Ｑｾ 分ニノ、 軒細及 竪 悩 チ 設 ク 下水洗 ］ 排水

ス ル設備 チ然ス ベジf旦γ 小1克 ノ類 ュイナテノ、比 ノ

限 ユ在ヲズ

第 82i!傑 務 室、流 γ 場 共 ノイ也常時7)'c チ使用ス ル場

月j' Ｉ、 ｊｾ ノ地 主主叉 ｊ 、床 チ 耐 Ｗ ＡＨ 材料 チ 以 テ 築 主 主 又 ｊ 、

核 恋 ス ペ ジ

第 8:J il 革 ド; )'c i昔、j - " ; )'c 'ij・ 、溜桝 ノj紙ρ 耐ノ'J( 材 料叉

ノ、tzz主官吏久戸支 員 ノ承認スル材 料 チ以 テ築 主E

ス ペ ラ /

-;r; 84i 傑 建 築物 ノ訂正惚 二 γ テ直接 土機ュ援鯖スル

古gうド、jsj .tノ') ' c材料 チ以 テ築 造スペ γ 113. γ 門 、防幼t

ｾｾ ノ 施 ノＪ Ｎ ＼￱徹す ｐ レモノ ハ此ノＡ浪 ュ ＺＨｴ ヲ ズ
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ｾＸＵｦｩ 朱 ｫｬｴ 家下地 盤 ノ 表 面 ハ耐水材料チ以テ築造

ｶ ｾ 長ノ厚サ Ｙ セ ｙ チメ ー ト ｰν 以上干潟スベジ

>F; 86{燦 居室ノ 構 造ρ 左ノ 各減 ュ {tt J V ベ γ

1  天井高ハ 2 ・5 メートル 以上 1、鈴スコト

2  fl<: 高ハ 60セゾチ メートル 以上ト錦スコト

3  床木造 ナルト寺戸 ｾｴ ノ床下 ユペ副首 ・ ナル換

系 設 備 チ気スコト

4  地 l緒 ノ最下階ノ居室ノ床又 ρ 共 ノ 床 f >、耐

Ｗ ＩＧＨ 材 料チ以テ築造 γｊｾ ノ用惚及床ドロノ 、 ［直 ｾｬ Ｚ ｦｾＮ

ナル防滋設備チ銭スコト

5  慾 又 ハ 之 二 代 Fレベ寺保光岡チ波' l J{ ノ有数

ini t &ハヰミノ 面積 ノ10分ノ l 以ヒ干潟スつト但

γ 天ｾ｜ヨリ採光スル場合二円 ａ ノ ［ 有数面Ｍｴ ｒ 二子

3  Ｈ［吉 迄ユ換 算スルコ トチ ｱｾ �

6  直接外系ユ 幽ージ テ室 ノ副主占ノ 20分ノ l 以 仁

］相Ｇ日・スル商法チ開政 γ ｱｾＭ� ペカヲジム ｰν コト

但 γ 之 ニ 代 Jレベ寺 j道官I ノ換糸設備アルト寺内

此ノ限ニ在ヲ ズ

ｬￌ ￭ ｦ 項第 Ｕ 減ニ規定スル保光歯Ｎノ右妓 ｩ￱￮ｾ ル 、 採光

商 ノ 位置 、構 造、周囲ノ状況等ニ依リ知事叉ハ

廊長之チ認定ス

随 時 開 放 ジ 得 pレ襖、障子 ノ類 チ以テ f:t-tJj リ;;. ，レ

2  ｚｦｬＺ＾ 、第 ｬ 攻策 Ｕ 鋭 、 首 ｽＶ 獄 。 及が ｦ ｾ 民ノ［歯周二院 ｬ

γ テハ之チ l 室ト若倣ス

特別ノ事由アル下寺川知事又 J 、E署長ノ許可チ受

ク' % 1  ｊｃ 兵第 Ｒ 君主 、 第 Ｕ ｅＱＩｬ 又 Ｇ＾ＧｾＶｾ 党 ノ Ｚ 規定Ｚ］Ｎ {{e ヲ

ザ ｰ レコトチｾＪ

ｾＸＷ 線 軒、庇 、 時塀 ｊｾ ノ イ也教 γ 。居室ノ採光 若

，、換井正チ妨グルモノア Fレトキ又ハ衛生上作別ノ

必要アリト認ム ｹν トキ円安 ｉｉｊ ｉｾ 叉 ρ 路長円 前線二

規定スル採光面 又ぺ免泉設備ュ ｾ ｊγ［ 直 ｾＱ［ ナ ル措

置チ命ズルコトチ q! t

Ｚ第 ＸＸｦｩ 華浴室及便所ニハ採光換糸ノｾｾ直接外系二

正百 ジi自t吉ナル窓、チ設ケ叉 J 、之ニ イに Jレベキ設備チ

銭 スペジ

第8ヲ{燦 知 事又ノ、. ! a 1 長打述築物ニイナ防鼠、防 堀A

ノイ也防 疫 上 必要 ナル設備チ命ス勺レコトチ待

第 90燦 居室ノ宮、二銭製様子 、金網等チ取阿f )J ，1/ 

場 合 J 、滋雄ノ然必要 ナルヨ宅; 武チ 潟ス ペ γ 但 ジ他

ニJ車包' ナル泣雛設備手設 )J ，レ場合又戸建物ノ構

造等 ュ イ衣リ 知事又内総長ノ許可チ ＺＧｦｦＺ ヶ ｾ ，レ場合

ハ比ノ l浪 ニ在ヲズ

] 49 1fi 革 建 築 物 ノ 出 入 口 及22ノμ1，^、開 ｉｾ ｉ ノ際トｳ｜ｦｦｩ

v  6 2  

モ公 衆 ノ 遁 行 チ105グザル構造ト銭スペジ

第 担 保 階 段 ノ 構 造 ρ 左 ノ各主主ニイ'tt' レベジ但 ジ専

ヲ特殊 ノ斤l ュ供ス ルモ ノハ比ノ限ニ 在ヲス'

l  階段ノ mo1 -' 、内法75セ ゾ千メ ート ル以上ト然

スコト

2  蹴 上 ノi缶サハ23セ Y 千メ ート ル以下 、踏 l百

ノ服ハ 15セゾ千メートル以上干匁スコ干

3  tA1 サ 4 .5 メートルチ超ユルモノニ在、J テρ

出i サ 4 ・5 メートル以内毎ニ踊場チ設ク 踊: 弘ノ

幅及長サノ、 75セゾ千メートル 以上ト然スコト

階段ノJ F l 途又 ρ 構造ニ {le リ危険アリト認 ムルト

者 ρ 知事又 ρ 廊長戸高 ￭ｦ ｾ 質ノ規定ユ拘ヲズ必要ナ

ル命令チ授 γ 又 ρ 底分チ錫スコ下チ件

i. ti ?:J fl 莱 知 事 又ρ N 5 長保安上必要ア 1) } 認ムルト

寺ハ階段ノ校低チ 命ミ ｙ 叉 ｰ 、 ｾｾノ削置若ハ設 備ノ

主連￦Ｚチ命 Ｗ ，Ｇ，レコトチ ｱｾ ト

}j194{!燦 屋 根 ρ 耐火構造ニ; 11
0ザ2レト寺 川不燃材料

チ 以テ ｫｘｬＺｮＺ ス ベジ 但 γ モルｾ ，レ塗、漆喰 塗 ノ 鮫

ρ 知 事 又 J 、嵐長支障ナジト認ム市場合ユ限 1) ;乙

手用 7 ｩ レコトチｾｾト

社 寺 建 築 物、仮 設 建 築 物、茶室又ハ凶阿ノ類ノ

屋根ュ γ テ土地 ノ状況ニ fteリ知 事 又 ρ 艇長ニ 於

テ支隊ナ γ ト認ム Jν モノュイ、j テハ 前項ノ :規定ニ

イ.tc ラザルコトチ q! ト

第 95fi 華 知事又ハ艇長 ρ 物 干 堂 、物 見翠 等 ノ 屋 上

工作物ニ除l γ 防火 上必要ナル命令チ霊堂 γ 又，、風

分チＺｴｾスコ干チｾｾ 全

￮ＮＡ ｾＹＶ ｦＡ 燦建築面積 ＶＵＰ ＲｦＧカメートル以上ノ建築物

ニハ述築面位 650 平方メートル以内毎= 防火 笠

チ設。ベ γ f且 γ 外 史、床 、柱 、屋 根 及 階 段 Y 耐

火 構 造ナルトキ若 ρ .1:2'惚、床 、柱 、屋 根 、天 井 小

屋及階段 ｙ 不燃材料チ以 テ建築セ ヲレ ｾｉ レモノ

ナルト当又 ρ 知 事 又ρ 媛、長ユ於 テ共ノ用途ニ イ't<.

リ己ム チ件ズト認ムルトキ 若ノ、土地 ノ状 況 ユ依

リ特ニ支障ナジト認ムルト寺戸比 ノ! 浪 ニ在ラズ

第 97fi 条 知事又内総長円建築物ノ配置、構 造 又 ρ

用途ニイたリ危険ナリト認ムルモノニ 付 防火 縫ノ

設置共ノ 他 防火 上必要 ナル措置チ命ス勺レコトチ

.11-'. 

1.' 

第 98fl保 有if 2 f!保ノ l!J j 火 恒産ノ構造ノ、' ) . I . ノ 各誠二依ノレ

ペジ

i  耐火構造ト銭ス コ ト{且ジ木 造建築物ノ I(方火

型車川餓} ' i J j コユ/ 伊 リート主E ト銭スコト



2  雨2緒川 外 壁 ニ主主スルコト f旦 ジ木 主査建築 物 二

在 、1 テノ、 乙 ユ近接スル木昔日ョリ 3 0セ ゾ守メ ー

トル以 上屋 外 ニ 突 出 セ ジムルコト

3  上端 ハ屋 根 面 ニ直角ニl支リ 45セ Y 千ノー干

ル以上 屋上 ニ突 出 セ ジムルコト1 f ! ジ耐火 構 造

ノ屋根 ニ在 、J テハ屋 上 ニ突 HJ セ γ メザルコト

チ得

4  各 関口 ノ$<<i 及高サ ρ 3 ; / ートル以下ニジテ

防火 戸ノ設備チ宥スルコ ト包 ジ 特 殊 ノ 用 途 ニ

充 クル建築物ェ在リテハ知事又ρE室長ノ許可

チ受ケ幅及高サチ 3 ・5; / ー干 11- 迄 干潟スコト

チ4手

5  凹 培 法 チ 設 )J iレ場合 l、雑モ共ノ部分ノ墜厚

ノ、; 煉宝石造及石造ニ在 1J テノ、 20セ Y 千メートル

以 上 、餓筋コ Y )J リート遺ニ:弘 1J テハ 10セ ゾ

千メートル以上ト免スコト

第 99(1傑 防火 笠 ア ル 建 築 物 ニ 於 テ 屋 窓 、袋 飾 培 等

ノ屋上突出音111，. 木造ニジテ延焼ノ反アリト認ム

ル ト キ ハ 知 事 叉 ρ . !e¥長>， ) t ; ノ構造ニイ、. J 防火 上 必

要 ナル命令チをま γ 叉 ハ 底 分 チ 角 ス コ ト チ 件

第 10 0(1華 石 炭、薪炭等チ燃用スル笥ノ類ニノ、煩

突チ設苧ベ γ

前項 ノ 煙 突 ノ 構 造 ρ 左ノ各銃二 fル レペ γ

l  不燃材料チ以テ築造スルコ l、

2  金属製煽突ユジテ Ｏ ｊ 、屋ｾ 、 床，ｾ等 ｾＱ ＱＮｬセザ

ル位置ユ准 pレ古日分ノ、金属以外ノ不燃材料チ以

テ被覆スルコト

J  ;i); ij 器製慢突ハ木材 A ノ他ノ燃賀材料ト 15セ

ゾ千メートル以上ノ開制チ有セジムルコト但

γ 金 ｊ ｾ 以外ノ不燃材料チ以テ Ｙ セ ｙ 千メート

ル以上ノ厚サニ談窓i スルト寺内此ノ I浪ニ? . f ヲ

ズ

4  * 電炎ノ屋上炎 :B自1¥>、最匂 dll : : 於テ 6 0セプチ

メートル以上ト潟スコト Ｑｈ ジ妙、 ｾＨ主 主又 ρ 石主主

ノi昔日分ノ、補強チ銭サザル限 1J 1 ノートル 以上

ト矯スベカヲズ

5  Ｊ篭突ノ庇 ｉ ｾ ｾｲｬ ニ ｩｕｬ アルトキノ、 ａ ノ ｴ 軒ヨリ ＶＰ

セゾ守ーメ ー 1、Jレ以上炎 tl1 セジム ル コ ト 熔突ト

1--方軒先トノノ' 1'<4' - 距出( ! 90セ Y 千メート ルボ 滅

寸 Jレトキ，J ) 、同ジ

第 10 1(J葉 樹立煙突ノ格治ハ! I if( 1保f f i l 減 、第 3 5成

及: 広5 獄ノ ;規之ニイte 11' ノ外/ _ i _ ノ各獄ニ fLuレベジ

l  高サ 15 メートルチ超ユ Jレモノハ鍛造又 J 、t:l2

筋 コ ゾクリート主主ニジテ文総チ 要 セザル ｴｾ 主主

ト銭スョト m仮設的ノ; 煙突ユジテ知事又ハ E霊

長文 ｬ 待ナジト認メ存綬期限ヲ ｲｾ ， ｴ ジ許可ジタ ｊ レ

モノ J 、比ノ[ 浪= 在ラズ

2  鍛造叉ハ主総筋コ Y )J リート逃ニ非ザ Jν 矧 炎

ニγ テ高サ 9 メートルチ超ユルモノニ在リナ

ノ、鍛材手以テ遡［ｾＮナル 補 強チ銭スコト

3  土 u"短 突 ノ 高 サノ、9 メートル以下ト銭 γ 旦

ｾノ援会昔 ｉＱ ニモルＺＩｬＮ jレチ用 ヒ支枠ニ緊結スル

コト 但 γ 堅固ナ Jν 銭製支枠チ;有スルモノハ知

事 叉ρ E室長ノ許可チ受ケ高サ 15 メートル迄ト

Ｚｴｾスコトチｾｾ宇

lI ifl J ( ニ規定スル突縄ノ高サハ共ノ接若スル地 主主

凶ゴリ乙チ測定スルモノトス

*i 102保 知事又ハ艇長ぺ可能 、 佐業用風凡百 ｬｩｾ

ノイ也多北ノ燃料チ使用スル設備: : ｲｾ ， ｴ 鹿スル煙炎

ノ尚ザ 、口径ノ煤; 箆 チをま散セザル装置等ニ際1γ

! 必要ナ ル命令チきま γ 又 ハ彪分チ鋳スコトチ得

第 I OJ {1燦 知 事 又ρ 耳署長ハ煙突ニジテ近接建築物

ニ ｦιｾ チ及ォマスノ民アリト認ムルトキ円前 Ｓ (l草

ノ規定ニイルレノ外必要ナル指泣チ命ズ pレコトチ

ｾｾト

第 104{1葉 知事又ノ、服J←、汽縦、風 呂 径 ノ 類 ノ 焚

宅島及灰検場ニイ、J- 防火 上必要 ナル構造ー設備チ命ズ

ｰ レコトチ ｱｾｦ

:;fi I05(阪 女lI .m: 又ノ、E室長 ρ 第37係第 2 銃口又円 二

ニ} ! . 占グル物S，ノ陳列弘一又戸城位協φ ノ西日置 、構 造

及設備工 ( HJi ; k上必要すル措置チ命ス勺レコトチ

裂ト

第 106(J華 尚 サ20メー トル又 J 、軒 高 15メー 1、Jレチ

超ユル泌物ハＩｾノｊｩｬｾ骨豆 、 床 、 柱 、 屋根 、 階段等

主要構造 ＵＱｬ チ耐 火 構造ト銭ス ペジ 但ジ ｾｬｦｦ 程 、 床

柱 、屋恨 、天 井 、小 t屋 及階段 1/" 不燃材料チ以テ

築造セ ラ レ?J. Iレモノニ γ テ知事又 ρ 廊長ニ於 テ

文降ナジト認ムルトキノ、比ノ I浪ニ在ヲズ

第 107(J葉 市 ザ20 メー干 Jレチ超ユル建 築 物 ニ ハ 油

官ナ Jレ漣flf 設。!lJ チ湾スベジ但 γ 知IIJj:又 J 、. ! e¥長二

於 テ t 地 ノ 状 況叉 ハ建築物ノ種類ニ fL" IJ 必 要 づ

γ ト訟ム ｉｾ 干キノ、比ノｼ茨ニ化フズ

:i.!"'， 108(!良 夫 ｉｉｊ Ｑ ｾ 又ハ艇 長打土地ノ状況 ｊｬ ノ 他 ノ Ｇ ｬ ｾ

ri:J ニfL" 1J : i l l 築物ノ一般椛造設備ニ僻1γ 71s: tJ; 二Jヒ

ムル t ノノ外! E' 、要ナル命令チ接 γ 又ノ、見品分チ n

スコトヲｾｾ ト
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第 2 款 構 造 強 度

第 ｬ 機ｾ ， ｉ ｉ

第 109係 構: 1，: 宣用コ Y '1 リート及モル. ，. ，レノ原料

ト潟スペ当 セメゾトノ、商工省告 示 日本標準 規l' !f

艇 長 ノ許 可 チ 受 '1 -< γ

第 119係 梁 間持放 4 、5 メー干 Jレ以上ノ小屋 ρ 洋

式小屋組1 ' 1 ミ γ 小屋組各椛材 ρ 納入レ干潟ジ金

物チ 以テ緊結ス ペ γ 但 γ 知事叉戸磨、長ニ於テ構

ニ依 l} 支障ナジ ト認ム Fレト寺ρ 此ノ l浪ニ在ヲ

第 ＲＸ 銃叉ハ第 ＲＹｾ 武ノ ［ 規 定ニ 依 ｬｽ 合格ジ タルモノ ス

ナルコ干チ要ス

第 120(.傑 桁行持放 3.6 メー トJレチ超ユ Jレトキノ、

構造用鋼 材戸商工省日本標準規絡第2 0鋭 ノ規定 小屋組チ架設スペジ

F軍ス 第 121{!傑 柱 ノ 小径 ρ 土輩 、脚岡 、胴 差 、浪 、桁

ニイte 1]/ 品質以上ノモノナ 3レコ トチ要

第 110U莱 建築物ノ基礎ニ使用スル木材円常水面 ［Ｎ ｕｾ ノ他ノ 主 要様 架 材開ノ距出 ｻｴ ニ封 γＳ 階建ノ第

下エ在 Jレコトチ要ス但ジ規模小ナル建築物叉ハ 3階、 2階建ノ第 2 階又ハ卒認剖Eニ在 リテハ芙ノ

知期間使用ノ建築物ニ在 l} テノ、止bノl瑛ニ在ラズ 3 0分ノ l チ、3 階建ノ第 2 階 又 ρ 2階建ノ第 1階

第41係 主要ナ U ホ路用木材 ユγ テ石、燥 訳、コ ユ在 リテノ、共ノ 25分ノ l チ、3 階建ノ第 l 階 ニ

Y '1 ｬｽ ー Ｑ 、ノ紙ニ強込ム ｾｉ￭ 分 ＺｚＧ 、 之ニ接スル点目 J五、J テノ、共ノ 22分ノ l チ ドルベ 7J ラズ但 ジ庇 ノ

分ニ ρ 防腐方法チ施スペ γ 但 γ 木造建築物ノ民 x柱共ノ 他軽微ナル荷 重 チ 承 IJ 1レモノノ、比ノ限

11産ニ接スル木部ユイナテ ρ 此ノ限ニ: 丘ヲズ ニ在ラス' 屋根チ金属板、石板又ノ、石綿盤ノ類チ

第 112ft華 知事又川勝長ノ、述築物ノ ;構造強皮ニ腕l 以 テ 忍 ｩｩ 王スルトキ戸商 ｊ ｾ 頁ノ Ｚ 規定ノ遡 要 ニ開 γＳＰ

γ 土地 ノ 状況 エ 依 l} I本款ニ鬼ム Jレモノノ外l必要 分 ノ l チ35分 ノl 、2 5分ノ l チ3 0分ノ l 、 2 分ノ

ナル規定チ設 ' 1] l / コ干チィ辛

l チ25分 ノ l ト銭スコトチ件

第 122{1康 柱 ニ ジ テ尖 ノ必要 ナか断面積ノ 3 分ノ

第 2 太 構 造
l 以上チ鉄取 Jレ場合ニノ、英ノ部分チ補強スペジ

第 113線 基 礎ρ 主要柱ドニセメゾト 1、砂 4 、砂

第 123線 建物ニペ盛蛍ニ筋主主、総木、方杖叉 J 、

芹IJ 8 ノ品質以上ノ容量刻合ノコ Y 苧リートチ以 控柱チ設。ベジ

テ之チ 築造ス ベジ }i; 1."24傑 亭仔脚ノ柱木造ナル下寺戸小径 14セゾ

:tB 114傑 腹右ｾ Ｎ＾ 、 コゾ クリ ー Ｑ 、 、 燥沢 、 石久 ｊ 、玉 千メートル 以上ノ材 チ使 用スベ γ 2 階 建以上ニ

石t東松チ以 テ乙チ築造 γ 柱ドノ、21 セゾ 千メート 在リテノ、 14セゾチメー l、Jレチ 16 セ Y 千メ ー トIV

Pレ角以上 干潟 ス ペ ジ トス

，-，1115{際 社 、梁 Jt ノ他 之ニ主張スル檎材ノ続手及

仕口 ニジテ主要ナル モノノ、 ，J; ' - I V 干締共ノイ也; 盛

治ナル方法 ニイl d I法務スペジ

ｾ ￆＢＢ［＠ 3  石構造 、 ｾ ｝， ｚ 構造及コ ｙ ｉｊ l} 

一干構造

第 116{傑 建物ノ ミt Wナル松γ 、調iL ト匁スベ 7J Cj  

第 125{傑 石 、燥: b.ut ノイ也之ニ紙 ス ル材 料 チ以 テ

ズ 但 ジ; 菌首ナ ル|坊峨及防府方法チ施ジ !J. ，レモ ノ 築主主スル建築物ノ官 ｬ￭ｾＩＭ ，、セ j ゾト 入モ Jレタルチ

ノ、比ノ限ニ在ラズ JF l ヒテ組" wスベ γ 1且ジ高サ 1 メートル 以 ドノ 檎

第 117U葉 掘 立 ユ非 ザル柱ノ ーffrli ニハ土翠又ノ、脚 ｾ， ｖｾ ノ 他 構造ノ軽微ナ ｊ レモノノ、比ノ 限 ニ在ヲズ

間チ使用スペジ但ジ柱チ共ノ基礎ニ緊箸ジ タ Jレ 第 126線 建物ノ日産惚7)' 石 造 又ρ 煉叉透ナ Fレトキ

ト寺戸 比ノ I喪 ニ在ラズ F階 ノ 時wハx ノ.1二階ノ日産厚 ヨ リ/トナ Jレベカラ

建築物ノ敷地ノ地盤 l喰土f : ナルト当叉円 規模小 ナ ス

Fレ建築物 "....'1.&・該官変叉 ρ : a : 員ノ承認チ受ケ前項 ，-，1: 127{1傑 石造叉ノ、煉派遣略惚ノＮｲＮ Ｑｾ 匂Ｚノ、之チＺＳ Ｐ セ

ノ:規定ニ依ラザ Jレコト手作 Y 千メートルボ満干銭ス ペカラス'

第 118保 石 、 煉 ｝ｕｾ ノ 他 ノ腹磁チ 有ス ｷ ｫｊｫ物ノ、 ｾＱＲＸ ｻ 栄 建物ノ胴差恒石泣叉ハ ;棟以澄ナル l、当ハ

之 チ土釜 敷 構 造 下 銭 γ 土返ノ、1妥砧= 以結スペ γ x ノF告長 10 メー 1、Jレチ 定i ユベ 7J 'j ズ

石 、腕、1C、コ Y IJ リートノ 矧ノ束手以 テ前項ノ 知 事 又ノ、艇長ニJ . ; 合テ遁首 1、認 ムル補強力法チ施

膝積二代 ＷＱ レモノノ、 ａ ノ構造二千 ｪ 持ニ ［ｾｮ 事叉ノ、 ジ? < Ｉ レモ ノハ 両 ￭ｊ 項ノ規定］依ラザルコトチ ｩｾ ｽ ｲＮ，ｾ
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，w. 大ナルモ ノニジテ知事又 ハ 腐長 ノ 許 可 チ 受7'

!J. ｊ レモノニ付ｾ同［［＾

星産 長ハ英ノ笠惚ニ接着ス ル Ｓ ｈ ｾ 権準ノ接着吉 ｛Ｑ 分ノ

中心距離 チ以テ之チ皮 Jレ知事又ハ E署長二於テ; 直

訴 ト認 ムル補 強 方 法 チ施ジタル控目草川 前項ノ ;盗

用= 胸ジ之チ: tt隣日産ト君子倣ス

時宿，、共ノ} 宅健 ノ接普ス Jレ地盤面ヨ 1) 之ヰ J3f. Jレ

第 129ft装 建物ノ ｾｩｦ 股石主主又 ｊ 、ＺＮ｢ｉｩ天造ナルト寺 川

J長ノ路工員二銭又ノ、t銭1Oiコ y ' 1 J リー l ノl玖梁 チ設

。べ γ

第 13 0線 建 物 ノ 外 略 燥:1(，造 ナ ル ト 寺 内Jt ノ培旬ー

ハ左ノ 各自主ニ依 Jν ベ γ

l  長 サ 5. 5 メ ー ト ル 以 ド ノ モ ノ ユ在 リテノ、 :>0

セ Y 千 メ ー ト ル 以 上 ト潟ス 「ト

2  長ザ 5 ・5 メ ー ト ル チ 超 過 γ 1 0 メ ー ト ル 以 ド

ノ モ ノ ュ 在 1) 千円 39セユ/ 千メートル以上ト銭

スコト

2む131 ft華 t 東京主主fllJ( 士-1:) ) 噌ノ以ザハ Hi! (傑 ノ尿ザ d

リ9 セ Y 千メートル チ滅 ス勺レコト村正

第 132f t革 建 物 ノ 楚 惚 煉 瓦 造 ナ ル ト 寺 或 pレ階 一於

ク ｆ レ出入口 、 窓ｊｬｾノ 他 ノ関口ノ幅ノ総和Ｍ� ＧＱ 噌長

ノ2 分ノ l チ超ユルト寺山尖ノ控厚円前 2 線 ノ

J fI-サニ 9 セ Y チメート ルチ加フペジ但 ノ 兵 ノ 墜

惚 ニ 踊9 0セ Y 千メートル 以 上 ノ 柱 形 ( 控培チ合

ム以下之ニ同［［＾Ｉチ宥スル場合］於テｾノ柱形

間及之 l、封隣日産トノ小心N-e出( H・6 ;J ー トJレ以卜

ナルト寺山比ノ l浪ニ在ヲス'

第 133線 建物ノ竪惚煉気遣ュ γ テ左記各獄ノ ー

ユ該嘗 スル場合 コノ、各階ノ 挺 厚 ρ 第 13 0 保及

131 係 ノ厚サヨリ 9 Ｎ ｾｹＧ 千メートルチ滅ス勺レ第

コトチf法

l  共ノ階ノ床及共ノ階ノ i宜上階ノ床久ノ、屋根

が織筋コゾク リート造ナル 1、寺

2  知事又ノ、廊長ニ於テ泌'lS ト認ムル控戸産、鍛

骨 又 J 、鍛筋コゾクリ ートノ: 補強柱 、臥梁共ノ

他 ノ 補 強 方法アルト寺

第 13 4傑 建物ノ墜惚［線天主主ーナルト寺ＯｾＯ財産厚 ｊ 、

第 13 0憐乃至第 133f t葉ノ ;規定: 拘ラ ズ共ノ 階高ノ

15分ノ l 未満干潟スペカラ ズ

;1;・1:>5ft華 建 物 ノ墜 惚t 東京主Eナルト寺共ノ階高ノ

4 分ノ 3以上 ノ高サチ遜ジテ5 M 惚ニ竪壁法チ設。

ｊ レ桜ー合ユノ、共ノ盤沈昔日ノ ｾｩｦ 厚 ρ 第 ＱＲＷＨ Ｑ様 、 第 ＱＳ Ｐ

1煤) y i l l 前線ノ厚ザノ 3 分ノ 2 未満ト匁スベカソ

ス

繍護法ノ、深 サ 9 セプチメ ート ル、長サ 2 ・8 メー

トJレチ超ユペカラズ

第 1，] 6 (1傑 嫌気遣 ｴｾ 産怪ニ於クル出入口及慾相玄関

ノi直上垂直距出(1 >、6 0セ Y 千メートル以上ト然ス

ベ γ 但 γ 鍛又ハ餓筋コ y' l J リートノ臥梁チ以テ

ｊ 道 官ナ ル 稀 ｾＡｩ｜ チ然スト寺ノ、 比ノＡ浪ニ 在ラＮＷＭＧ

第 137(燦 煉 天 造二重盛ニ於テノ、共ノ一方ノ培ハ

'-:.f!・126係乃至前線ノ規定 ュイルレペ γ

第 1，] 8線 建物ノ _{f l産惚コ Y クリート造ナルト今川

第 130(1保 乃至前線ノ; 薗用ュI i j J γ 乙チ燥ヨ主主主トヨT

倣ス

第 13 9(1隊 法物ノ噌惚コゾク リート主主以外ノ石造

ナル ｬ 寺共ノ以サノ、ｾｽ 1: >0 燦Y主主 第 1，] 2( 1傑及第

1:>4 fぽノ以サニ A ノ10分ノ 2 チ1mブベジ

前 ＱＳＺ＾Ｈ ，傑 及 ｾＱＳＵＨＱ 段Ｉ ｾ ｩｬｬＱｾ＠ 13 7  II傑ノ規定ハ之チ Hi!

ｾｾノ時惚］準用ス

'}'.(';140(:燦 Jt1i石 、 J6' i叉ノ知 ρ 之チ湾当Eュ算入セ λ '

第 141(燦 鍛 骨 造 叉 ρ 俄筋コ y' l J リート主主ーニ於 ケ

ル石 、燥 'i t 、 コゾクリート等ノ I懐懸ユハ第 12 6

線 、 第 ＱＲＷｦｴ 菜 、 ｾＱＲＹｦｴ 革乃奈第 ＱＳＹ ft華ノ規定チ適

用 セ ズ

ｾＱＴＲ 線 高サ ＳＮＷ メートル求減ノ ｬ Ｏ［ｦ ｝ｩ 士 切 ｾ ，ま ｾｾノ

イ也構 造上程徽ナ ｊｖｾｈｉ ュ Ｓｈγ テ ノ 、第 ＱＲＷ (!即主主

1-1} 1:>9  ft革ノ規定チ; 盗用セズ

1tl-¥! ，] (1庭 石造又ハt東京主査ノ I蛮_Il if - ，、特殊ノ 補 強 力

法 チ 施 γ ? ' Jレ場合ノ外ti. ノ各誠二{ / < J¥. ベ γ

1  ｾ警 ｊｉＮ＾ 、 共ノ昔日分ヨ リ ｟ｉｬ ｩｦ 頂迄ノ垂直距出 ＱＱ ノ ＱＰ

分ノ l 以上 ト 然 スコ ト

2  長サ 3 ・7 メートル未満 毎 ユ遁首 ナル控憎ヰ

設 IJ ｉν コト但 γｾ ノ控 Ｎ ｔｦＮ 前 ｧｪｽ ｩ， ノ最小限ノ Ｑ (，古

学 以上ナルト寺内 比ノ限 = 在ヲス'

ｊＺＮｩ ｾ Ｑ ＴＴ Ａｩ保 同 一主 ｴｴ 築物ノ ｾ ｪｩｦＡｬ Ｎｬｴ 2 種以上ノ椛透ゴリ

lめレト者ノ、尖ノ培長及港1正二イ、，j" テノ、知事叉ノ、脱

長之チ Jζ ム

ｾＱＴＵ ￍＱ傑 I;j) 妥_Il if ! i . : ! . 叉ハ主主側若山扶. ¥l l >、石造; J . . _ >、

焼、'i(主主ト銭スペカラズ但ジ-1:] )妥壁恒三ジテ鍛筋

コゾ苧 リー トチ以テ遁Ｇ［ｾ ［ ナル補強チ符ス Ｑ 、 当，、

此ノ! 喪ニー化ヲス'

*: ; 146( 1傑 張問 1・5 ノートル以上ノ l非J I.1 上 ユ ハ 彼

筋コ y ' ) J 1) ートノ栂久ハ張r MJ ノ 10分ノ l 以上ノ

iu高 チ布ス ル石 造 久ノ、燥叉造ノ心持 チ設。べ γ

但 γ 院18 ト匁ス ベカフズ
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( 1 ) 美しき民家走求めて 本 間 ム彦、 小

林消毒I f 1剖六併版 148 頁 1. 8閲 住 宅 改 瓦 令

11 本 民 家の研 究 11今 利 次 郎 氏 の111本 の 民 家」わ

れリた草をむさし 、〈さかの ぼればモーリス の I IJ ;本

民 家 及 び 共の f，' il! 週」 まで行告件るが〉、柳同国男氏

- il.&の 日本民俗墜民間体7界再陸のブJ の デイレ Y 担 Y

トの多 数の差是1mて'甚大・疲んである。そ の うちでも

雑 誌戸住 宅」の 昭 和 10年 10月よリ昭和 11年 12月に立

って「美 し 岳 民 家 J さして連載 され れ 、71>: 1問、小 林

雨 氏の もの 11 、我 々建築家の愛 訣おく われ 11 ざる

Lので あっ t: 。単行本ごして出 づ る事た l控人の熱

望 して ゐれも のである。新袋なって 、編 鱗郊の机

上 に贈 られ t: 。ヱド誌 編 松 合 議の席 上 編'li!' f n. 一 同、

その 出来祭の よ吾 l二感歎し1: 。本型，¥I 1d資自 の文 化

系統・1..，持 つ 日本文化が、わが地形、地rr 、系 伎の

待殊性ら充分取リ入れ、古き{ 事統の5たら持つ 民 家

苫すよつれも の の その美 の再認識を趣旨さ して 起 さ

れれ もので 、 しらべら れ7こ民家の 分 布 11飛 凱( J ク

JO} r) 信 泣くl ク所〉大 和( 3ク所〉和 泉( 1ク所 ) 111城( 2ヶ

所 〉近 江( 4ケ所〉で大惚、我々 日目 商 人の行築地範図

で あ る 。 斯 界 第ーの定 評の ある本陪J L，彦民の スケ

Y チ 三小林清氏 の よき潟 ilt によ って 、民 家の3たた

鮮 明な印 ! WC再 現 さ れ1: l.， ので 、主主築家の説物さ

して 、一般 救 援 人の読 物 さ して 、; ¥J OJ ! . 成深々れる も

の がある。

1:1ご編申込.上の希望た一つ述べれ 11念 頭21 I : ( にわ

れる本間氏 の 名スク 少 チ の 解説が 、 Ｇｾ￹ｩ￮ にし ろさ

れて ゐる の 11 、結審t上少し不便である。ス クツ守ー

たよ く球 11ってt走、言1む1: めさいへばそれまでて

わるが、雨頁俳l いて 、解 説 1tt.=. 1二読み件1: らf荷鋭

利 な や うに忠、へ る。

( 2 ) 住 宅 議本 吉阿倍武村: 菊剣 146 !'t 

1. 6側 t主展望必広 Illl 彼自g

v  6 6  

住 宅 建 築 11我 々建築家にさって 、アルフアであ

り且っ すメずである。年々歳々出ろ建築陶係 の 闘

-1} の少くさも 50%11住 宅 建 築の Lの で あ る が、我

が々 凡 て、感心さぜられるも の 11五 六1mにす告な

い。住宅に闘し て、手頃で 、詑主主力 ξ 簡 明 精 確 な 替

の出号JW 、一般肘. 舎人及び建築家の熱 望 し て ゐ1:

所 で あ る 。 今、吉 岡 氏の新 著1. . ，待て 、我 々の謹 11

大 い に 満Tこされ1: こ之ら感じ1: 。 頁数 146 のうち

に 、住宅の日; 本及ぴ 西洋の沿 卒 、:i t 到 の 基 礎 的 考

篠( 系候、生活段式〉、住 宅 各 室の計 創 、住 宅の衛

生 設 備 、住宅各官Rの計 到( 主 惚 構 造、天 井、屋 根〉住

宅 の屋外施設く庭園 、外月is ) 、住 宅 問 題 ( 古lnli ii 十釧

住宅群言十創〉 の賢官E閣に簡明遡確の解説たも のさ

れれ ｌ の であ る ｾ築家 ＱＱｦｩ￯ Ｇｴ んで 、 住宅 Ｑ ＮＮ， l.， ; : にし

て会建築鎮の統 一的立iUJ?っ くり q{宇るし 、素人しこ

の脅 か 活 設 す ればー か どの} : l t 築惑になり得る。ホL

寄与 '1' 、住宅計童IJ Q ) 基礎的考察、住 宅の屋 外 地 設、

住 宅 問 題の 三竿 11 、最 L 著 者の本 領のをま擁され 1:

所 で あ る 。 本 脊 11建 築 家、一般 人の読 物 さ し て遡

す る11 かり でなく 、高等女皐校家政専攻科、工 業

ｾｾ 校 の 住宅科 の 教科書さし ても 最適 の も の さ信ず

る。

れ に一 言欲 1J? 1;、へ 11、一般 人の読 物 さす る場合

1，t 考 へ れ 11 フー下ノー干にで L して述 築 術 語 の 簡

単 'tt. 説明か加へ 1: ら伎でわ らうさ忠、ふ 。これ 11教

科 岱 Z する場合に 11教 師の説明が わ る故必要は な

いが 。叉 、素 人 11 、凡磁リ方l OI の こZ かよく聞く

か ら こ の ＱＺ め Ｔ 、 Ｕ ｉＺＨー の Ｊｾ叫日へ ら れ ＱＺ ら さ忠 つ ＱＺ

( 3 )  伊東忠太建築文献

日 本 建 築 の 研 究 上 菊 ｾＱ ｊ ＵＶＰ 瓦 Ｖ 附龍吟此

東 洋 建 築 の 腕 究 下 菊9' 1J499兵 6闘 飽 吟枇

ホ ｾ Ａ ［ｧ ｉＱＪ 誌 Ｓ 月 ｷｬ に紹介し ＱＺ 金替 の ＧＱＧで 、 以上

の二 冊 Ｑ ｊ＿ Ｑ ｊＱＩｾ金六 Ｑｭ にて完結しれも の である。

東 洋 建 築の研究下に 11 、東 洋書華街の系 統、京 洋

建 築 史 槻 設の総 説 2 U 1J?傘頭に据へ印度以丙に附

す る 論 文 11京:i 1J?税t ! られれも のである 、

H本 建 築の研 究 上 11 、本 文 献 集の首4暑で 、博 士

の イミ朽 の 名手年、法 降寺 建 築 論の外 、 その繍泣三も

いふ ベ ラ古代建築論、国訪J よリ明治まで の}IE築 JJ.!_

明 治 以 降の建築J l ! . 、 11木 紳 祉の安 建、日 本例i:r答迷

築 の沿 卒 、本 邦 I士銀説等主なろ総論的の Lの 1.1;斗記

ぜられて ゐ る。



本 文 献集に ｾ ｊ ー する所感 ＱＱ 三 ｊｈ ｪ， ｾに税 ｴｩ ＱＺ 。最 近

1. 文化勃主主」の古lJa わって 、建築家に L この勅章の

授奥があるさすれ If誰 れ を一 一、さいふ こさを 問

。1合 して、こ の舎をのぜ1: 雑誌があつ れが、 その

'1' 、伊東 忠、太博士た奉げに人が 多かつれ。 博 士 こ

そ、 日本 建 築、東洋建築にさ って 、生きれ 閣安で

ある。 この博士の数多告文献中 、:ill 要 なしのが、

一聯六↑貯の11} さなっ て表11れにこ さ11我 川 こさっ

て 、 宥 Ａｍｾ ぃ 二 さ である。それに つけて も 、 希望 し

1: いの 11 、関野貞博士の建築論文集の習を干IJ で ある

伊東問士の文 献集 L 、伊東博士 より年若い関野博

士 の逝去が 、 その妥刊の動機のーっ さなら れ れ 三

か、院h 、1: 0  ｾｍ 野 博 士 の 建築論 文 集の をま 刊 ＱＱ 是非

資現 してほ しい もので あ る。

建 築 家 ＱＱ 、 伊東博 士 文 献集 の 刻 ｬ 告 ＱＱ 、 是非 Ｍ ｨｾｊ

備へ るべ 告であ らう。

( 4 J 空 穂 随 筆 笠岡空穂脊、四六版 ; )62 頁

2闘 主主華社

本書 11建築専門の:舎でな い。然し 、kI r 築に 11大

いに関係わるさ信 じ伺許可r こころみ る0 # 舎の著

者窪岡氏 11早大 閤文皐 の数授で歌 人宅穂 さ して叉

有 名であ る。所 Ji' i氏の随筆集で あるが、 11 本 農村

康 吾 意 味 に云 へ ｉ ｦ 、 日 本人の Ｈｾ ｆ 紛 の 奥深 さ た こ れ

務 、知事Eに見ぜ1: 古鮮 か近d! ミ説 んに こ之がない。

柳 同園 男氏の[ 海南ノトll EJ 九三凱了 しす: 時J . ，f '事統 の悠

久に:時告人生かくの 刻1告かで歎ぜし めら れす; ド 、

年 末筏岡 氏 の 随筆 Ｑ ￞ ｾＱｴ み 又 々こ の 感 Ｑ Ｑ Ｍ ￬ 栄 く ｌＱ Ｚ 。

「近時 11 # 文 化J 日本 らしさd 等の多 くの控ト聖書た問

主叉 この聖書 11建築界の言論に も貸際建築物に も互恵

Jfl1 :tl来 る!止の 巾に なっ1: 。然 し、何百f 日本 的 か ミ

いふ こさ之すよるさ 我々 た.d%に うなづ かさしめる論

11殆ごな い三思ふ。 何等の成勢 なしに 、υ 1: すら

一つの道 に精進してゐ るーての人の弾 た遜 じて 、

我等の隊統 、我等純 先の聖書が 聞 えてくる" ' 9 うな泉

が す ろ。そ の車症の一つが、 この空機関乍である 。

本替 の ｾ読に よって 、 日本民家 の美三 ｕ 、 ふもの ＱＱ

叉或一つの廻 特 1t 生ぜ しめ.られ るで わらう。その

意味に於て建築家に も本替の讃 了らすすめ 1: む、。

( 5 J 土 の カ 畢 山口 弁 者 岩 波 令 脅 版

193頁 0.8図 岩 波 書 広

岩波金書 11 ;濁主主のザムル y グ ゲージエ Y に類

し、製術百羽 の それぞれの最高機政者が撃術的支

心さ ＱＱｙ 宵 Ｑ ，ｦ｟ 知識九 ， 卒明すよる 表 現 に ｾￆ 綿して 著 述さ

れれ Lので 、主lt 築皐方面に11隊に内向博士の「建

築 構 造汎論」佐野 谷 口博 士の「耐震椛 遣がL論」笠

原博士 の「建築法規」がき苦行 されて ゐ る。三著共又

ｾ Ｑ ｴ さして の 許ーあり 、 建築科 の 教科書等さして多く

採用 されてゐ る。

「土 のカ嬰J I1本 岩波全世中 の - jJ)J- である 。手干者

山口博士 11波大数授で 、柴阿 畦作 博士 の祭統たつ

がれ、 その務作 11卒明旦 、竣論透 明で まこさにし

れ しみ易告 L のが あ る。

般用カ ｬ ｾ ， Ｉ［ Ｇ ク ｙ ｬ 、 Ｗ ・ ｙ )J 0  (f:底近時報局〉

材 料強弱nfI.に土匪 論。く紫波物理化祭講座〉

雨者共、我閥建 築方阪のもの に も宥主主な 舎で わ

ろ。

近i時、J dt 築物の基 礎の 間短 11感 昇、1il 際界に於

て 、大なる 関心た持1:れて 告1: bのである 。 その

1: め この方 面の論文 の聖堂表 L数多くなっ1: が 、T泉

備知識 か 小時間に つ け る に［直 ＿ ［Ｑ ・ Ｑ ，ｦ｟ ｾｴ 絡 の 毅 刊 がな

かっ1: 、只昭和 6 年原口 ・米阿南民 に よっ て 務 さ

れれ「土 三杭 の工 宰」が比 較的我 に々貌 L み深 い L

のであっ1: 。

然 るに Il) 口博士の土 のカ撃 が昨年末 にtl:l l: ド

「土 さ杭 の工 事」ょリ bt 1 ろかに小頁歎 で 、

土 の性質 ( 土性論〉

土 の Ｉ宇 ｾｴ 実力製 ( 土匪 論〉

士の文持 :}J ( 地 耐力論〉

の三筋に われって 、土 のカ撃の最新 知識在日(1明

に ｩｾ ｾ られ るこ さ に なっ ＱＺ の Ｑ Ｑ 大いに菩 ＱＱ しい 。

土性論 11大戦後各閣に於 て縫 んに研究 されろ に

至つれもので 、土1T単な る粉骨量さ ぜず 、銭 、コゾ

ゲ1) ート 、大材三等し く一個の材 料 さ して その物

瑚化祭 乃至 カ接的性 1'1' ル検査 し1: 結果が本守 l二主!i;

べ られて ゐ る。土堅論に於 て(1 )J ー口 y . ヲム 寺

ゾヰ事の古典的の ものか ら、 ゲ レーの土座論 、 フヱ

ν コユウス の土A; ] I命等迄注 べられ矢板工の安定 計

算 の'Il( 例がある 。土の支持カにつ いて 11 ライスナ

ー及 びカ コー の支持力式、テルザギの支持 :力論、

杭 の耐:力等について論t:!: られて ゐ る。 附録 に11ν

ザルの土IMI図表、土 の: J J 事 的性 質の表が附 載 され

てゐ る。建築家のー設 かおすすめ致 L1: ぃ 。

*  
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材 料 委 員 舎 Ｈ 主 ｾ Ｔ 問 〉

3 J J 4 U 午後6時50分- 9時20分

明 B倶楽郊談話室

11¥1前者 幹 事 松 久 保

委 員 秋 向 、小 川

招 待 者

楠 瀬、作 問 、遊 間

大林正I - I _ 金問氏 、 .¥1i藍氏

竹・ rj' 工務1お 金m氏 、瀬 川 氏

［ｾ［ＭＷ ＱＧ＼ ｾｊｬ 三 井岡氏

1. 俄材の参院にm11L詩S{ 業者鮮民j j 曲・0 々方 11:'

招じ怨，; ; n11
0

なす

月 伊l 舎 ( 見拳)

時 Ｓ 月 ＸＱＱ 午後 ＲＱ 侍 ＭＴ￟ ｾ ｦ

所 大阪市立官i : .-A託料*fl l'i

tH席 者 協 合 員 約800名

1. 天 泉 雲、天寒主主干由、隠 し 午 後 2 s _ f より矧々 来日Ii わ

リ随時見皐，の 上 向 4 時機令州に" Mr - 了寸

s.f 

m 

防 料 委 員 曾

ｊＩｾ＠ 11 11 午 後7時 - 9時2 0)J

建築材料陳列者; ; >J 1]'主

ＨＧ ｾＢ｜Ｕ 同 〉

ｮｾ 席者 委 員 長 内総

ｬｉ ｾｦ＠

JiJj 

幹 事 松 久 保

委 員 秋 問 、 'ト111、11有;崎、道 間

以材 の ふ，ｊｲｾに附 ｕｊ 月資研究 す

災 害 強 度 委 員 禽 ( -::r; 3同〉

3 Ji 12 日午 後611;f 40))' - 8時40介

協令倶楽白日本

11 '.J'f/j肴 委 員 長 i渡部

時

v  6 8  

幹 事 黒 問 、'iづ!二

委 員 浅 野、谷 、内 藤、拠 1I

中 島、 jl l 問 、j' .'!iJ-l j

型 枠 ｊ ポ品 Ｚ ｾ笠Ｇ ｟ ＧｪＡ｟ の イ ＧＱ

研 究項 目分権の件

臨時委員依爆の件

講 演 及 見 当降 曾

3 月16 ｾ ｉ 午後 Ｒ 時 一 Ｔ 時

月r fFl 村駒商応

.'H席者 安 藤邦 男 氏 外 1821;

1. 天系晴朗一 同 問 村 新｝商 盾 の講 演 揚 に 差 是 集下［Ｈ ｛ ｾ

講演聡議後同商 !苫の暖房設備 見撃の上散令す

都 市 計 蜜 委 員 曾 〈努15同〉

時

J' Jj_  

: J ) い811午 後6時 15分 - 9時

ttJ，. 合f具鋭部安

:H席者 委 口長 烏::11'

幹 事 村 井、施知

委 員 亀井 、吉岡 、匂坂

1セ宅終怖の具 惚 案 に 付 協 議 す

時

J W 

t'H席者

キ才 料 委 員 曾

: ; n25 日午後7時 一 10時

主l S 築材料陳列湯川l雫

＿ｩ ｾ＠ ｉ ｊ ｾ＠ キ公久{ 呆:

委 員 小 川 、道 岡

大 阪 鋼 材 消71'<氏

( 苛;;6阿)

以材に闘し大限鋼材清水 氏より説明 1，内聴取[

続々恕 ［｝ＺＯｾ 九 、 Ｑ ｣ｦ

ｉｾｩｦ＠

Ji it:  

ｮｾ 席者

f主 宅 蚤 員 曾

。) J 26 11 午 後 7時 - 911手

ＡＢｾｾ令 ｻ 真集部室

委 !H 毛 石川

幹 事 |尚問 、欠f J l

Z会 民 新名

Ｈ ｾ，ＨＧ［Ｚｊ 阿 ｬ

， 住宅訳本原稿 4 jJ 末 11i 1延 期す る こ三

1. ・関同住宅終符地 凡祭 のイ'1二

四 月 例 曾 〈見象 J

時 3月27 日午後 1時 - <:a'f

所 t界市立水族館

出席者 相川 後一 氏 外 184名

l  天 ぷ ｉｉￎｾ Ａｩ ｊｪＱ よ る も ｲｾ 寒ｌｩ専 問 中随時 見 事権 千 ｾ ＱＨ

リラ

常 務 舎 C-f.; 8 Ji1J J  

時 4 jj  5 日午 後5時3 0分 8時



所 建 築 材 料 陳 列 場 別 名

n' ，席 者 理 事 行腰高IJ令長

言英 司E

常 務 ｊ ｴ ，上 ｣ ｴｬｾ +) I U: 詑

'1' 丙主 fi C 儲口 ご ｉ Ｚｾ ｅ

"}Jf1岡こt;1十 ;，!j7K二ド;:1'

' 1 ' 村主計新名縦約

姻 口編 ，r. r
f 古 阿 編 帆

l  都 市 計 説 委 員 令 ヨ ') '委日 1 ｾ 名鉾退ニイ冊目鉄依

阪方ノ 件

2  住 宅 委 員 令 ヨリ委 r t l - f ，俳退 ，'， f.J 補 鉄 (le"，'i5')J

ノ件

3  同委員令 ヨリ 住宅総符地凡 ｊ 長 ＪＧｦｻ Ｇ Ｈ｟ 之 ｮｾ カノイＧ卜

4. l' 建 築 d t 'lI' _ : 建築泉市J f 先 .f iJ IlilJ :i青 fi 契約百工主rr

二日目ス Jレ1'1'

5. m築 年 鍛 ニ附 ス ル 漁}tJ l 他 ユ附ス Jl f'lo

6  大阪都市 協 令 編 ＪｉｩＧｩｭ ヨ Ｇ Ｉ ［ 交換康管 ｦ 比較照 ｈｾ ノ

イキ

7  園 際 工 業 博覧令: - : . ! i "V Hモ興ノイ"1・

8.  令 員 資格 = 附 ν常 務令 内規検討ノ ('1

9  令 員詮 衡

報
lι 

ロ

l. 4 月例令ト ジテ堺i)j' ¥，' . 水族館・凡与絡了報 告

2  開丙理工閲惚騰合令本 ｻｦｾ Ｎｲ［ 1  j nJ 協談合nH市報

よヒ

口

3  大林組 、 銭高組 ゴリ 商議 ｾ ｋｾ ｾ 姻 ｾｾノイ ＧｪＺ

住 宅 委 員 曾 〈常 4 同1

II:J 4月9 十i 守後 2 Ir，F - 611J

州 国同住宅終 ［ｾ 地

ｮｾ 席者 委 員 長 石 川

幹 ｽ ｊ ｾ j，Y，j 問 、 'r: lli

委 員 ) 花木 、 小林 、 '1寸，f  

1. 問 問住宅終借地 凡担

災 害 強 度 委 員 舎 ( 抗4 同〉

lI .f 4 月ヲ 11 午 後7時 - OIl J

JoJ I' 協合 倶楽却すf

HJ 席 者 委 員 長 波 ｾｧ

幹 事ＺＮｾ ，問 、 ＧＱ ＧＩ Ｑ ・

委 員 科 、内 政 、堀 口 、 た阿

111131 、Hit 問 、大 問 、竹 花

阿川 、 両.¥1-; 、 II !!守、4サ守

藤間

l  各委員分婚 の 原稿取締 めの イ ｾ ｉ

1  辿Ｊｦｴ ｩＡ嘉一段 ， ｜Ｉ， Ｑ の 風 ￜ｜ｾ に ｲｯ ｬｬ する ＱＧ Ｑ 二

1  地 質 調 街 、 :1;.'ーリ Y グ闘 ぷりイ'1・

π ン Ｇ ツリート 工事 摂 ｾ ｖ ｬ 仕絞っ き のイ ＧＧｪＺ

政 備 委員 舎 〈 司 ｍｾＧｬ Ｉ

時 ＴＩ い Ｔ 日午後 ＷＱ ＱＮ ｾ Ｍ Ｘ Ｑ 時 ＧＺ［ Ｐ 分

所 主J r 築材料陳列場別市

ｮｾ 席者 委 Q長 小牧] J j (

＿ｾ司王 伊 取

を n Jli' )1二

!  大 ｉ ＢｩＮ ､ｩ 大トホ ｃＺＩ ｮｬｾｩ 寅合併 ｪ ￭ｴｾ に開ｌＱ詳説す

者s ffi 針 盤 委 員 曾 ｃｾ 仰向 〉

11手 "- ) ) 15 1I  ＯｲＧＱｾＶＱＱ 寺 ＳＰ 分 ＭＸ 時 ＳＰ 分

所 建 築材 料 隙 列:.l-l a))lj 雫

，'/'，) 市庁 写委員長 x. y!! 

草i' ｊ ｬｾ ヰ ｴｊ Ａ ・

委 H. JJllii 張、翁 チl' 、古 問 、もj 坂

1. ド記事項.にイ、J ' 研究ー:

ィ、都市美槻P riJ lill

!ハ (1 ; 宅建築促 進兵 il: 栄

IIJ 

JilJ' 

ｈｾ＠ ｾ市青

日高 ＺＺｯ ｬ ｾ＠

常 務 曾 く:fi 。阿〉

4) ) 19 11午 後51侍20' J ] ' - 7時

建 築 材 料 陳 列 湯 川ド主

烈 }li 片 岡 令 長 竹腰高リ令 長

ｲＺｻｾ＠ JJ玉 J皮郎監事

常 務 J r-・_I二七百E 小 川主 記

'1'西二七詑 }JII 閃主二「

詩n口編申立 fJ 問縦 約

1. Ｕ 月 切 ｉｊ ｾ す ユ悌 ｬλ ｊ ｬ イＧｩＧ

2， 市 街 地辿築 物 Ｑ Ｑ［ 令改 訂版 Ｇｉｾｻ ＺｩＧ Ｈ ，-. 附 λ ル1'1'

3  第 l 同 企 図書ill 市 美 協 議合 |井l 催 ユ榊，) 7，、 ルイ午

4. 都 ｪｬ￯ 計三 ｉ 委 員令 ｊ リＺＮｲｾ 1  jnJ .<; モ凶者jljji 美 防総 合

三委nm府 ) i ノイ"1・

5  ノと闘再jl '，li fi: J並立令議事務局司 1) 令 報 斗 ルWAJ:以

阿マf;カ{ 火活 ノイ'j:

岳. 設備委員令ヨリ fylj 令 指定= 閥 γ 報管ノイ' j :

7， ul : 築材料品II 列場幹事長ヨ 1) 材 料 新 製 品 務 災令

開 催 ュJ Qt )ス ルイ午

8.  雑 誌 交 換 7 ・附スルイ'1'

P  鍛 'l' J'， ｴｾ 筋 Ｎ， ｹ Ｉｊ ｬＩ ート 、 鍛 Ｑｈ 民筋「ゾクリ

6 9  v， 



ート工事標準示方普勝沼費支出ノ件

10，合員詮衡

報 告

1. 3 月分令官十報告

2. } : s ' 築年銀= 附スル泊五，炎令準備報告

住 宅 委 員 含 〈第5回〉

時 4月2 日午後6時30分 - 7時J O分

所 協令f真集部室

ｮｾ 席者 幹 事 問問 、欠 悶

委 員 荒 木 、小林 、'I' J!J-

l  住宅訳本原絡にイナ 協議の上 月末 迄にＡ Ｉ［ｴ ￍｬ Ｚｾｴ 足 ｈｾ

す る こ 三

月末に賞委員令た開 く二三

曾 員 動 静

入 曾 者

倉 員

-* 究君 普通賛助員 より 特 j，1，-

小問 :iE二君 普 通 賛 助 長 より 純絡

大越 準 君 旭 区 千 林 町 12J 9( 大阪府替終課〕

小 林 武 夫 君 西成直粉吉宮本町 4 ノ2J ( 竹' "1 '工務

泊7

il: 直 前 君 大 正 克 泉 尾上通 l ノ32 ( 竹 中工務

広〉

松井 主主主ー君 住吉広 中野町87( 竹中工J狭山〉

議ＮｩＧｩ ｾ 建築事 務所 〉

山間 源厳君東京市淡谷区 代 々木ヤ Ｇｊ ｾ 釜阿 ｊ Ｗ Ｑ ＶＨ 治

ＷｾＪｦｬ Ｉ＠

特 別 賞 助 員

荒木 大作君 旭区上ノ辻町298 ( n 刊工業新聞

日吐〉

下 木 童 市 君 大 正 直 北 泉 尾 町2 ノII ( 材木商〉

益田江 和足君 沼恒八幡屋雲井町2 ノ2∞ ( 日本工

業新聞社〉

小鳥 敏雄，g- ｾ自 己 主 ｅ 賛助員より鱒格

古川 千手義君 北克丙繍川町 ｾＶ ｾ 吉之祭内 ＨＮ ｫｉｲ築資

料泌信社大阪. k: 局〉

普 逼 賛 助 員

問問松三郎君 三 軍用系 三 重郡＿Ｚｾ岡滋 Ｈ 建築材料商 〉

近藤輿 』三次j 百一 北日屯J n'梅岡町47 日;本タイル工業株

ム℃令市t大阪I l H却: 庁内

繁問
1耳Z君 尼 崎 市 大 物 町2 ノ259高野方

奥 野敏 男君朝鮮大 ｾｍ Ｎ ｦ 東 雲 町 ＲＲＹ Ｈ 掛塚建築事

務所〉

児 島 義 街 活 i{.f  ￍＧ附町 Ｎｾｩ ｩＡ￭ 3 丁目竹中寮〈竹中

工務広〉

土手
孝君 J i;都Tli 'I

J  
); ; : 阪策集廻リ ' tl 町37 ( 竹

' 1' 工務広〉

八尾
1正:i雪 附成見粉消w之町 4 ノ 1;:) ( 建築詩

:t: U!ff 

退 曾 者

舎 員

松 ド 13吉君 兵庫懸魚崎町横屋内問 196 ( 日本 米木16. : 一郎震

生命保険株式令抗生年終諜〉 普 逼 賞 助 員

11I 阿 JE君 兵庫燃垂水町前垂水 1中間 112'，( 級

道省大| 奴改瓦事務所〉

.. i1IH盗$!)%:*でJi[(君 !EE中市新免 680 秋光カ C合敷絹織

株式合枇修繕課〉

大津 敏夫 君 普 遜 賛 助 員 よ り 純 桃

飯野，藤吉君 'ト，林己之主査君 ， Ｗ［ Ｇ ｾ 君 主木常也君

白井健三宮

縛 居 韓 動

禽 員

金 本ｩｅｾ註君北区 堂 島滋遁 ｬ ノ Ｘ Ｖ リーダ 建材工 高 橋 祭 治 君 住 吉 鼠 阪 南 町-*1 ノ22

業株式令社内 大 :l:j j 祭 克 君 品f下泉北郡信太村喜Eク悶

1詰'J ff! 善 治 君 府 下 南河 内郡高n村字烏泉 ( 竹中 板 I電精治郎君 i{ .f下北河内郡友吊岐村卒池268

工務庖〉 河漣 ' t K 君旭鼠江野町4<:6

1I!1l }  勝 好 君 住 吉 震 安 立 町 4 ノ51( 竹中工務庖〉 外 村 房 太 郎 君 東 淀 川 区 関 吹 町9C5

地 方 曾 員 小西速夫君主住吉塩天王寺町3α 氾ノ l

J111地 男 君 朝 鮮 釜 山府大新町 5 10 園 部 泰 文 君 来 京 市 淀 橋 直 下 落 合2 ノ6 14

ｩ 附ｼ二ｲＮＺｾ 一 君名古屋市東民王手間通リ Ｒ ノ Ｖ ( III T  中間 猛 震 波 淀 川信
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松 浦 松 之 助 君 兵 庫 綴 川 法 郡 伊 丹IU[ - y 橋62ノl 石井 13; 百J1I 兵I' !H尉#i 呆郡越郎村先崎

欠 野 七郎 君 東成区生野岡島町 172 山間文雄方 終 身 賛 助 員

山岡 稔 君 住 吉 広 松 崎 町2 ノl府宅金 14披 上 派 ! 緋 吉 君 瀦i1i l園周1内各 風 街 1'.: ノ5 森本剥illll

利 阿 久 治 郎 宮 北直都島本通5 ノ6

利回 登 君 住 吉 区 山阪町4 ノ11

杉村祭次郎君 京都市上京区紫竹西桃ノ本日1[ 51

中尾愛三郎 君 住吉温墨江町西3 ノ 14

米;段 威 夫 君 尼 崎 市最中間南遁2 ノ5:J

片 岡 長 参 君 比花軍上耐g " 北 l ノ29

石橋三四二君 東 京 市!EE惰医長崎南町3 ノ41 12

安 井 芳治 君 点 都 市伏 凡町御 : 鳩飯町9 1伏見高等

小皐校工事場同首]!，組作業湯内

s: llf 院 l塗 君 京 都 市 上 京 区 小 山西大野町22

宮 崎 俄二君 住 吉 直 北 開 法 町7 10

地 方 倉 員

悶口 正夫君 J P . : 城府光化門遜 18l 山吉局経理課管

繕 係

野 本 正 己 君 東 京 市 麹 町 五 仮 111lUy 1ノ19

尾 崎 敬一君 紳 戸 市 立 合区杭社]!，遜 l ノ5

井 ｮｾ 松露英Z 岐阜県系那 ｉｊｉｉ 町大林組 ｾＲ 那 ｉｊ 日ｴＧｉｾ張

所

大須賀唯一沼 朝鮮忠商大間 JM板鮮Jii l :産銀行大同

支1苫内

大竹 i龍治活 兵庫，際武庫邪気木村上: 1C林天道 関

3 15 ノ l

阪ｾＡ 義三君 京以 ｲ ｬｬ ，ｾ，川凶 ー 江反 ＱＱ Ｑ Ｖ ノ Ｑ Ｙ Ｑ ノ ＲＶ

和問 菩綴君 ノ転天松葉町3

日長J;Jj-1有

特 別 賛 助 員

板 谷 厚 志 君 大正. 五新千歳町 117( 滋健川54 14)

箸 ii!i賛 助 員

大谷候次 郎 君 北区京野同町5 ノ26

狭間1 清 一君 紳戸市告を窓山王町 l ノ12; 変革文雄方

早川 健次Z 兵庫l係武庫郡大庄村京大 島大上合

56 

丸岡 正孝君 山形市師範撃校北i菌、j 岡宮ブJ

問時 守君 満洲錦州省主主新懸羽目減!，i t. 4L 新鍬業

JiJ i工作謀

小主主 主住沼 市ド戸Tli 市中戸'孟 '1] 山手通3 ・f t3 1ノ3

吉 岡 孝 二 忍 八幡 市竹下町6了 H

久保欽音宕西直立' l I . 堀南通3 ノ3

鈴木秀次 郎B J ;i 街It 己! ; { 短問中古川町 11ノl

高iJ 川登凶雄，言 語11'戸市林 同瓦大丸町3 ノ7測船方

野 崎 謙 三 君 iJ! ぷ市132烏l孟長崎南町 l ノ1880

死 亡

地 方 曾 員

卒 林 美 彦 君 H首相 12i p:J月 29 1:1 逝 去

( 謹んで哀悼のな 11'表す〉

住 宅 及 都 市 計 童 図 際 曾 議 開 催

本年 7 Ｉ ｾ Ｉｉ 当 Ｕ 自宅 Ｑ Ｓ 日 、じ ＱＱ ＱＱ 亡於て 、 。 ｬ ｩｉ 或 ｉ ｾ 火山後援 、 ｾ ｬ ｬ ｾ ｲ｢ 此にヒ一月収先 日 ｽｊ 、ｻ 命Ｚ訟の

住宅&. 哲II-r! i 計註J &i 日立此に フランクフ J レト、 アム 、 マイ ンの以11捺住宅協舎 t 11UのーH亡、聯 合

合議が開催されるとととなった。

合議の主要議事事引は 、「同ゴ世l亡地力; WJ U. ｉ 小 Ｑ ＱＺ宅家Ｈｾ川岨」 、 「小佐Ｇ ＱＺ［ の ｬ Ａｾ 玖 」、 Ｑ Ｚｩｒ

庇&. 必I'I * ' I': 賞展」とな ってゐ る。

向 、 Ｑ ｝ ド巴 ｲｮ では也築 、河川 ｪｾ Ｑ Ｍ 書 、 う ど ｩￚＡ 、 術生ｾ Ｎ ｾ の 他 現代文化の樹新なるＺｬ Ｑｕ ｊ ｩ ーをがせる

i 1.見1t' ｉ ｾ＠ ?li 1'[. 於ける主張術ぷ 技 術J A:t引ft 合がDrJ 俄 rl .l であ り、父、合;i :i'ii終一( 後 、ーは 7 ) )13 1:' 1  

よ り ＸＩ う 子三 Ｑ Ｐ 日 Ｑ Ｑ｜Ｑ の Ｑｾｾ とを以てリヨ ン 、 ＷＩ レ セイ ユ 、 ニ Ｍ Ｗ 、ＩＩＮ i' ) レプス 路 を、ーはが:J 2 lli!l 

I1¥Jの法定を以て似11凶同外の住宅必者lli li 計登:li U171伏況 を脱従比 J裂の山である 。
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編 輯

後 記

① 「建築三枇令」のJ反備が 、近l侍非常に集 リ

よくなっ1: 。苦手前山をなす三いふ迄に11至 らね

が 、いっし主主載し- } れぬだけの原稿がわ り、本

線に於て も、折角寄航1.1? {対辺しながら 、原 付の

組 合 こ工ω7、め宅:.zW}l に廷しれ L のがある。 このお

寄補者に l事く御言1i びする。

① 日本 i1現在 、あらゆるブ5 1珂に なんごか打

開の道1J _. : ! リぴら かなげればならぬ場面に なっ

てゐる勺そのうちで し 最 も 根 本 的 な の11数製

の11; 1 ] 新てゐる。 どの 内閣もこれら表若板のー勺

にし 、撃制改革 の必 L 若手しやす い紡に ニr h，ゥ

げカげて 、その策現屯ァみぬま に内閣更迭さ" '¥ ｾ［ 、

のが落である。我が建築技術者養成の問題 し

めらゆる カ闘 から 検 討 L て、rJt{正 の祭11l リの小に

於 て貸さ凡 U!. トる事のみて b 三 lJ 入れ 、事( 際社合

の要望に 添υ得る卒業生1(司/1¥l l: イきも のである

① 二の意味に於て、建築現場方面からをまぜ

られれ波部民の「建築工業教育に封する要翠JI 1

百人た開後する所甚だ大すよるものがわる。教育

貿老年5交の方か らの球 11、吉岡氏 、鈴木氏 、中野

氏、横同民 、何れも長吾経験、或 1: 1: 新鮮なる第

一印象らもさにして 、専門教育 、中等教育に' J i を

げる 内容九，充二分に検討 されてゐる。

① 能美氏の米園大事に於げる防火教育 1:1:こ

の事 のと事関腕されて ゐる 我図に 大なる指示 1J?奥

へる。建築工事の季節約書星野Jの肢瀬氏 、都市計

':IJ の将来の1: めの吉村民 、本邦都市住宅の改善

の根本 1:
1

日題 の2f-!J.!J'氏 、ZE地保存問題の高橋民 、

共に新進ーの専門家で 、アY プY ーデート の問題

につ告 施主? たかれむけられれ L のでわ‘ る。説者

の 車青 ｾ ｜Ｑ 司 ｬ･ まち ＱＺ ぃ。

① 入院! の思想 11. 流動的 ℃わる。 散歩 の途

中、治却j のi t: '1ユ、思 u¥つい火事ら主任にi : ! られて 、

その思U、!こ まさま りたつけ 、 これか本誌に投t ! . '

うれて 、 本 誌の 色 彩 Ｑ Ｎｬ＿ｾ ＧＡｬＧｊ宗に 、 なご伊かな 品桜

丸、有するものに致され1: ぃ L のである 。

① 本放 の 編ｾｬＡｩＧ ｩＮＺ｜苦手 Ｑ ＺＱＺ 大石忠夫氏三 堀口 基音

の 雨入て Ｇ わる 。 Ｈ 姻口 ｾ ･Ｎ Ｉ

建 築 己 批 曾

第 20 約第 5St'l

毎月 l 回 l 日 断 定 償 却: 。首i官官室j

昭和 12年 4 月2 5 H  ｾ ｐｉ ｉ［ｕ＠ 昭和 12年 5 月 l 日改行

後 行 ・編輯

印 刷 人 小板常｟ｪｊ ｾ

大阪市北区籾 H ピル日本建築協舎内

印 刷 所ー 大 石 堂 印 刷 所

大飯市北嵐玉江UI J ! 丁目 11番地

を ま 行 所 開 日 本 建 築 協 合

大阪市北区中之島3 ノ3朝日 ピU

電話調叶派 (23) め01替 ( 9)

鋸 替 口座 ｾ阪 Ｓ ＺＱ ＹＷＵ 替

特 約 販1ぜ庖 拶fl 々 堂 fli ・ J，ii

大阪市 西区京町姻靖子板橋西

電 話 土 佐 抱2440苦手

指 E量t::J & ヲミ阪2034香

禁 轄 載

本減 lこ鎚載ぜるもの 11 、一切こ れら無断にて

車副長し叉1: 1 : 単行本に上梓その他の複製行湾た

なすこさら主主す。

魔 告 掲 載 料 金

一主 一 一平一 | 二豆 -l 二 王1_1竺L

2立

乞羽

議 |  占頁 1  1 回
8.∞ 

一
す

玉

川

一
剛

一
川

一

止

止

唯

一

唯

一

4

1

一

与

一

司

一

同

一

司

一

司

亘

書

一

一
一
一

一
ル炎 紙 4 I  1 瓦 1 回 I 80.00  

建 築事務所録 I Ｑ 掛 ｾ I  1 回 I  1・50

( 官集関係I 者案内 11 11鈎 5.0Q 

度 告掲幸雄F申込 1: 1: *舎へ 直接願びます 。

* ;;古溝讃御法文 11すべて自iJ 金で本令直接叉 1:1:

4寺約応へ . f反替貯金又11鈎筈で御扮 品1. 1?願び

ます 。郵務と代用 1:1: 一審IJ 柄 、代金引換11 お断り

致します。
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